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　作中の会話文で「」は日本語での会話、『』は韓国語での会話として分けて表記しております。



  

    　　君が見たいから　　第二部



  


十一







　大宝グループの会長室は、白とチョコレートブラウンで内装された重厚な部屋だった。




　壁にかかったどこかで見たような印象派の絵だけが、かろうじて室内に華やかな彩りを添えている。光沢のあるマホガニーのデスクには【大宝グループ･会長 柳　柄漢】と、金文字で刻まれた黒曜石の文鎮が、どっしりとその存在感を示していた。




「池上唯さん、とおっしゃるのですね。はじめまして。わたしがユ･ソンウォンの父親です」

　つい今しがた結婚を承諾したばかりの男と並んで会長室に入った途端、デスクの脇に立った初老の紳士から、かなりくせの強い日本語でこう声をかけられた。

　唯は驚いて、咄嗟に相手の顔を無遠慮に見つめてしまった。

　息子とはあまり似ていない、と思った。その温和さを秘めた厳格な面には、心配した怒りの波動は窺えなかった。ただ、こちらの内心を見透かすような視線に困惑する……。







　韓国の一大財閥、大宝グループの長であり、同時にソンウォンの父であるユ･ビョンハン氏は、息子と、彼が伴ってきた異国の婚約者に、そのまましばらく吟味するような眼を据えていた。五秒、十秒……。とうとう顔がこわばりそうになった時、唯の前に大きな手が差し伸べられた。

　暖かいその手に触れ、緊張がいくらかほぐれる。その時、ふとこの国の作法を思い出し、慌てて握手している左手の手首に右手を添えて頭を下げた。そんな彼女の肩を抱えるようにして、会長はテーブルの自らの隣に席を勧めてくれた。




　ソンウォンも安堵したようだ。当然のように唯の隣に腰を下ろす。二人の正面には、すぐ後から入ってきたソンウォンの兄で、同じくグループの理事の一人であるソンジョン氏が座り、初めて紹介された。さらにその横に会長と同年配らしい代表取締役、ハン･ヨンナム氏が、無表情の仮面の下に時折興味津々の色をのぞかせながら、三人を代わるがわる眺めている。




　やがて会長室の大きな会議用テーブルに、韓国式のコース料理が所狭しと並べられた。ケータリング会社の制服を着た女性が二人、ワゴンを押して席と席の間を往復しながら、空になった丸い皿やグラスを置き換えていく。

　昼食会は表面的にはなごやかに進行していった。四人の男達の静かな声が入れ替わり立ち代り、ほとんど途切れることなく続いている。




　やはり財閥の会長だ、と、唯はつくづく思っていた。そばにいるといっそう人を威圧する雰囲気がある。こういう人物はあまり大声で笑うこともないのかもしれない。だが腹も据わっているようで、息子の起こしたこの突然の事態にも、毛先も動じた素振りは見えなかった。時折、隣から料理を勧めてくれる言葉はあくまで穏やかで礼儀正しく、親愛の情さえ感じられる。




　だが……。

　唯は、次第に息が詰まりそうになっていた。

　ここにいるのは、この国の実業界で文字通りトップに立つ男達ばかりだ。四人の顔を順繰りにそっと窺っていくうちに、完全に場違いな所にいる、という思いが強くなり、せっかくの豪華な韓国式宮中料理も堪能するどころではなかった。唯の箸は、先ほどからさっぱり料理に伸びていなかった。

『……では、彼女にこの企画の日本側担当者として、こちらに来てもらうよう、向こうに手配します。よろしいですね』

　話への集中力が少し途切れていたとき、ソンウォンの声が不意打ちのように彼女の耳に飛び込んできた。

　……なんですって？

　その決定的な一言を理解した瞬間、唯は思わず箸をテーブルにかたんと置いてしまった。六つの目が彼女にさっと集中する。隣でソンウォンも、眉をひそめている。

　何とか引きつった笑みを浮かべて、唯はもうおなかがいっぱいで、という素振りをしてみせた。安心したように微笑むと、彼は再び途切れたところから話に戻っていった。




　その会話の内容を理解すると同時に、思いがけない成り行きにあっけにとられていた。ちょっと待って、と言いたかったが、横から口を出すのもはばかられる雰囲気だ。何も言えないまま、ソンウォンに非難めいた眼差しを送る。だが、彼はそのまま父のデスクに行くと、日本に電話をかけ始めてしまった。




　テーブルをきれいに片付け終えたケータリング会社のワゴンが部屋から出て行き、その場がひと時静まりかえる。

　緊張して通話内容に傾けていた耳に、日本語で日本電機サービス社の社長に会議の成果を報告し、今後の業務提携ため、唯を担当者としてソウルに送るよう要請している声が入ってきた。

　いかにも最初から考えていたように口にする彼の言葉を聞きながら、唯は内心ひたすら驚いていた。そんな彼女の視線をしっかり捉えながら、彼は受話器を置くと再び席に戻り、ビョンハン会長に向き直った。

　あくまでビジネスライクに交わされるやり取りを聞いているうちに、彼の真意が結婚なのか提携事業の成功なのか、わからなくなってくる。いや、ビジネスマンの彼にとっては両方とも、同じくらい重要なのかもしれない。




　バクバクし始めた心臓を押さえ、一言も聞き漏らすまいと懸命になる唯の隣で、ソンウォンはあくまで落ち着き払って父と交渉している。ビョンハン会長は再びじろりと唯を見やると、息子に向かい、今度はマーケティング戦略を確認しはじめた。

　二人とも至極沈着に、にこりともせず向き合っている。ハラハラして胃を痛めているのは、明らかに自分だけのようだ。

　そのとき、ふいにソンウォンの携帯が鳴った。確認後脇を向いて素早く取ると、彼は再び日本語になった。

「ああ、吉岡さんですか。……わかりました。今日はお疲れ様でした。いえ、池上さんはまだ帰りません。予定が変更になりましたので、どうぞお先に空港へ。今車を手配しますので、そのままロビーにてお待ちください……」




　なんですって？　わたしは何も聞いていないわ……。




『まあよかろう。このプロジェクト、是非成功させてみなさい。お前達の手腕に期待しているよ。だがな、ソンウォン……』

　ほとんど話が終わる頃、会長は始めて父親らしい気遣わしげな表情になった。次男と隣でうつむきがちになる唯を見て、ひとつ咳払いする。

『先ほどの会議を見せてもらった限りでは、機転も利くし語学力は問題ないようだ。なかなか優秀なイルボンアガッシ（日本のお嬢さん）だとは思うが……。何分あまりに突然の話だ。わたし達は誰も、こんな事態はまったく考えてもみなかったのだよ。いいかね、今夜は必ず家に帰ってくるんだ。そしてお前のお母さんによくよく説明し、説得しなさい。今朝突然お前から話を聞かされて、お母さんは寝込んでしまったよ』

　ぎょっとして顔をあげた唯と目が合い、会長の眼差しが少し和んだ。

　ソンウォンは目を細め、無言で頷き返しただけだった。




***　***　***




　ようやく会合を終え会長室を出たときには、既に午後三時を回っていた。




　部屋を出るなり、ソンウォンは唯を伴い足早にエレベーターに乗りこんだ。出入りする社員に阻まれ一言の会話もできないまま、二人はビルの地下三階に来ていた。




『ソンウォンさん、ねぇ、ちょっと待ってちょうだい！』

　ようやく人気のない地下駐車場に降り立つや、唯は前に回り込むようにしてソンウォンを止めた。剥き出しのコンクリート壁に囲まれた薄暗がりの中、彼の表情は陰になってよく見えない。だが唯の困惑しきった必死の様子には気付いたらしかった。

　何か考え込んでいた彼がふっと緊張を解いた。無言のまま、手を伸ばして彼女の肩をしっかりと抱き寄せる。そのまま車の助手席を開けるまで、彼は唯を離さなかった。




『疲れただろう？　とにかくここから出よう』

『あの、……ホテルを出るときに預けたわたしの荷物、トランクに入っているの？　もう空港に行かないと、帰りの飛行機に間に合わなくなるわ……』

　ベルトを締めながら、唯は気遣わしげにこう尋ねていた。本当にへとへとになってしまった。先程の会合に同席していただけで、会議のときと同じ、いやその二倍くらい神経を消耗した気分だ。

　だが、ソンウォンは彼女にきっぱり言った。

『さっきの吉岡さんとの通話を聞いていなかった？　君はまだ帰らないよ。夜七時半の便を予約しなおしておいた。それに間に合うように空港に送っていくから』

『そんな……』

　彼は唯の困惑顔を少しの間じっと見つめていたが、いきなり片手で彼女の身体を掬い取るように引き寄せると、唇で彼女の唇をふさいでしまった。唯はますます混乱し、彼のスーツの肩にためらうように指を這わせていたが、やがて観念して彼の首に腕を巻きつけ唇を開いた。

　もうすっかり馴染んだように、キスはすぐに昨夜の熱い交わりを思い出させる濃密なものに変わった。我が物顔に滑り込み絡みついてくる彼の舌に、我を忘れてしばし陶然とした。鬱積した思いを晴らすように、彼のキスは激しくて容赦ない。彼女も同じ思いだったから、その荒々しさをむしろ歓迎した。

　しばらくして、ようやくソンウォンは引きはがすように顔を上げ、呻くように呟いた。

『もうやめないと……、このままじゃ君は本当に帰れなくなってしまう』

　一瞬、彼女はその腕の中以外一切を忘れていた。ぼんやりと目を開く。二人とも呼吸がかなり乱れていた。

　ソンウォンはまだ唯の身体を抱いたまま、彼女の顔をじっと見下ろしていたが、ようやく満足そうに微笑んだ。

『唯、忘れないで。君は僕とこれからここで暮らすんだ。今日、君が日本に帰るのはその準備のためだよ。わかっているね？』

「………」

『今後は公私共に、僕達二人でしなければならないことがたくさんある。中でもまず……、このプロジェクトを成功させることは最重要事項だ。僕らの全てがかかっていると言ってもいいくらいね。そのために、君にも手伝って欲しいんだ』

　キスに酔いしれ、ぼんやりしていた頭にも、ソンウォンが会長達と長い間話し合っていた内容が蘇ってきた。思わず彼の頬に片手を伸ばす。

『あなた……、いつもあんな緊張とプレッシャーの中にいるの？　信じられないわ。わたしだったら、きっと……』

　持たない。すぐに参ってしまうだろう。

『もう慣れたよ』

『でも……、わたしなんかにいったい何ができるのかしら？』

『とりあえず君にはこちらに一，二ヶ月程滞在してもらうことになる。早急にビザの手配が必要だな。君の会社側との協議や書類の作成、日本国内への営業面で、僕の足りない面をサポートしてほしいんだ。この企画がうまくいけば、親父達も君を必ず認めてくれる。そうしながら、僕の家族とも親しくなっていってほしい』

　唯は驚きのあまり口も利けなかった。何て人だろう。昨夜の融けそうに熱い時間を過ごした後で、わたしをホテルに送り届けてから今までの間に、もうそこまで考えて、手を打ちはじめたと言うの？　

　そのタフな思考力と実行力には目を見張る他ない。

　ああ、本当にそうできるものなら。彼とまたすぐに会える。また一緒に仕事ができる。そして、もう二度と離れずにすむなら……。

　すぐに別れてしまうことを思って沈んでいた心がいっぺんに躍りあがり、浮き立った。




　だが、すぐに先ほどの会長の最後の言葉を思い出し、またちょっと沈んでしまう。

『そう言えば……、さっきお父様がおっしゃっていたことだけど、あなたのお母様が……』

　息子が日本人と結婚するというので、寝込んでしまうほど衝撃を受けられたということ？

　心配そうに切り出した途端、さっと二本の指が彼女の唇をふさいでしまった。

『お袋のことは……、仕方ないだろうね。今夜ゆっくりと時間をかけて説得するよ。何しろ夕べの今日だし。今朝は……』

　思い出したように彼はにやっと笑った。

『家中が大騒ぎだったな……』

　いったいこの人は、どんな言葉の核弾頭を自分の家に投げ込んできたのだろう。そういえば、先程重役達が、たかが一企画の会議に会長自ら顔を出すなど信じられない、とひそひそ話していたっけ。

　唯はあきれたようにため息をついて、いたずらっぽい表情を浮かべているソンウォンを睨む振りをした。

『そんなに急いでことを進めようとしなくてもいいんじゃないかしら？　第一わたし達のことだってまだまだ始まったばかりなのに。まずこの企画が終わってから、ゆっくり考えても……』

　ソンウォンの表情がわずかに翳った。おやおやと揶揄するように畳み掛ける。

『君こそ……、さっきの返事に間違いはないだろうね？　今更、怖気づいてももう撤回はさせないよ。それに、たとえ君のご両親に反対されてもね』

『うちは大丈夫だわ、別に……。そういうわけじゃないけど……』

　ちらりと田舎の両親が仰天している顔が目に浮かんだ。だが、おそらく反対はされないだろう。その点、彼の方がよほど問題に違いない。

　とっさにどう言えばいいかわからなくなった。小さな不安が心の中でさざ波立つ。こうやってこの人にずっと押し切られていくのかしら。大丈夫かしら……。

　だが、ちらりと浮かんだそんな思いは、彼がエンジンをかけながら言った言葉によって、はるか彼方に吹き飛ばされてしまった。

『それじゃ、今からいっしょに指輪を買いに行こう』







十二







　その夜遅く……。

　唯は東京都内の自宅ワンルームにいた。

　パジャマに着替え、洗い髪を解きほぐしながら放心したようにベッドに腰を下ろすと、ベッドサイドのチェストの上から小さなビロードの宝石ケースを取り上げた。他の荷物はまだそのままになっている。




　ひどく疲れていた。だがまだ眠くはない。興奮した気持は熱いシャワーでさえ静める事はできなかった。

　ここを出た二日前とはあまりにも状況が一変してしまった。戸惑う暇もないほど目まぐるしい変化に、まだ気持がついていかないような気がする。

　もしかしたら、今日の出来事は全部夢だったのではないだろうか。眠りたくない。眠って目覚めてみたらやはり夢、だったらどうしよう……。

　そう怖くなるほど、彼女は今幸せで満ち足りていた。




　でも、これは確かに現実のことだ。その証拠に今も自分の手の中には、別れ際に彼がはめてくれたブリリアントカットのダイヤモンドが白い輝きを放っている。

　唯はソンウォンがしてくれたようにそれを自分の左手の薬指にはめ直し、つくづくと見入った。純粋なカットダイヤの硬質の煌きが、華奢な手の甲を彩っている。それをはめてくれたときの意気揚々たる彼の表情を思い出すと、思わず笑みが浮かんだ。

　幾度も確かめるように眺めてから、またケースに戻してベッドにもぐり込んだ時、今度は電話が鳴った。急いで起き上がり受話器を取り上げると、案の定ソンウォンの穏やかで深みのある声が響いてきた。

『もう休んでた？』

「ううん。今から寝るところ。あなたは？」

『まだもうちょっと、やることが残ってる』

「そう、大変なのね、本当に」

『いや……。それより今日は強行軍で疲れただろう？』

　心配そうな声だった。彼の顔が目に浮かぶようで思わず胸が熱くなったが、しいて明るく答えた。

「そんなことない。これくらい全然平気よ」

『ぐっすりお休み。今夜は君が傍にいなくてさびしいけどね。唯……、君に会いたいよ（タンシン　ポゴシッポ）。早くこっちに来てほしい。それじゃ切るよ、おやすみ……』

「わたしも……おやすみなさい」




　タンシン……。彼が今初めて口にしたその言葉をなぞって呟きながら、照れるような甘さを噛み締めてみる。

　訳すれば単に『あなた』とか『君』と言う意味になる。けれどハングルは表現がとても率直だ。『当身』（タンシン）と言う言葉は、若い夫婦などが互いを呼ぶときに、特によく使う言葉だと聞いている。自分自身に匹敵する価値、同等の価値を持った相手を呼ぶときに『当身』と使うと……。

　そしてこういうとき、『会いたい』（マンナゴシップタ）ではなく、もっとダイレクトに『見たい』（ポゴシプタ）と言う。

『君が見たい』……と。




　たった数時間前に別れたばかりなのに、もうこんなにも恋しくてたまらない……。

　昨夜、抱き締めてくれた彼の腕の力強さを思い出しながら、唯は微笑み、たゆたうように眠りについていった。




***　***　***




　東京に戻ってからの二週間が、あわただしく過ぎ去っていった。




　週明けに会社に戻った唯は、正式に社の辞令を受けてこの企画を直接担当するポストに変わった。

　ユ･ソンウォンの提案は社に受け入れられ、彼女の同意によって大宝グループへの出向も速やかに決定した。業務に必要な短期商用ビザを申請し、取得するまでの期間も準備に追われて過ごすことになった。







「君にお株奪われた男どもがうらやましそうに見ているじゃないか。夜道には気を付けろよ」

「まぁ、すごいブラックジョークですね」

　上司にからかわれ、唯が思わず噴き出して軽く睨み返すと、オフィスのあちこちからため息交じりの苦笑が漏れ聞こえてきた。韓国語ができる者は君以外いないから、文句の言いようもないがね、と彼も笑いながら付け加える。

　だが、上司と二人になった途端さらに切り込まれ、さすがにぎくりとした。

「で、どうなってるんだね？　実のところ、君とユ･ソンウォン氏との関係は……」

「どういう意味でしょう？　それも提携企画に何か関係がありますか？」

　声の調子がやや尖り過ぎているかもしれない。

「おや、失礼。君のプライベートを詮索するつもりじゃないが、ないとも言い切れない気がするんだがなぁ」

　露骨に詮索の目を向けられ、わかってるぞ、教えろよ、とばかりにほのめかされて、ぎくりとした。

「部長！　この記載内容ですが……」

　懸命に手元の書類に話を逸らせる。

　どうにか事務的な口調で切り抜けたものの、彼の名を口にするだけで、声が震えてしまうことにどうぞ気付かれませんように、とひやひやする。




　今回の企画に参加することになった時から、業務内容について一通り把握していたつもりだったが、今度は実務に直接携わることになる。当然かかってくる責任も、判断しなければならない範囲も違ってくる。

　毎日、担当部長の吉岡をはじめ企画のスタッフ一堂と会議や打ち合わせを繰り返す。くたくたになって部屋に帰る日々が続いた。そんな中、一日の終わりに必ず入るソンウォンからの電話が、大きな喜びだった。彼の声を聞くだけで、出しきった力も、一気に充填されるような気がするから不思議だ。そういう時、彼に恋していることを実感する。人生で今ほど心が満たされ、充実していたことはかつてなかった、と思うほどに……。

　服も何枚か新調した。休日や早く引けた日は、奮発してエステ・サロンの短期コースにも通った。こんなにも美容に時間とお金をかけて、文字通り爪の先まで磨いたのは生まれて初めてのことだ。

　もっともっと彼に相応しい女になりたい。少なくとも、彼が恥ずかしくない程度には、綺麗でいたい……。




***　***　***




　やがて準備が整い、唯が再びソウルに渡る日がやってきた。




　日曜日の午後、大きなトランクを引いて仁川空港のゲートを出た彼女を迎えたのは、ソンウォンのまぶしいほどの笑顔だった。

　彼の思いを率直に映したその笑顔を見た途端、唯の心に信じられないくらい大きな喜びが音を立ててはじける。前来た時から、まだたった半月あまりなのに。




『荷物はこれだけかい？』

　彼女のトランクの持ち手を取りながら、彼はなぜか不満そうに尋ねた。

『こんな大きなトランク一個あったら、わたしの少ない着替えひと月分くらい大抵入るわ。足りなければ、こっちで買ってもいいと思ってるし……』

『ふーん。そういうものかな』

『クローゼットの中身、全部持ってくるとでも思ったの？』

『それでもいいんじゃないかと思うけどね、別に』




　晩秋の十一月。外へ出た途端吹きぬけた風は、前よりかなり冷たくなっていた。

　車に乗り込んでも、ソンウォンはすぐにエンジンをかけようとはしなかった。何気なく顔を上げると、彼がじっとこちらを見詰めている。その目に陰があることに気付き、見返しながらそっと名を呼ぶと、彼は表情を和らげた。

『もっとよく顔を見せて』

　彼の手が頬にかかり、そっと彼女の顔を持ち上げた。運転席から身を乗り出すように前かがみになって、ソンウォンは唯の唇に唇を合わせた。優しいキスに、切なさが溢れる。

『何かあったの？』

　彼が顔を上げたとき、少し心配になって問いかけた。

『いや、別に……。当然予測の範囲内だから』

『どういう意味？』

『……お袋さ……』フーッと大きくため息をつきながら答える。

『そう、お母様……、まだわたし達のこと反対なのね』

　忙しさにまぎれ、今までその問題を忘れていた。だが、渋るような彼の口調は、明らかに芳しくない事態を物語っている。

　唯の目が曇った。やっぱり。そうよね……。そんなことはわかりきっていたはずだ。財閥を背負って立つ彼の両親、ことにまだ会ったこともない母親にとっては、大切な息子が不釣合いな日本の女と結婚するなど、容認できないに決まっている。

　ソンウォンは渋々頷くと、少し苦笑した。

『というわけで着いた早々、多少不愉快な思いをさせるかもしれないが、君をまずうちに連れて行くよ。僕の家族に正式に紹介しておきたいんだ』

『え!?　だけど今、お母様が反対してるって言ったじゃない。まだそんなの……やめたほうがいいんじゃないかしら』

『実際会ってみないと、言葉だけじゃいつまで経っても同じだからね。もう皆にも話してある。家で君を待ってるはずだ』

『ちょっと待って！』

　思わず悲鳴に近い声になった。

『でも、でも何の準備もないのよ。服だってこんなだし、プレゼントも……』

　ああ、しまった。何てことだろう。仕事に夢中になるあまり、彼の家族に対してそこまで気が回らなかった。激しく後悔するが、後の祭りだ。

『別に必要ないさ。それにそのままで充分だよ』

『だけど……』

　今行っても、お互い気まずい思いをするだけではないだろうか。ためらって言葉を濁した彼女を説得するように、ソンウォンは彼女を振り返った。その強い眼差しを受け、唯は黙って頷くことしかできなかった。




　車はたちまち、仁川空港から海沿いの高速道路に乗って走り始めた。




***　***　***




　盆地になったソウルは市周辺の他、市内にも小さな丘や急傾斜の高台がいたるところに在り、住民の日常散歩コースになっている。

　着いたところは、ソウル市北部のやや郊外に位置する、ある丘の下に建てられたレンガ造りの豪邸だった。




　一見して旧家とわかる、日本の古い洋館を思い出させるような建物が見えた。どっしりした黒い鉄の門から中に入ると駐車場があった。何台も停まった車の奥にある車庫には、会長用らしい黒塗りのリムジンが入っている。

　家政婦らしい女性が玄関に出てきて通される。入るなりため息が出そうになった。広い玄関からすぐに目に付く格調高い家具と調度品、しみ一つないオフホワイトの壁には、またもや印象派の静物の絵が掛かっている。

　……やっぱりまだ無理よ……。

　だんだんと気が滅入ってきた。手に抱えた一応有名ブランドのコートすら、安っぽく見えてくるほどだ。

　こんなことなら一念発起してシャネルのスーツでも買ったのにと、つい彼を恨めしく思ってしまう。いくら新品とはいえ水色のアンサンブルとシフォンスカートでご対面になるなんて、あんまりだ。

　その思いが通じたように、ソンウォンの腕がふいに肩に回された。彼は眉を上げて彼女のこわばった顔を覗き込むと、リラックスさせるように微笑みかけた。







　広いリビングの中央のソファーには、確かに呼び集められたように人が座っていた。




　先ほどの家政婦が、大皿に盛り付けたフルーツやコーヒーをワゴンで運んでいる。

　全部で七人いる……と、無意識に数えていた。

　落ち着いて。何のために今まで仕事で場数踏んできたのよ。唯は自分に懸命に言い聞かせた。これもまたプレゼンの一つだと思えばいい。そう、自分自身を売り込むための。

　けれど、本当に必死で自分を売り込みたいのかどうか、自信が持てないような気もした……。




　複雑な思いで唯はソンウォンとともにゆっくりとソファーの空席、すなわち彼の両親の前に腰を下ろした。なんとか顔に微笑を貼り付け頭を下げる。

　会長にはあの時お会いしておいて本当によかった、と思った。スラックスとポロシャツの上に厚手のカルダンのガウン、というくだけたホームウェアスタイルの会長は、あの日より一段と唯に対し好意的な印象だった。その場にいる誰よりも歓迎してくれているのはすぐにわかった。

　その隣には銀ラメの入った黒ビロードのゆったりしたロングスカートの婦人が、手にハンカチを握り締めて、見るからに不承不承といった様子で座っている。とうに女盛りを過ぎた今もなお美貌を留めるその顔には、露骨な不満の色が浮かんでいた。

　唯の視線に気付いたのか、目も合わせたくない、とばかりにいっそう口元を歪めそっぽを向く。唯の気分はますます低迷した。

　彼の兄ソンジョンは、初めて見る美しいストレートショートカットの女性と並んで座っていた。こちらが兄嫁に違いない。その女性は自分より一，二歳年上に見えた。すやすやと眠る水色のベビー服の赤ん坊を抱き、好奇心いっぱいという表情だ。

　さらにソファーの横や後ろに立ったり座ったりして、二人にじろじろ無遠慮な視線を向けてくる五十がらみの女性が三人もいる。ソンウォンの……叔母様方だろうか。




　そんな緊張した雰囲気を破るように、最後に少し遅れて現れた男がいた。

　ひとなつこい笑みを浮かべ一同にペコリと頭を下げると、唯にまっすぐに興味津々という目を向けてくる。そのソンウォンとも面差しの少し似た若い男に目を留めたとき、ソンウォンが唯の手を握って改めて両親に紹介した。




『この人が先日わたしと婚約した池上唯さんです。先ほど日本から到着しました。確かに日本人ですが何度も言うように、ハングルが非常に堪能ですし、わたしも日本語ができます。生活していく上での問題はまったくありません。この家の祭礼などのしきたりは、お母さんや義姉さん達がどうぞ教えてやってください。彼女は今回の社のプロジェクトにもかかせない役割を……』

　母親がたまりかねたように、身を乗り出してソンウォンの言葉を遮った。唯の顔はまだ見ようとしない。

『本気なの？　ソンウォン、何度言えばわかるのかしら。お前のは単なる気の迷いです。ああ、お前はもっと落ち着いた判断を下せる人間だと思っていたのに……。そんな一時の感情に盲目的になって途方もない決断をくだすのは、大きな間違いだと何度言えばわかるの？　必ず後で後悔します。もっともっとよく考えてご覧』

『一時の気の迷いなんかではありません。あらゆる角度から考えた結果です』

　アイゴアイゴ、と母親が目を閉じて小さく呻うめいた。

『馬鹿なことを……、いくらそちらが、お前の日本滞在中に親切にしてくださったと言っても、その相手とまさか結婚しようだなんて……そんな話は一族のうちで聞いたこともない。大体仕事はできるかもしれないけど、仕事と結婚は、まるで別の問題ですよ。ソンウォン、そんなことをいったいどうして考えるようになったの……。もうわたしは情けなくて情けなくて』

『お母さん、だから彼女のことをもっとよく知ってください、と何度もお願いしてるじゃないですか！　よく知りもせず、日本人だからと決め付けて、判断してもらいたくない！』

　母親につられた様に声を荒げるソンウォンに、唯は気が気ではなかった。




　ハラハラしている唯の前で、会長夫人は目元にハンカチを押し当て、息子から顔をそむけてしまった。

『こんな話を聞かされるくらいなら、お前をアメリカの大学にでも留学させたほうがよかった。日本語なんか勉強させなければよかったんだわ。そもそも、お前じゃなくてソンジョンを日本に行かせていれば、こんなことには……』

『よさないか。第一それはお前が口を出す領分ではないよ』

　会長が妻の震える手に大きな手を重ね、重々しく遮った。彼女は悔しそうに唇を震わせ傍らの夫を見上げた。

『でも、あなた……、あなただってよくご存知でしょう？　純粋にビジネスの問題だけなら、わたしも文句なんか言いません。でも家の中にまで入ってこられるのは、とても我慢できなくて』

『お母さん！　いい加減にしてください！』

　たまりかねたようにソンウォンがまた厳しい声をあげたとき、兄嫁の膝で眠っていた赤ん坊が驚いたように甲高い声をあげて泣き始めた。皆の注意がいっせいに赤ん坊に移る。夫人はソンウォンの抗議を完全に無視し、『よしよし、うるさかったねぇ』と言いながら、嫁の手から赤ん坊を抱き取ってあやし始めた。

　おかげで話が途切れたことに、唯は心底ほっとしていた。自分が原因の親子のいさかいなど、これ以上とても聞いていられそうになかったからだ。

　これは想像以上だ。ちっとも簡単ではない。




　やがて会長夫人は立ち上がると、泣き止まない赤ん坊に声をかけながら、壁際まで歩いていった。赤ん坊に愛しげに向けられていた夫人の目が場を見渡すように泳ぎ、唯を掠めた。その瞬間はっとするほど恨めしそうな目付きに変り、ぎくりとする。

　ソファーの背後に立っていた女性が一人、夫人に近付くと労わるように両手でその肩を包み込んだ。後二人の女達も発言こそしないが、唯を見る目には露骨な嫌悪感さえ漂っている。無言のうちに、早く帰れと言われているようだった。




　会長が咳払いし、まだ母親を睨んでいる次男をなだめるように声をかけた。

『お前も落ち着きなさい。お嬢さんがびっくりしているじゃないかね』

　唯のこわばった顔を同情するように見やりながら、ゆったりと続ける。

『唯さんはソウル滞在中、我が家に泊まるのかね？』

『そうしたいのは、やまやまですが……』

　壁際で断固背を向けた母をちらりと眺め、彼は苛立たしそうに肩をすくめると、大きなため息をついた。

『ソンウォンさん、わたしのことなら……』

　またもや自分抜きに話が進んでしまう。唯は慌てて口を挟もうとしたが、ソンウォンから黙っていろ、と言わんばかりの目を向けられ、何も言えなくなった。

　それでも、再び父親を見たとき、彼はもう落ち着いていた。

『会社近くのノースソウル・ホテルに宿泊予定です。滞在中は、わたしができる限りそこまで送っていきます。それじゃ到着したばかりで彼女も疲れていますし、明日の準備もある。今日はこれで……』

『待ちなさい。夕食を一緒にどうだね？』

『それも、また次の機会に』

　それだけ言うと、ソンウォンは唯の腕を取って、そのまま外へ連れ出してしまった。







十三







『ソンウォンさん！』

　ぐいぐい引っ張られるように屋敷の前に停めてあった車の前まで来てから、ようやく唯は彼の手をほどくことができた。ソンウォンは厳しい表情のまま車のドアを開くと、乗るよう促した。

『こんなところで立ち話なんかしていたら、またお袋がかんしゃくを起こしてしまう。とり合えず食事に行こう』

　はっとして邸を振り返ると、明かりのついた二階の窓のカーテン越しに人影が揺れている。

　仕方なく頷き車に乗り込んだ。来たときと違い、気分は鉛のように重く底まで沈みきっている。

『こんなふうだなんて……、どうして電話では一言も教えてくれなかったの？』

　尋ねる声が非難の色を帯びるのを、隠すことはできなかった。ソンウォンは無言でしばらく運転していたが、彼女が再び促すとようやくちらっとミラーを見上げた。

『もし正直に言ったら、君は日本から来なかったかもしれない』

『だけど、これじゃあんまり難しそうだわ……』

　無意識に左手の薬指にはめたエンゲージリングを、くるくると弄ぶ。さっき彼の母親が目を留めるなり顔をしかめていたのを思い出し、いっそう憂鬱になる。

『何が難しい？』

『わたし達の結婚よ。お母様、あのご様子では、到底お許しが出るとは思えないじゃない……』

『お袋はもともと、日本も日本人も好きじゃないんだ。未だ頑固にこだわりがあるんだな。その上日本人は誰でも皆同じだと思ってるような節もある』

『こだわり？　どういうこだわりなの？』

『お袋の父親、つまり僕の外祖父の代の話でね。お定まりのあの時代絡みってやつさ。今回改めて延々と聞かされたよ。確かに聞いて気持のいい話じゃないが、もう時代は変ったんだ。僕らの中ですらすっかり忘れていたような事実だし、まして君とは何の関係もないことだ。正直、ここまでお袋が拒否反応を示すとは、ちょっと意外だった』




　聞きながら、唯の頭の中にかつて授業で聞いた日韓の歴史問題や、いくつかの写真が浮かび上がってきた。そして、『竹島』を巡る様々なニュース報道。関係もない過去の出来事、と思っていたのにこんな形で我が身に降りかかってくるなんて、考えてもみなかった。思わず動揺したように尋ねてしまった。

『そ、そんな事情があったのに、どうしてわたしに……結婚を申し込んだりしたの？』

　突然ソンウォンは苛立ったように車を路肩に寄せてブレーキをかけた。きいっと鋭い音を立てて急停車し、シートベルトの下で身体が揺らぐ。黄昏の逆光の中、皮肉な眼差しが彼女をじっと見据えた。

『僕らの結婚と母や祖父のことと、一体何の関係がある？』

『それは……、だって当たり前じゃない……？　この国で、ましてあなたのような立場なら、「家」がどれだけ大切かってことは、わたしも少しは話に聞いて知ってるつもりよ。あなた達がご両親やご一族の系譜をどれだけ大事にするかってことも。お母様がそういうお気持ならなおのことじゃない？』

　ついヒステリックな口調になってしまう。彼の語調もつられたように高くなった。

『だからと言って、そんな百年近くも前の出来事のために、今僕らが別れても平気だと本気で言うつもりなのか？　唯、自分で自覚してるかな？　時々、君はいともあっさりと、そういう風に言ってのけてくれる。そして僕はまたわからなくなるんだ、君の気持が……』

　しばらく沈黙が続いた。ソンウォンはハンドルの上で両手を握ったり開いたりしていたが、再び唯を振り返ったときは、もういつもの強い意志を感じさせる彼に戻っていた。

『もちろん母の同意もあったほうがいい。君の親御さん達の方も当然だ。だけど一番重要なのは君自身の気持だよ。父は認めてくれている。兄はノーコメントだ。母は説得すればいい。きっとする。近いうちに』

　ふいに彼は表情を和らげた。片手を伸ばし彼女の頬を包み込むようにして上を向かせる。

『これ以上、我慢する必要がどこにある？　君を見たらなおのこと、もっともっと見たくなる。……もうたまらないくらいだ。君は違うのか？』

　強い視線に捕らえられて身動きもできない。心臓だけが大きな音をたてて打ちつけていた。その激しい鼓動を感じ取ったように、ソンウォンはそっと手で彼女の胸の谷間の脈打つ心臓の真上に触れた。同時に彼の唇が降りてきて、彼女の心から曇りを拭い取るように優しく重なった。

　熱情に任せたキスとは違う、深い思いのこもったキスだった。泣きたくなるほど……。

　目をしばたかせ、弱々しく微笑もうとした途端、もう一度、もっと強く唇をふさがれた。だがそこで、まだ日のある街中だという事実を思い出したように、彼は突然身体を離すと、苦笑しながら彼女を元の位置に押し戻した。

「ここではダメだ。やっぱり食事に行こう」




***　***　***




『ねぇ、わたしだったら本当に構わないのよ。こんな立派なホテルじゃなくて、普通のビジネスホテルで』

　広いロビーの高い天井から釣り下がったシャンデリアの柔らかな光を見上げながら、唯はまたもや驚いて目を見張った。

　彼がセレブなのは重々承知しているが、しがない月給取りの身では、一ヶ月もこんなホテルに宿泊したら支払いはいくらになるのかと、気遣わずにはいられない。

　だがソンウォンはさっさとチェックインを済ませ、彼女を伴ってエレベーターに乗り込んでしまった。ポーターがトランクを先に運んでいく。唯の複雑な表情に気付いたように、ソンウォンがその肩を抱き寄せた。




『そんな顔しないで。この期間中、家に滞在できるとよかったんだが、お袋があれではどうしようもない……。本当にすまないと思ってる、こんなホテル住まいで』

『違うの、そうじゃないわ。第一あなたのお父様のお宅にだなんて、そんなこと考えてもみなかったもの。さっきあんなふうに言われて、わたしもびっくりしていたのよ。まだ結婚したわけでもないし、認めていただいたわけでさえないのに……。わたしはお目にかかれただけで、もう十分……』

『どうしてさ？』

　彼が目を細めて遮った。

『君は僕の妻になる人だ。うちに来て当然じゃないか』

　なるほど、この国ではそういうものなのだろうか。唯は内心ため息をついた。でもわたしはまだ、そこまでの気持にはなれない……。

　彼はもう自分のことを、家族の一員として見てくれている。とにかく心からそう言ってくれているのは間違いない。その気持はとても嬉しいと思った。




　案内された白いバルコニーのついた美しい部屋に入った途端、唯はまたあっけに取られて四方を見回した。

　たしかにスイートではないが、それに近いクラスの部屋だ。柔らかなじゅうたんの毛足がストッキング越しにも心地よい。奥にはゴージャスなベッドがあり、手前にくつろげるカウチとテーブル、テレビのセットの他に、壁際の小さなデスクにはパソコンのデスクトップまで据えつけられていた。十階の窓の外には、ソウルの夜景が宝石のように広がっている。




　自分の東京都内の狭くてごちゃごちゃしたワンルームや、田舎の両親の築二十年近い三ＬＤＫを見たら、この人は何と言うだろう。もちろん礼儀正しい人だから、驚いたそぶりも見せないだろうけど。

　先ほどから、ため息ばかりついているような気がする。互いの生活感覚の違いは、おそらく部屋の問題だけに留まらない……。

　考え込んでいるとふいに名を呼ばれ、思わず「は、はいっ」　と日本語で、上司に呼ばれた新入社員のような返事をしてしまった。彼が眉をひそめて近付いてくる。




『聞いてなかったのか？　どうした？　この部屋じゃ、気に入らないかい？』

『とんでもない！　それどころか、わたしには勿体無さすぎるって思っていたところだったの』

『どうしてさ？　いや……、まあいい。座ろう』

　言われるままにコートを脱いで、カウチの柔らかなクッションにもたれかかった。途端に緊張が一度に解けたようにどっときた。やはり、かなり気を張っていたらしい。

『それで、君のご両親のほうはどうなんだい？　挨拶に行かないといけないだろう？　電話では何も言ってなかったけど、そっちこそ韓国の男なんかだめだとか、言われていないだろうね？』

　尋ねながらソンウォンもジャケットを脱いで隣に来た。ぴったりフィットしたシンプルだが良質のカーキ色のセーターが、彼の身体のラインを一層強調している。その男らしい体躯と香りには今も変らずどきどきしてしまう。馬鹿ね。慌てて窓の方に視線を逸らせた。

『そうね、ちょっと驚いてたみたいだけど、でも大丈夫だと思うわ』

『「みたい」に「思う」って、どういうこと？』

『実は……』問いただされて顔を赤らめる。

『わたし、まだ母に電話でちらっと話しただけなの。仕事のことで頭がいっぱいで、そんなにしっかりと結婚って言ってなくて……』

『唯、ちょっと後ろを向いてご覧』

　唯の顔を見ながら、何か考え込むように黙っていた彼が、やがて朗らかにこう言った。

　何かしら？　言われるままに背を向けた彼女の肩に彼の手が触れ、リズミカルにマッサージを始めた。あまりの心地よさに思わず目を閉じて全身を預けてしまう。ソンウォンの低い声が、誘いかけるように響いた。

『かなり疲れてるみたいだな。シャワーを一緒にどう？　全身マッサージしてやるよ』

　はい？　と目を丸くして振り返った途端、力強い腕に抱きすくめられてしまった。

　不意をつく抱擁に驚き、無防備に開きかけた唇に彼の唇がたちまち覆いかぶさってくる。ソンウォンの舌はやすやすと口内に侵入すると、くまなく荒々しいほどの動きで探り、たちまち彼女に火をつけてしまった。

　唯の鼓動が不整脈のようにばらばらに乱れ始める。この数週間、本当に長かった。彼なしに過ごした夜々の激しい飢えを満たそうと、彼女も夢中で彼の舌に舌を絡めていく。




　彼の口から何か声が漏れた。あっと言う間にまるまった二人の衣服がカウチの周りに散らばった。剥ぎ取るように下着も全て取り去られ、椅子のクッションに押し付けられてしまった。無防備な白い肢体が焼けつくような視線にさらされる。早くも熱に浮かされたように紅潮した顔をしっかりと見下ろしながら、彼は彼女の膝を開き、間に跪いた。

『綺麗だ、唯。本当に綺麗だ……。ずっと見ていたい』

　幾度も繰り返しこう囁きかけながら、ソンウォンは再び激しく彼女の唇を求めた。右手がじらすように動いて彼女の下腹部の茂みを覆い、指先が熱い潤いを確かめながら最も敏感な部分を丹念に探り始める。たちまち唯の身体に戦慄が走った。触れられるたびに甘く波打つ彼女を見つめながら、彼がまた目を細めている。

　胸の柔らかさをたっぷり味わうように弄んでいた唇が、さらにゆっくりと時間をかけて降りてくると、唯の喉から叫びともあえぎともつかぬ声が、切れ切れにほとばしった。弓なりになって彼の舌を迎えながら、まるで彼の唇と手、そして全身によって奏でられ、かき鳴らされる弦楽器になったような気さえする。

　熱い悦びに満たされ、唯の身体はいっそうしなり、高まり、震えていた。身体の奥で渦巻き始めたつむじ風が次第に大きくなり、極限に向かって集中していく。

　煌々とした部屋のライトさえ今はむしろ歓迎した。互いの肉体の持つ滑らかさとみずみずしさを、そして柔らかさと硬さとを、互いの五感全てで味わい尽くしたかった。

　ついにソンウォンが限界に達したように呻き声をあげて覆いかぶさってきた。容赦なく押し広げられ、入ってきた彼を熱く包み込んだ。荒々しく突き上げられるままに共に動き、絶頂を極めた瞬間、彼が歯を食いしばって全身を強張らせた。そのまま彼自身を彼女の中に激しく解き放ったのを、唯は燃え尽きる寸前の歓喜の炎の中で感じとっていた……。

　汗にまみれた裸体を寄り添わせたまま、二人は床の上に横たわっていた。いつの間にカウチから落ちたのか、下ろされたのか覚えがなかった。しばらくどちらも動かなかった。今の嵐を乗り越えた後で、到底すぐには動けそうにない。

『……ねぇ、シャワーとマッサージの話……どうなったのかしら？』

　ふと思い出し、唯はソンウォンの胸を手のひらで辿りながら、誘うように問いかけた。

　彼が物憂げに目を開いた。彼女の身体をしっかりと抱き寄せ、白い歯を見せて笑う。

『後でゆっくり浴びよう。時間はたっぷりあるんだしね』







十四







　翌朝……。




　仕事用に準備してきた極めてオーソドックスな濃紺色のタイトスーツを身に着けると、唯はドレッサーの鏡に映る自分の姿をもう一度点検した。

　仕上げにミスティ･ピンクのルージュを引き、襟元に明るいパステルカラーのスカーフをあしらって、アクセントにした。もうすぐ出社の時間だ。

　ふと、引き出しから婚約指輪を取り出してみる。昨夜、あの人は情熱の赴くまま幾度もわたしを抱いた。互いの全てを絞り尽くすような熱く激しい営みの果て、二人とも全く避妊しなかった事実に気付いたとき、少しだけ心が曇ってしまった。

　彼は結婚するのだから構わないと思ったのだろうか。

　そうよね。それにきっと大丈夫だから……。

　再び指輪を引き出しの奥にしまい込みながら、唯は鏡に映る自分に向かってこう言い聞かせていた。




　約束した通り、ホテルの前にソンウォンの車が迎えに来ていた。

　同じ車で出社するのはルール違反ではないか、と少し心配になるが、他の交通機関を使おうにも、まだ路線がまったくわからない。ソンウォンにバスか地下鉄はないかと尋ねたが、眉をひそめられただけだった。

『さてね。考えたこともなかった。なぜだい？』

『一人でホテルに帰るには、どうしたらいいのかと思って』

『……なるほど、帰りは僕も遅くなることが多いな。そういう時はタクシーを使うといい。市バスは、日本に比べて乗客に不親切だ。アナウンスが入らないこともあるし、あまり外国人向きじゃない』

　それは言えるかも……。ちょっと笑ってしまった。自分も留学中にすでに体験済みだったからだ。降りたい乗客は走行中からドアの前に待機しているのが常で、もたもたしていると開いたドアが再びさっさと閉まってしまう。十五分以上待ってようやく来た目当てのバスが、停まらずに目の前を通り過ぎてしまったこともあった。




　でも、あなたのお荷物にはなりたくないの……。

　運転するソンウォンの横顔を眺めながら、唯は密かに決めていた。自分でできることは自分でしよう。ただでさえ忙しいこの人に、全て頼り切っているようでは、いずれ大きな負担になってしまうかもしれない……。

　せめて別々にオフィスに上がりたい、と思ったが、彼は当然のように一緒にエレベーターに乗り込んだ。さりげなくドアを押さえてくれる気遣いに、文句も言えなくなる。

『また君と仕事ができて嬉しいよ』

　耳元でこう囁かれたとき、ドアが開いて十数人がどっと乗り込んできた。途端にソンウォンの雰囲気が一変する。甘い恋人から急に会社向きの顔になった彼に、こみ上げる笑いをこらえていると、冗談ぽく睨まれた。

　ここでもう一度彼と一緒に仕事ができるなんて、確かに夢のようだった……。




***　***　***




　月曜の朝がことさら慌しく感じるのは、韓国も日本も同じらしい。

　ずらりと事務机とデスクトップＰＣの並ぶ広いオフィスに入った途端、待ち構えていたように二人に近付いてきた人物がいた。ソンウォンからこの提携事業の業務主任だと紹介される。四十くらいの、やせた温厚そうな男だった。

　ファイルされた報告書とともに手短に報告を受け、必要な指示を出すなりオフィスの扉の向こうに消えたとき、ソンウォンはすでに冷静沈着な〝事業促進本部長〟そのものだった。

　その主任から日本側の進行状況の報告書を作るように指示され、唯はデスクについた。ＰＣを開きながらふと目を上げると、いくつもの好奇に満ちた視線が自分に注がれている。少しためらってから、そっと頭を下げてみた。異国からの新参者への周りの反応はまちまちだった。冷ややかに見返すだけの者、ちらりと笑みを浮かべる者、咳払いしてモニターに目を戻す者。

　すぐ前の席から目を輝かせるようにしてこちらを見ている茶髪の若い女性とばったり目が合った。途端に、向こうからニッコリ笑って話しかけてきた。

『ねぇ、あなた日本人なんでしょ？　ハングル相当上手いんですってね。ここ数日、結構噂になってたわよ』

　何と返答すればよいかわからず、ただ最初の問いに答えるつもりで頷くと、相手はさらに並んだモニターの間に顔を突っ込むようにして、声を潜めた。

『で、あなた、難攻不落の本部長の恋人だって噂、ほんと？』

　唯の手元が狂い、モニターの画面に文字とは言えない妙なパッチム記号の羅列ができた。ぎくっとしたのが顔に出たかもしれない。間髪入れず、主任の声が飛んできた。

『そこ！　雑談しない！』

　目の前の女性はぺろっと舌を出すと、素直に引っ込んだ。悪い人ではなさそうだ。友達になれるかしら。もっともあまり詮索されなければ、だけれど。




　書類作成に没頭しているうちに、早くも昼食休憩の時間になった。席を立つと、さっきの彼女がまた声をかけてきた。

『一緒に食事しましょ。けっこう空いてて、おいしいお店があるんですよ』

　二人が大勢の人に混じって下りエレベーターを待っていると、背後から『池上さん』と声がかかった。ソンウォンだ。

『昼食を……、一緒にどうかと思ったんだ』

　唯に張り付くように立っている女性を見て、彼は二人一緒にこう誘った。くだんの彼女はいつの間にか唯の腕に親しげに腕を回し、嬉しそうにこくこくと頷いている。

　結局、三人で近くのレストランに出かけた。ついてきた若い女性は、チョン・チンジュと自己紹介した。彼女は唯より二つ年下で、入社歴二年。器量は並だが、生き生きと明るいソウルっ娘（ソウル･アガッシ）だった。食事中もほとんどひっきりなしに、唯とソンウォンに向かってしゃべったり笑ったりしている。機関銃のようにぽんぽんと、擬音に手振りまで交じえてしゃべり続ける彼女に、唯は驚きの目を見張り、ひたすら頷いていた。隣でソンウォンが、苦笑交じりに軽く受け流している。

　彼の目が、いつも注意深く自分に注がれているのはわかっていた。食事を終えるとソンウォンはまだコーヒーを飲んでいる二人に、『先に失礼』と言って勘定を置くと、立ち去り際、唯に言った。

『池上さん、あとで僕の部屋に来てください』




　出ていく彼を見送り、チンジュがほぉーっと大きなため息をつく。

『ほんとにかっこいいなぁ、本部長……』

　感に堪えないという表情に、そ、そうね、と曖昧に頷くと、またすかさず切り込まれてしまった。

『でも、ずっとあなたばかり見ていたような気がするなぁ……。やっぱりそうなんでしょ。あなた本当に綺麗だし、納得だけど』

『だから、別にそういうわけじゃ……』

『わたしにまで隠さなくてもいいわよ。友達でしょ。大丈夫、ぺらぺら触れ回ったりしないから』

　そうでしたっけ？　それにさっきのあなたを見た限りではどうかしらね？　おおいに首を傾げたくなったが、面白い人だ。本当に友達になれるかもしれない。




　まだ半日しか経っていないのに、もう少し疲労感があった。気を引き締めなくては。

　唯はさっきのソンウォンの言葉を思い出し、さっと立ち上がった。

　本部長室の前に立ち、ためらいがちに扉をノックすると「どうぞ」と声がした。静かに中に入っていく。

　ソンウォンは、唯が近付いてもＰＣから目を上げずに尋ねた。

「どうだい、そっちの様子は？　上手くいってるのか？」

「もちろんです、まだ何も始めてもいないわ。これからですよ。それでご用件は何でしょうか、ユ本部長？」

　ようやく彼女を見た彼の目がいたずらっぽく煌いた。珍しく日本語だ。そう気付いて唯は思わずにっこりする。

　机の引き出しから何か取り出し、彼女の前に立つと、こらっと言うように頭をその何かでぽんと叩いた。

「そういうのを日本語で〝嫌味〟って言うんだったかな？　君に、早く渡しておきたいものがあったんでね」

「何です？」

「生活必需品。暗証番号はこのメモにあるから記憶しておいて」

　言いながら彼が目の前に差し出したのは、スマートフォンと、彼名義のクレジットカードだった。唯は呆然と彼を見つめてしまった。

「どういうことです？」

　思わず問い返す。

「こんなにしていただく理由はありません！　お給料はいただいてますし、カードだって自分のがありますし！」

　彼は、またか、と言うように小さくため息をついて、説得口調になった。

「こうして現に手渡してるじゃないか？　必要があれば僕に言うように言っただろう。君専用の口座を開いた。とりあえず千万ウォンほど入れておいたから自由に使うといい。遠慮なんか一切無用だよ」

　手を取られ、半ば強引に手のひらにカードを押し付けられてしまう。呆気に取られて眺めていると、彼は次に携帯を取り上げた。

「今後、こっちではこれを使うといい。僕の携帯番号は登録済みだ。但し、昼間は会議中とか、出られないことも多いけどね。そういうときはメッセージにしてもらえるとありがたいな。文字の打ち方が日本語と違うから、ざっと教えるよ。一度覚えてしまえば簡単なんだ。いいかい？　こうやって母音と子音を組み合わせて文字を作るんだ……」

　なるほど、ハングル文字の特性をうまく利用している。感心して彼の手元を覗きこんでいたが、ふいにまた顔を上げた。彼はさっきからずっと日本語だ。思わず携帯を見下ろす端正な顔をじっと見つめてしまった。

　彼が苦笑しながら、目を上げた。

「ちゃんと聞いてるかい？」

「どうして日本語で？　わたしなら大丈夫ですよ、ハングルでも」

「それはわかってるさ。だけど僕といるときだけは、無理しなくてもいい」

「え？」

「僕と二人でいるときは、日本語でも構わないってことだよ。少なくとも君がもう少しこっちに馴染むまではね。いきなりのハングルの洪水で、君が窒息してしまうと困る」

「だ、大丈夫ですってば」

「もちろん君は僕より遥かに大丈夫だろう。だけどやっぱり、いきなり会社で一日中はきつくないか？　僕もあの時、そうだったんだ。君のハングルでどんなに救われたか、君は知らなかっただろう？」

　思わず涙が出そうになって少し俯いてしまった。彼の手があごにかかりそっと顔を持ち上げられる。穏やかな瞳が、無言で励ましてくれている。

　唯が涙ぐんだまま微笑み返すと、彼はさらに顔を寄せ、唇に彼の唇がそっと触れた。




　廊下に聞こえていた足音が止まった。ノックとほとんど同時にノブが回された。

　間一髪、二人がさっと離れたとき、部屋に入ってきたのはかの業務主任だった。寄り添うように立っている二人の顔を交互に眺め、一瞬怪訝な表情になる。

『……何か？』

　精いっぱいの落ち着きをみせて問いかけたソンウォンの隣で、唯は自分を蹴飛ばしたくなっていた。

　主任はソンウォンがさりげなく彼女に渡した携帯にちらっと目を留め、すまなさそうに咳払いした。

『その……、本部長に目を通していただきたい書類を持ってきたのですが……、あとにしたほうがよろしいでしょうか？』

『いや、構わないですよ。こちらに……』

　ソンウォンも少し咳払いしながら、書類を受け取ると、何食わぬ顔で席に戻っていった。

　ああ、これをどうしよう。唯は手に残されたカードや携帯を見ながら呟いた。でも、まさか主任の目の前でこれを返すことはできない。やむなくスーツのポケットに大切にしまい込むと、そっと部屋を出ていった。




***　***　***




　そして、一週間経ち、さらに数日が瞬く間に過ぎ去っていった。

　十一月も下旬になると、ソウルの街も晩秋から冬の気配が色濃くなってくる。

　ビル街の路上にもイチョウやポプラの枯葉が舞い落ち、都心から一歩奥の住宅街に入ると、アパートやマンション、そして立ち並ぶレンガ造りの家々からは、漬けたてのキムチの匂いが漂ってくる。

　市場や住宅地の路上には山のような白菜や大根が並び、あわせて唐辛子粉やチョッカル、たまねぎ、にら、しょうが、にんにくといったキムチ作りに必要な材料がまとめて売られていた。主婦達が十個単位で白菜を買いこんでカートに乗せて引いて行く。それは、この国の冬の訪れを最も感じる風物詩だった……。




　朝、迎えに来る彼との会話で、唯の一日が始まる。夜は彼との電話で一日が終わる。

　ソンウォンは不満そうだが、彼女はこれで充分、とは言えないまでも、かなり充実した日々を過ごしていた。近頃は一人でバスに乗って会社から帰るようになっていた。ホテルは都心の高層ビルの間にあり、慣れればすぐだった。周囲の道を把握し、コンビニや大型ショッピングセンターの場所を覚えて買い物をするようになるまでにも、そう時間はかからなかった。

　ソンウォンの退社時間は唯よりかなり遅かったし、彼女が終わる時間に彼がオフィスにいるとも限らなかった。取材で時間をとられていることさえあった。この日本との合同企画をついに韓国の新聞社数社が記事に取り上げるらしい。オフィスはさらに活気づいていた。




　日本からのファックスやメールを処理し、書類を作成したり、進行状況を問い合わせて報告書を作ったりしているうちに、一日がたちまち過ぎていく。

　特にここ数日、彼とはまったくといっていいほど時間を過ごせていなかった。寂しい思いはあるものの、本部長室やフロアで見かけても、いつもソンウォンは誰かと話しているか、書類やノートＰＣを見ている。とにかく忙しそうだった。

　それでも、彼が事務所に入ってくる姿を見られることが、仕事中の何より大きな喜びだった。そして彼と目を見交わす一瞬、このためだけでも、ここまで来てよかったと思えるほど……。

　チンジュとは、あれから毎日ランチを一緒に取るようになった。屈託なくよくしゃべりよく笑う彼女のお陰で、界隈の情報にも大分詳しくなったような気がする。




『これは、本部長に直接決裁してもらってきて』

　そんな金曜日の午後、唯ができた書類を主任に提出するとこう言われ、どきりとする。明日はまた週末だが、彼がどう過ごすつもりか、少しだけ尋ねてはいけないだろうか。

　書類を手に、彼の部屋をノックしようとしたとき、廊下の突き当たりのエレベーターが開いた。モデルのようにファッショナブルな白いコートを羽織った若い女性が降りてきて、つかつかとヒールの音を響かせながらまっすぐこちらに歩いてくる。

　唯がドアの前でためらっているうちに、彼女はすでに傍まで来ていた。ちらりと唯に目を向け、そのままノックもせずにいきなりドアを開くと、勢いに任せて中に入ってしまった。

　ソンウォンが驚いたように顔を上げたのが見えた。やがて怒りのこもった高い声が響いた。

『ユ･ソンウォン！　パパから聞いたわ。何てひどい人なの!!　いったいどういう冗談かしら？　どこかの日本人といきなり婚約した、ですって？』








十五







　無言のまま、ソンウォンは、デスクの前に立つ女性の怒りに燃える顔を見上げた。

　次いで、開け放たれたドアの前で、書類を手に呆然と立ち尽くしている唯に目を移す。

　彼がどう感じたにせよ、その振る舞いは見事に抑制されていた。椅子からゆっくりと立ち上がり唯に近付くと、青ざめた顔を見下ろしながらその腕を掴んで室内に引き入れた。まだ唯の腕を掴んだまま、ソンウォンは落ち着き払って女性を振り返った。




『キム・テーファ、君の声は高すぎるな。それに、今この場でするべき話でもないと思うが』

『何よ、その言い方。もう少し優しくしてくれたっていいじゃない。電話したってここのところいつも、ろくに取り合ってもくれなかったくせに!!』

『合同企画のことは話しただろう？　今期は特に忙しいと、はっきり言っておいたはずだ』

『わたしは怒ってるのよ!!』

『それはむしろ、こちらのセリフだな、キム･テーファ。どういうつもりだい？　これがかなり唐突で礼を欠いた行動なのは、いくら君でも認めるだろう？』

　皮肉混じりの冷たい口調に、美しい顔がさらに強張っていくのがわかった。瞬間、彼女の怒りの波動が全身から火花のように発散し、触れたらやけどしそうに見えた。

　だが、ソンウォンの断固とした態度に、彼女も何か感じたらしい。やや間があって、再び口を開いたときは、少し落ち着いた調子になっていた。

『……父が、あなたが秘かに婚約したって言うのよ。しかも相手は日本人ですって？　……まさか。何かの冗談でしょう？』

　彼女はソンウォンに近付くと、甘えるように上目遣いに見上げた。

『ねぇ、ただの悪戯よね？　あなたに問いただそうにも電話じゃはぐらかされるばっかり。だから今日あなたのお母様にお電話してみたのよ。否定なさったけれど、少しご様子がおかしかったわ……』

『………』

『ユ･ソンウォン！　はっきり答えなさいよ！』

『ああ、その通りだ。この人とね』

　ソンウォンは、相手の剣幕に押されて立ち尽くしていた唯を引き寄せると、穏やかにきっぱりとこう答えた。彼女がはっとしたように目を見張り、初めて唯を真正面から見すえた。

『キム・テーファ、ちょうどいい。改めて紹介するよ。彼女は池上唯さん。僕の婚約者だ。唯、こちらは大韓化成工業社の社長令嬢、キム･テーファさんだ。テーファ、彼女はまだつい先日来たばかりでね。不慣れな点も多いが、よろしくお願いしたい』

『馬鹿にするのもいい加減にして！　わたしはずっと待っていたのに、その結果がこれなの？　なんてひどい男なの！　あきらめないわよ、わたしは』

　かっとしたような声と同時に、パシンと音がして、テーファの平手がソンウォンの頬を打っていた。彼はかわすでも怒るでもなく、ただ目を細めてテーファをじっと見返している。

　部屋には沈黙と緊張が漂い、彼の眼に浮かんだ表情は計り難かった。




　テーファは悔しそうに身を震わせると、プライドを見せつけるように昂然と頭を上げ、さっときびすを返した。叩きつけるようにドアが閉まる。遠ざかる高いヒールの音を聞きながら、唯は呆然と閉じたドアを見つめていた。

　すぐ傍に彼が立つのを感じ、びくっとして振り返った。完全に度肝を抜かれた、という顔だったに違いない。彼は打たれた自分の頬に触れ、やれやれと苦笑した。

『びっくりしただろう？　驚かせてすまなかった。彼女は元からああいう性格でね。まぁ、さすがに殴られたのは今日が初めてだな』

「………」

　なんと言えばいいのか、わからなかった。見てはいけない場面を見てしまったようだ。

　こういう時、この国の女性ならどういうリアクションに出るのだろう。泣くのか、笑いとばすのか、それとも相手に対して怒り狂うのだろうか？　さっきの彼女の激しさを見ると、最後かもしれない。

　だが当の本人がこんなにもさらりと受け流しているのに、自分が横で騒ぎ立てることなどできなかった。何より今は業務時間だ。

　唯は動揺を押し隠すように、いきなり持っていた書類をソンウォンに差し出した。

『ほ、本当に失礼しました。お話のお邪魔をするつもりは全くなかったんです。わたしは主任に言われてただこれを……、本部長に決裁していただきたかっただけで……』

『えっ？』

『お二人だけの込み入ったお話だったんでしょうに、その……、本当に申し訳ありませんでした……。でもわたし、わたしは少しも気にしていませんし、忘れるように……』

　何やら支離滅裂なことを口走っている気がする。それに嘘ばっかり。今も頭の中で、こんなに割れ鐘のような音が鳴り響いてやまない。

　それでも、懸命に何気なさを装い続けようとした。向こうが一方的に押しかけてきただけだと、誰よりも自分自身に強く言い聞かせながら。




　ふいに彼がひどく腹を立てたように、唇をぐっと引き締めた。何か気に障っただろうか。だが、何が悪かったのかよくわからなかった。大抵の男はこんな場面をあれこれ取り沙汰されるのは好まないはずだ。こう言うほうが、よほどほっとするだろうに……。

　ソンウォンは唯の書類を、ひったくるように取り上げると脇のソファーに放り出した。あっと思った瞬間、彼が手首を掴んでぐいと引き寄せた。唯は、彼の片腕に拘束するように抱え込まれていた。

　彼の唇が彼女を激しく襲った。唇をこじ開け、感情任せにまさぐる。思わず上げたうめき声も共に、彼の舌に吸い上げられてしまう。怒りと欲求不満がないまぜになったような荒々しいキスだった。

　彼が顔を上げた。ますます困惑する唯の表情を探るように、無言で腕の中の彼女を見下ろしている。

　掴まれたときと同じく唐突に彼の手が離れ、支えを失った足元が少しふらついた。

『今日は何時に終わる？』

『ろ、六時過ぎには……』

『わかった。今日は先に帰るんじゃない。僕も早く切り上げるようにするから、終わるまでオフィスで待っていてくれ』

　唯がやっとの思いで頷くと、彼は書類を取り上げ机に戻っていった。




***　***　***




　凪いだ漆黒の湾を滑るように、ライトアップした最後の遊覧船が、ゆっくりと港に入ってくる……。

　その夜、ソンウォンは車を飛ばし仁川港沿いの瀟洒な海鮮レストランに唯を連れてきた。海を見下ろす二階席で、二人は遅いディナーをとっていた。店内はさほど人が多くもなく、メロウな曲がゆったりと流れている。

　目の前には、新鮮な刺身と甘えびが盛り付けられた大皿と、韓国風の酢コチュジャンのタレと、わさび醤油とが並べられていた。韓国流のシーフードの食べ方も、慣れればきっといけると思うが、まだなじみが薄くて醤油の方が口に合う。副菜もおいしい。久し振りの二人だけのくつろいだ時間だった。昨日までならきっと、とても楽しいデートになっただろう。

　だが食事中も、二人は黙りがちだった。何げない会話を試みても、一言二言応えるだけですぐに途切れてしまう。彼が幾度か、苛立ちをこらえるように横を向いたことにも気付いていた。




　レストランを出た後、停泊する船のイルミネーションライトの中、洒落た店の立ち並ぶ港沿いを潮風に吹かれながら歩いた。

　二人の間に、何かがわだかまってしまったようだ。きっとさっきの彼女のことに違いない。聞きたくない話なのかもしれない。

　暗い海に目を向け、唯はふと呟いた。

『ここは、ちょっと横浜に似てるわね』

『ヨコハマか……。あの時は行きそこなったな。残念だった』

『あなたはいつだってとても忙しかったもの。今度仕事じゃないときに行けると……』

　いいわね、と言いかけてその意味に気付き、はっと押し黙った。ソンウォンが微笑んで彼女の肩を抱き寄せる。

『今度日本に行くときは、是非とも行ってみたいな。また案内してくれるだろう？』

『ええ、もちろん』

　彼は唯の身体をさらに引き寄せた。とうとう彼の胸に顔を押し当てるような格好になる。彼の鼓動を聞きながら、やっと勇気を振り絞った。

『ソンウォンさん、何かお話があったんじゃない？　もしかして昼間の……、キム･テーファさんのこと？』

『いや、別に』

『ごめんなさい。それなら気にしないで。もしかして、何かお話があるのかなって考えてたから……』

『君の方こそどうなんだ？』

　暗い海から唯に視線を転じ、彼が問いかけた。

『テーファのことなんて、別に気にもならないかい？』

『だって……、あの人が一方的に言ってきただけだもの。それに、彼女の気持もとてもよくわかったわ。わかり過ぎるくらい。だからいいのよ』

　ほらまた！　それじゃこんなにも、胸の奥が疼いているのはどうしてなの？

『……なら、なぜ今そんなによそよそしく振舞ってる？　まるで、僕らまで振り出しに戻ってしまったみたいだぞ』

『そんなつもりは、全然ないけど……』

　唯は努めて気軽に応えようとした。表情を隠してくれる夜の闇がありがたい。

『もちろん、気にならないって言ったら嘘になるわ。あの人、本気みたいだったし、びっくりしたもの……。韓国は女性も気性が激しいって聞いていたけど、噂以上ね』

　ソンウォンは少しの間黙っていた。

『もし、僕が彼女と付き合っていたとしたら……、君はどうする？』

『え？』

　彼はふっと微笑し、彼女の身体を両腕でさらにしっかり抱き締めた。

『大分寒くなってきたな。身体が冷え切る前に帰ろう』




　車は唯のホテルには寄らず、まっすぐ彼のマンションに向かった。入って靴を脱ぐなり、有無を言わさず抱き上げられてしまった。思わず小さな悲鳴を上げて彼の首筋にしがみつく。

　そのまま寝室に入ると、ソンウォンはいつも以上の性急さで彼女の着ていたコートの前をはだけた。窓から差し込む仄かな月明かりの中、たちまち薄いシルクのキャミソールとパンティだけで彼の前に立っていた。肩の細いストラップももどかしげな一ひねりに、あっさりと引きちぎられて、形の良い丸い乳房が露わになる。

　唯は一切抵抗しなかった。ベッドに投げ出されるように横たえられ、のしかかってきた彼のキスと愛撫を受け入れる。二人の間の見えない壁を破ろうとするように、彼の攻撃はいつも以上に濃密で執拗だった。はじめて腹ばいにされ、背後から荒々しく突きたてられたときが限界だった。とうとう噛み締めた唇が開き、咆哮めいた叫びがほとばしった。彼の口からも呻きともあえぎともつかない声があがり、その後は、シーツの衣擦れの音と二人の激しい動きに肌を打ち付ける音、そして荒々しい息遣いと嗚咽とが、暗い部屋に充満した。

　ソンウォンは無言のまま、激しく彼女の中に果てた。絶頂を極めた後、そのまま意識を手放すように倒れ込んだ彼女を、全身で抱き寄せる。ぴったりと身体を絡ませたまま、二人は眠りに落ちた。




***　***　***




「はい、目玉焼きできあがりよ。トマトにお塩かける？」

「テッソ！（けっこう）　それは日本で、僕がどうしても理解できなかったことの一つだ。断然砂糖がいい」

　うっ、と唯がわざと声を上げた。トマトに砂糖とは、こちらこそ決して理解できそうにない。

「いいわ、そのまま食べましょ。あと、ベーコンでもあればもっといいのに」

「それは気付かなかったな。いつもこうやって作ってくれるなら、買っておくよ」

　彼に借りた丈の長いカッターシャツを身につけただけの姿でキッチンに立って、朝食作りに奮闘する唯を惚れ惚れと眺めながら、ソンウォンは嬉しそうににやっと笑った。感情面では確かにとてもわかりやすい人達だ、と思う。

　彼もジーンズと、ボタンもかけずにシャツを羽織っただけだった。並べた皿を見てまた、おや、という顔をする。

「いつも思っていたんだけど、どうして日本人は、これを両面焼かないんだろう？」

　言われて、ちょっとぽかんとした。

「……あ、そうか。目玉焼き、両面焼くんだったわね、こっちの人。じゃあ、もう一度表も焼き直します？」

「冗談だよ。別にいいさ、味に変わりはないんだから」

　もう、と唯が思わず打ってかかる真似をしたときだった。




　インターホンのチャイムが鳴った。

　休日の朝から何だ、と言わんばかりにソンウォンが顔をしかめて出て行く。

　ほどなく玄関先から激しく制止しようとする彼の声と、押し問答する母親の声とが入り混じるように聞こえてきて、唯はその場に凍り付いた。大きな紙袋と共に、怒ったように勢いよくキッチンに入ってきたのは、紛れもなく会長夫人だった。




『土曜の朝なら、お前も部屋にいると思ってね。外食ばかりになっていないかと、心配で色々と持ってきたのに……。まあ、まあ、まあ、お前達!!』

　唯を見つけるなり、会長夫人はかっとしたように目を文字どおり吊り上げて、食ってかかった。

『あ、あなた、こんなところまで上がりこんで、いったい何を、何を……、お前達は』

『母さん！　よしてくれ』




　ソンウォンが急いで唯と母親の間に割って入った。困惑しきった表情だ。さすがの彼もこの状況には困り果てているようだった。午前八時に一人暮らしの男の部屋に、男物のシャツ一枚でキッチンに女が立っていたら、想像されることは一つしかない。

　開放的な日本なら、結婚すると宣言している男女二人が朝から一緒にいても、あらあら、お邪魔しちゃったかしら、で済んだだろう。だがここは違う……。ましてや相手が悪すぎる。

　ソンウォンの母親は呆然としたようにまず息子を見つめ、それから背後の唯を見て、二人の顔からつま先まで眺め下ろした。唯は思わず真っ赤になった。

　どうしようと思う間もなく、夫人の表情が目まぐるしく変った。憤り、失望、挙句の果てに気絶するように派手に床に倒れてしまった。ソンウォンが慌ててかがみ込んで抱き起こす。

　だが彼女は気絶などしてはいなかった。ばつが悪そうに、落ち着いてくれと頼む息子には目もくれず、まっすぐ唯を睨みつけると言い放った。

『こんな、こんな風にわたしの息子を誘惑したのね。よくわかりましたとも。すぐに、ここから出て行きなさい！』

『それは違う！　逆だよ。母さん、聞いてくれ！』

『お前は黙ってなさい！』

　ますますヒステリックになる母親にソンウォンは顔をしかめ、まずいな、と言う表情で唯を見上げた。

　唯は即座に彼の寝室に駆け込んだ。帰り際も、母親は頑なに奥の部屋に引っ込んだまま、顔を出さなかった。

　送ろうと言う彼に、彼女はタクシーで帰ると頑として首を振った。彼はすまないと謝り、あとで電話すると言った。







　放心したようにホテルの部屋に戻った。ベッドに突っ伏し枕に顔を埋めながら、

「別にいいじゃない、今時。二人ともれっきとした大人で、合意の上なんだから」

　と、やけくそみたいに呟いてみる。

　もう最高だ。これで『嫌な日本人』というレッテルに『素行の悪い女』と言うレッテルがバッチリ追加されてしまった。あの夫人のことだ。今頃夫と息子に向かって自分の罵詈雑言でも叫んでいることだろう。

　彼からは一度だけ電話があった。今マンションから家に母親を送ったところだと言う。その後は連絡もない。こちらからかけてみようか、とさんざん悩んだ挙句やめにした。電話がないのは、できない事情があるからだろう。

　シャワーを浴びてから、気晴らしにショッピングでもしようと思い立ち、身支度をはじめたときノックがあった。ホテルの客室係が『お言付けでございます』と、彼女に白い封筒を差し出した。

　ソンウォンさん？　メールじゃないのも珍しい。急いで開くと白い便箋に細い線の文字で走り書きされていた。

『今夜夕食時に【上海】までおいで下さい。折り入ってお話があります。七時にそちらに迎えの車を差し上げます。ソン･ミンスク』

　ソンウォンのお母様だ……。

　唯はごくりと唾を飲み込んだ。









十六







　丁重に案内された先は、高級中華レストランの個室になった席だった。東洋風のテーブルに、壁際の白磁の壷と生花がマッチしている。

　目を上げた会長夫人に『遅くなりました』と丁寧に挨拶をして、ウェイターがひいてくれた向かいの椅子に腰を下ろした。

　目の前にカンプンキやコチュチャプチェといった贅沢な中華料理の大皿が並べられていく間、夫人は黙って、けれど強い感情がはっきりと伝わってくるような眼で彼女を見ていた。今日はこちらを見てくれるだけ、まだましかもしれない。

　ソンウォンは母親似だ、と改めて思った。今もだが、若い頃はさぞかし美貌の女性だったに違いない。




　ようやく二人きりになると、夫人は少し言いにくそうにこう切り出した。

『あの後、息子から色々聞かされました……。あなたに対して責任がある、とも言っていたわ』

　責任……。なるほど、彼らしい言い方だ。

『そんなものは何もありません。お互い様ですし、お気遣いは要りません』

　唯が淡々と応えたせいか、夫人は意外そうな顔をした。だがすぐに、我が意を得たりとばかりに深々と頷いた。

『ええ、もちろんそうでしょうとも。まったくあの子は昔から責任感の強い、純粋な子ですからね。あなたがそれにつけ込んでいるかも知れない、とは考えても見ないんだわ』

　そう来るか、と顔をしかめたくなった。だが、とにかく精一杯落ち着いていようと思った。こういう相手に感情的になって否定してもかえって逆効果だ。それは仕事でも経験済みだった。落ち着いてよく考え、必要な返事だけするのが一番だ。

　彼女が何も言わないので、夫人は痺れを切らしたようにまた口を開いた。

『わたしはね、元から日本人は大嫌いなんです。何故だか、その理由をお聞かせしたいと思って、今夜あなたをここにお呼びしたの。少し聞いてくださるかしら？』

　唯が頷くと、夫人はゆっくりと話し始めた。




『わたしは光復（終戦）後の生まれです……。だから、これはわたしが父から聞いた話なの。あの当時に起こった出来事のほんの一つに過ぎません』

　改めて記憶を辿るように、彼女は少しの間目を閉じていた。

『わたしの父が住んでいた村は、抗日運動がかなり盛んでした。村の住民の中でも密かにクリスチャン達が中心になって抗日運動家と通じていたそうです。そんなあるとき……、集会があると言われ、主だった者達が教会として使っていた建物に呼び集められました。でも、それは罠だった。誰か密告した者がいたそうです。いえ、それはいいわ。そこへ日本の官憲達がやって来て、建物の扉や窓をすべて開かないように打ちつけ、中で集まっていた人達を全員閉じ込めてしまいました。そして建物ごと火を放った……。恐ろしいこと……』

　夫人の声が感情の高まりを表すように震え、少し早口になった。

『その中にはわたしの父の、長兄と叔父が入っていました。知らせを聞いて駆けつけた父の目の前で、建物は黒煙をあげて燃え続け、中からは悲鳴と絶叫が聞こえ続けていたそうよ。そして祖父もそれを口実に官憲に連れて行かれ、それはそれはひどい目に遭いました。父自身はまだ子供だったので無事でしたが、光復後もずいぶん長い間、しょっちゅう眠りの中で炎にうなされて、苦しむことになったわ。わたしは父からそういう話をたくさん聞かされて育ったんです。だから日本人は嫌いです』

　きっぱり言い切られ、唯はどう答えればよいかまったくわからなくなった。

　確かにソンウォンも言った通り、これは自分達が生まれる何十年も前の出来事だ。事実の詳細も、おそらく確認はとれないだろう。

　だがそういう不条理さにも関わらず、なぜか反論できない何かがそこにはこもっていた。言葉の裏に潜む、時代の犠牲者達の強い恨みの念に、一瞬圧倒されてしまったせいかもしれない。

　自分には関係ない、と反論しても聞き入れてもらえそうになかった。今はこの胸も悪くなるような話を黙って聞く以外、何もできなかった。




　せっかくの料理も、どちらもほとんど手をつけなかった。唯は完全に食欲を失い、ただ会長夫人の顔をぼんやりと眺めていた。

　しばらく沈黙した後、夫人が再びソンウォンの話に戻ったのでほっとする。

『あの子は特に昔から思い込みの激しい子でした。熱中して夢中になって、でも手に入れたらまた、すぐに違うものに眼が行ってしまうようなところがあったわ。あの子を見ていると、それを思い出して仕方がないの。あなたは確かにとてもきれいなお嬢さんですよ。頭もいいそうね。でも、わたしにはわかります。今はあなたと言う珍しい日本人に熱中しているに過ぎないのよ。あの子はなぜか、わたしがどんなに言っても日本が好きでしたからね。それに……、あの子にはもっと相応しいお嬢さんが他にいます。だから、あなたがソンウォンを少しでも思ってくださるなら、あなたの方から日本に帰っていただきたいの。聞けば、ごく普通の家庭の娘さんだそうね。どうせ財産目当てなのでしょう？　だったら、これでどうかしら』

　言いながら、バッグから小切手らしい紙片を取り出し唯の目の前にとんと置いた。ゼロの数がやけに多い、と目の端で機械的に捉える。

　忍耐もそろそろ限界だった。よく今までおとなしく座って聞いていたものだ。

　唯はやや挑戦的に顔を上げた。『不足なの？』と眉をひそめる夫人の前に、その紙片を突き返す。

『お母様のお気持はよくわかりました。でもわたしは、ソンウォンさんを信じたいと思います。申し訳ありませんが、今日はこれで失礼いたします』

　声が震えてしまった。唯は鞄を取り上げると、さっと立ち上がった。




　外に出ると、冷たい夜風が頬に吹きつけた。もう冬が近そうだ。コートをかき合わせるようにして歩き出したとき、ポケットの中で携帯が振動した。彼からの二つ目のメールだった。文面は同じ。

『今どこにいる？　連絡を待ってる』

　あなたのお母様にお会いしたわ……。

　心の中で呟くと、そのまま携帯をバッグにおさめタクシーを拾った。




***　***　***




　かなり遅い時間になっていた。静かなホテルのロビーにソンウォンが一人、ソファーに前かがみになって座っていた。普段着のセーターにスラックス、黒っぽいショートコートという姿で、苛々したように片手で携帯をいじっている。少し伸びた髪がいつになく乱れていた。

　唯は思わずエントランスに立ち尽くした。今は会いたくないという思いが胸をよぎる。だが、入ってきた彼女を見つけるなり、彼は跳ぶように近付いてきた。

『どこにいたんだ？　送ったメールも見なかったのか？　どれだけ心配したと思ってる？』

　フロントの目が注視しているにもかかわらず、ソンウォンは彼女の二の腕を掴まんばかりの勢いだった。だが彼女の顔色に気付くとその気勢も和らぎ、心配そうな表情になる。話は後だ、部屋に行こう、と言う彼に唯は黙って首を振った。

　今はだめ……。部屋に上がればきっとまた抱かれてしまう。この人にも、自分の気持にも抵抗なんて絶対にできない。




　だが、まず心の整理をするのが先決だ。自分の中で収拾もつかないまま残してきた様々な内容が、もつれた糸のようにぐちゃぐちゃにこんがらがって一緒くたになってしまっている。こんな気持のまま抱かれても、何も解決しない。

　母親との対面を彼に話すつもりは毛頭なかった。知ればまた母親と大喧嘩するだろう。それは避けたかった。かといって、動揺した今の自分では、彼の目をうまくごまかせるとも思えない。

　喉のつかえを飲み下すように、ようやくこれだけ言った。日本語しか出てこなかった。

「心配かけてごめんなさい、ソンウォンさん。でも、お願いだから今日はこのまま帰って……。ちょっと疲れてしまって」

『帰れるはずないだろう。具合でも悪いのか？』

　心配そうに眉をひそめ、彼女を抱きかかえるようにエレベーターに向かおうとした。唯はいっそう強く抵抗し、肩にかかる手を引き剥がすようにして彼から離れた。ソンウォンの顔に驚きが現れる。

『いったいどうしたんだ？　何かあったのか？　今までどこにいた？』

「今は話したくないの。……別に大丈夫。お願い、今日は帰って」

　ソンウォンは唯の顔を探るように見つめていたが、いつになく強い彼女の態度に、何か感じ取ったようだ。やがてゆっくりと手を下ろした。彼の顔にも濃い疲労の色が浮かんでいた。

『わかった……。今は帰るよ。だけど明日の朝、九時に来る。必ず部屋にいてくれ』




　その翌朝、まだ早い時間に、唯は逃げるようにホテルを後にした。

　会いたくないわけではないが、昨日の説明ができない。それに、たまにはガイドブックを手に一人、街をのんびり散策する休日もいいかもしれない。

　地下鉄を乗り換え、李氏朝鮮時代の王宮『京福宮』にやって来た。パンフレットを手に観光客に混じって広大な石畳の城内を歩き、漆塗りの建造物や庭園をとりとめなく散策する。幾多の時代の変遷を越え、今も静かに佇む韓国の王宮……。

　ふと思い出した。この隣接地にかつて、この国の国民達の憎悪と畏怖の象徴だった白亜の日本総督府が置かれていたと。終戦五十周年を機にその建物は取り壊され、今は残っていない。会長夫人の話がまた脳裏に蘇り、思わず頭を振った……。

　さらにガイドブックを見ながら、仁寺洞の工芸品店が並ぶ情緒ある通りを、ぶらぶら歩きながら戻った。時折店に入って、目についたものを手にとってみる。大通りまで出た後、コーヒーショップで休憩した。 




***　***　***




　彼女がホテルに戻ったときには、そろそろ夕方近くなっていた。

　廊下の照明の下で、自室の前に立つソンウォンを見て彼女が逃げ出す暇もなく、細い手首を捕まえられてしまう。

　彼は有無を言わさずキィカードを取りあげ、室内に彼女を引っ張り込んだ。ライトをつけるなり、唯が声を上げるほどがっちりと、両肩を押さえ込んだ。

『どこに行ってたんだ？　夕べ、九時に迎えに来ると言ったはずだぞ。どうして僕を待っていなかった？　しかも、これまで置いたままか……』

　ローテーブルの上に残されていた携帯に目を走らせ、あきれ返ったとばかりに横を向く。

『いつからここにいたの……？』

『いつからだと思う？　朝来てみたら君は出かけた後だと言う。何回電話しても不通。午後はずっとここと会社を往復してたよ。まったくとんだ休日だな！』

　こんなに怒った彼は初めてだった。確かにかなり心配をかけたのかもしれない。それは悪かったわ……。ひるみそうになるのを抑え、ソンウォンのこわばった顔に謝りかけた。

「ごめんなさい、ほんとに……。どうしても一人でいたかったの……。あなたがそんなに心配するとは思わなかったし」

　返事代わりに、深いため息が聞こえた。

「『安国』まで行ってたの。お土産を頼まれてたのも思い出したから、それも見たかったし」

「土産？」

「そう。これを買ったわ」

　手にしたショッピングバッグを心持ち持ち上げてみせた。ちらりと関心なさそうに見下ろす彼に、しいて明るく続ける。

「……もう一ヶ月も半分以上過ぎたわ。本当に早いわね。これで製品が出たら、もっと忙しくなるかもしれないし、買い物に行く暇もないうちに、出向期間が終わってしまいそうだもの。帰る前に買っておかなくちゃ。空港で買うと倍以上高いのよ。あっ、痛っ！　痛い！」

『いい加減にしろ！』

　掴んでいた彼の両手にさらに力がこもり、思わず悲鳴を上げた彼女をソンウォンが力いっぱい揺さぶった。激情のまま、彼は嵐のように彼女の唇を奪った。口の中が切れ、キスに血の味が混じった。




　やがて顔を上げたソンウォンは、彼女から手を離すと、ふーっと大きく息を吐き出した。

　手で首筋を揉みながら、落ち着こうと努めているのがはっきりと窺える。

『唯、いったいどうしたんだ？　昨夜から様子が変だと思って心配していた。昨夜はどこにいた？　どうして何も言わないんだ？　ひょっとしてテーファのことをまだ気にしてるのか？　言いたいことがあれば、はっきり言えばいいじゃないか。何を考えているのかわからない。それが君達日本人の、いや、特に君の悪い癖だ』

『別に何も考えてなんかいないかもしれないわ。それにどうせわたしは……』

　つい皮肉な気持になるのを、強いて陽気にごまかした。

『所詮日本人だもの。ねぇ、何か飲まない？』

　冷蔵庫に近付きながら、まるで越えられない壁のようね、と心の中で付け足した。




　翌朝、唯がベッドで目覚めると、彼はいなくなっていた。

　募る苛立ちと欲求不満をそのままぶつけ合うような、奔放で荒々しい情熱を燃やし合った長い夜。その名残にあちこち痛む身体を見下ろし、彼が残した徴にそっと指先で触れてみる。

　携帯にメッセージが残されていた。彼が部屋を出る時に入れて行ったようだ。

『着替えに一度戻る。八時に迎えに来るから、ここで必ず待っていること』

　そしてまた、一週間が始まった。




***　***　***




　始業から三十分、毎朝会議室で提携企画に関するミーティングが行われる。

　日本側の進行状況を逐一報告することから、彼女の一日は始まる。把握し切れていない内容をごまかしたりすれば、事業推進本部長としてのソンウォンは厳しかった。曖昧な点を追及され、答えられず落ち込む日もあった。仕事の上では、ソンウォンは唯が相手でも手加減しなかった。

　その上、彼が日増しに苛立ってきているような気がする。最近、視線に気付くと、つい目を逸らしてしまうことも多くなった。自分は期待に応えきれているだろうか。失望させていないだろうか。

　気が付くと日本への電話が、仕事中の一番ほっとする時間になっている……。




　その日は気分と同じく、どんよりと曇った灰色の午後だった。

　ソンウォンからは社内メールが入っていた。

『今夜は遅くなりそうだ。先に帰っていて。終わったら連絡する』

『わかりました』とあえて簡単に返信する。

　唯のデスクの電話が鳴ったのは、ほとんど仕事も終わりに近い時刻だった。何気なく取り上げた途端、聞き覚えのある女性の声がした。

『池上唯、なの？』

　キム・テーファだ。そう気付いた途端、脈が速くなった。

『あなたと今すぐ話がしたいの、そんなに時間はとらせないわ』

『あいにくですが、まだ業務中でして……』

　申し訳ありません、と切ろうとしたが、さらに食い下がられる。

『アン･スホ氏には、わたしから少しだけ用があると言いなさい！』

　電話は一方的に切れた。さすがご令嬢だ、と思わずため息をつく。業務主任のことまでご存知らしい。だが、そんな理由で通る道理があるだろうか。

　仕方なく一応彼女の名を出してお伺いを立ててみると、意外にも通ってしまった……。

　気は進まなかったが、やむなく外に出てみた。夕暮れがかった街角は、車の騒音と行き過ぎる人で溢れている。

　室内との温度差にジャケットの上から腕をさすりながら左右を見回すと、建物の前に止まっていた白い車のドアが開き、しゃれたスーツ姿のキム･テーファ本人が降りてきた。

　唯の顔を確認するようにじろじろと見てから『こっちよ』と、先に立って歩き出す。

　ソンウォンといいこの女性といい、韓国の人は皆こうなのだろうか。それとも立場上特別なの？　

　有無を言わさぬ態度に苦笑しつつ、仕方なく後からついて行った。




　近くのコーヒーショップに入ると、二人は初めて一対一で向き合った。

　気の強さを物語る自信に満ちた表情で、値踏みするようにじろじろ見られるのは、気分がいいとは言い難い。

『あなた、いつ彼と知り合ったの？』

『付き合って、どれくらい経つの？』

　品定めが終わるや、テーファは矢継ぎ早に唯に質問を浴びせかけてきた。唯は持てる理性と会社のプレゼンやミーティングで鍛えた落ち着きを総動員して、今度も冷静に、端的な言葉で必要なだけ応えた。感情は極力見せなかった。次第にテーファの眼の色が変り、小ばかにしたような口ぶりに激しい嫉妬の色が見え隠れしてくる。

『ソンウォンさんは、あなたとはただのお友達だとおっしゃっていました』

『あら、それでその言葉を間に受けたってわけ？　誰でもそう言うんじゃないかしら、その相手と遊びたいときはね』

　少しぐさりと来るが、表には出さない。

『婚約したんです、わたし達は……』

　そう、あの指輪は本物だ。そして彼の情熱も愛も確かに間違いなく……。

　だがテーファは手をさっと振って、唯の言葉を押し留めた。

『わたしはユ･ソンウォンと付き合ってもう三年になるわ。最近ちょっと倦怠気味だったの。あの人、それで刺激が欲しくて、馬鹿な遊び心を起こしたのね。もう、男って本当に仕方ないわ。今までも時々そうなってたんだもの。会社のパーティで知り合って以来、彼をずっと見てきたのよ。このわたしが結婚もせずに待っていたの。知り合ってすぐ、文句なしに惹かれたから。あの人はなかなか感情を見せてくれない人だったけど、そこもよかった。あなたなんかより、わたしの方がずっと愛してるわ。あなたなんか全く何もできないじゃない。わたしの方がずっと彼にしてあげられることは多いはずよ。あなたになんか渡さないわ！』

　最後の方は、まくし立てるような口調だった。ソンウォンのオフィスで見たときと同じく、唯は目を見張って黙っているしかなかった。これではまるで宣戦布告ではないか……。

　テーファは言いたいことだけ言い放つと、怒ったように唇を噛んで立ち上がった。そして支払いを済ませると、振り返りもせず出て行ってしまった。

　残された唯はどっと疲労感に襲われ、目の前のコーヒーカップをぼんやり眺めた。

　冷めたコーヒーが半分残っている。無理に飲み込むと澱（おり）のような苦さが、口の中に広がった。










十七







　その夜、唯はホテルの自室に早々と引っ込んでいた。

　テレビのチャンネルを散々変えたが、ドラマもニュースも見る気になれず早めにベッドに潜りこむ。だが、目を閉じても浮かんでくるのはやはり彼のこと、そしてテーファが投げてよこした爆弾のような言葉だった。

　何度も寝返りを打っていると携帯が鳴った。待ちに待ったソンウォンからの電話だが、わざとゆっくりと取り上げる。




『もう休んでた？　今終わったんだ』

　時計は十一時をとうに回っている。唯は労わるように優しく言った。

『お疲れ様でした。遅くまで本当に大変ね。まだ会社なの？』

『いや。さっきまで取引先の連中と会合の延長で食事会だった。今運転できないから、今夜は会えないな』

『わかったわ』

『そっちはどう？　特に変ったことはなかった？』

　唯は、複雑な気持を押し隠すように努めて明るく装った。

『ええ、別に大したことは何も……。今日の夕方、キム･テーファさんにお会いしたことくらいね』

『……え？　テーファだって？　彼女と会った？　また何の用で』

　少し沈黙した後、彼はひどく意外そうに問い返してきた。顔を見なくても眉をひそめているのが手に取るようだ。

『そうね、さしずめ宣戦布告しに、ってところかも』

『何だって？』

　聞き違えたか、と言うように不審げに尋ねる声に、唯の口調がユーモラスな笑いを帯びた。

『せ・ん・せ・ん・ふ・こ・く、よ。今日の夕方、少し話したの。あなたを絶対に渡さないって言われちゃったわ。どうしたらいいと思う？』

『……テーファが来て、君にわざわざそんなことを言ったっていうのか？　そんな馬鹿な。まったく何を考えて……』

　受話器の向こうで彼が困惑した様に呟いている。どう受け止めればいいかわからないらしい。

　急に、どうでもいい気がしてきた。おそらく冗談だと思って忘れたほうが賢いのだろう。ただでさえ疲れている彼にあれこれ言うより、最初からそうすべきだったと少し後悔した。

　とにかく、もうこれ以上言及しないことにしよう。

『ということで、今日はちょっと疲れたわ。あなたも早く休んで。また明日ね』

『唯、テーファのことなんか気にするんじゃない。彼女はああいう性格だ。時々突発的なことをするが……』

「わかってる。大丈夫、もういいの。あなたも早くお部屋に帰ってね。それじゃお休みなさい」

『ああ、お休み』

　言うだけ言ったせいか、彼の声を聞けたからか、さっきより気分が晴れていた。再びベッドに入った唯は、今度はすぐに寝付いてしまった。




***　***　***




　大宝グループと日本電機サービスとの提携事業のニュースが新聞記事になった。会長やソンウォン達の名も写真付きで出ている。オフィス内はいっそう活気付いていた。

　なのに、何故か気分がすっきりしないのは、ここ数日、彼と会う時間が激減しているせいだろうか……。

『なんだか浮かない顔してるなぁ。どうしたの？　あ、わかった！　本部長と喧嘩したんでしょ？』

　チンジュが、白身魚のフライをフォークに突き刺しながら言った。その日のランチタイム、二人分のフライやサラダ、ポテトが盛り付けられた大きな皿が、テーブルの真ん中に置かれている。

『そういう訳じゃないんだけど……』

『じゃ何があったの？　ん？　ほらぁ、わたしに言ってみなさいよ』

『だって何もないもの。べつに……』

『素直じゃないなぁ』

　チンジュにまで言われ、そんなに情けない顔だろうか、と思わず化粧室の鏡を覗きこんだ。確かに精彩のない顔をしている。化粧を直しながら気を引き締めた。




　午後、パンフレットの翻訳に取り組んでいた唯は、少し休憩しようとコーヒー自販機のあるフロアに出た。硬貨を入れると、中で紙コップが落ちてコーヒーが注がれる。

「池上唯さんですか！　探しましたがきっと会いました。お元気ですか？」

　片手を取り出し口に差しいれたとき、横から唐突に明るい男の声が彼女の名を呼んだ。何とも奇妙な日本語だ。驚いた拍子にコーヒーを持つ手が震え、いくらか指先にこぼしてしまった。

「熱っ」と呟くと、男は慌てたようにポケットからハンカチを取り出し彼女に差し出した。

『これはおどかしてしまったかな。どうぞ』

『あ、大丈夫です。わたしも持ってますから』

　答えながらまじまじと相手を見返した。妙に馴れ馴れしい言葉遣いも気になる。この人、どこかで見た覚えがある。

　誰だったかしら？　心なしかソンウォンに似ているような気がする。顔立ちと言うより雰囲気が……。

　すると男は唯の無言の問いに気付いたように、人懐こい笑みを浮かべた。

『以前、伯父の家でお目にかかりましたよ。覚えてませんか？　ああ、だけどあの時は何も話せなかったから改めて自己紹介を。僕はユ・ソンウォンの従弟でユ・チョルヨンといいます』

「え？　ええ!?」

『おっとっと！』

　驚いたはずみにまたもや紙コップを取り落としそうになった唯の右手首を掴んで、チョルヨンはさっとそれを取り上げた。

『びっくりさせちゃったかな？』

『いえ、すみません、何やってるのかしら、わたしったら。ちょっとぼんやりしていたものですから。ソンウォンさんのお従弟さんですか？』

　思い出した。

　初めて彼の家を訪問した日、最後に部屋に入ってきた青年だ。あの日はパーカーとジャケットというくだけたスタイルだったから、大学生かと思った。だがこうして紺のスーツにネクタイを締めていると、なかなか決まって見える。

『僕はソンウォン兄（ヒョン）より四つ下です。今年の春に大学を終えて、ここに入社したんですよ』

『あら、それじゃ二十五歳ですか？』

　ということは、自分と一つしか違わないのか。咄嗟にそう尋ねてから、しまったと思った。事情は聞かれたくないこともあるだろうに。

　だが、彼は実にあっけらかんとこう答えた。

『一浪して大学に入り、軍隊で二年ばかり費やしましたからね。この国では男は大学に入ったあと、大体二年目から休学して二年間軍隊に行くんですよ』

　はぁ、なるほど……。初めて聞く話に思わず頷いて耳を傾けた。唯が興味を示したのが嬉しいというように、彼はさらに笑顔で先を続けた。

『最初は江原道の奥地に配属されました。金剛山と雪岳山の境にある位置で、二つの山の間に北との休戦ラインが走っているという場所でしてね。周りにはわずかな村落と軍事施設しかないようなところだったな。退屈だったけど気は抜けませんからね。あそこじゃ、大宝グループの名もあまり役に立たなかった』

『なんだか怖いですね。日本でそういうことって考えられないですよ。大学時代って一番好きなことができる楽しい時期なのに、軍隊ですか……』

『何、その二年が終わったらあとは皆、好きにやるんですよ。でも大学に残してきた彼女は大抵、別の先輩とくっついちゃってるし、ちょっと悲しい思いをしますよね』

『そういうものですか……』

『唯さんって真面目に聞いてくれるから嬉しくなってしまうな』

『あら、ひどい！　真面目じゃなかったんですか？』

『いえいえ、大真面目』

　つい笑ってしまった。それからわかりきったことかも、と思いつつやはり尋ねてみる。

『それじゃ、あなたもこの会社の理事か何か、役員なんですか？　お若いのにすごいですね』

『とんでもない。僕なんかまだ入ったばかりのヒラ社員ですよ。父が会長の弟だから、やはり本社理事の一人ですがね。もっとも家電部門じゃなく自動車部門ですが……』

『はぁ……』

　聞けば聞くほど規模が違う。自分の理解の範疇などとうに越えているような気がする。

　そのとき、チョルヨンがまだ何も買っていないことに気付いた。慌てて財布を取り出す。

『チョルヨンさん、コーヒー買いに来られたんですよね、ごめんなさい、どうぞこれを』

『お気遣いなく、何ならもういっぱいどう？　ご馳走しますよ』

　彼はすぐにポケットから小銭を取り出し、もうひとつコーヒーを買うと新しい方を彼女に差し出した。

『わたしのことなんか、よく覚えていてくださいましたね』

『忘れないですよ、こんな美人は。実はあなたと話がしたくて、時々探してたんだけど今まで会えなかったんです。こっちにはもう慣れましたか？』

『……いえ、まだまだです。なんだか慣れる頃には出向期間が終わってしまいそうですよ』

『伯父さんの家には？　その後ちょくちょく行きますか？』

『まさか!!　無理ですよ、ソンウォンさんのお母様から、とことん嫌われちゃってますから、わたし……』

　力を込めて否定してから、思わずため息を漏らしてしまった。彼は唯の顔をじっと見つめながら頷くと、同情するように優しく言った。

『そうだろうな。まぁ、がっかりしないで。すぐには仕方ないですよ。伯母さんの日本嫌いは一族でも有名だから。正直な話、僕もあなたのことを聞いたときは、兄貴の奴、よくやったな！　なんて思ったくらいですからね』

『そうだったの……』

　彼女のため息の意味を察したように、彼がまた話題を変えた。

『ソンウォン兄（ヒョン）って、見かけによらず厳しい人でしょう？』

『でも立場上、あれくらい当たり前ではないかしら』

『まぁね。それでも唯さんには、かなり優しく接してると思うな。大体見る眼からして全然違うからね。初めて見たよ、あんなに熱くなったところは』

『そ、そう？』

　断言されて心なしか頬がほてってしまう。

『大体、兄貴はもともと社内じゃ、オニの本部長で通ってるんだよね。あの甘い顔に惹かれて近付く浮ついた女子社員なんか、あっという間にコテンパンだよ』

『そうなんですか？　でもなんだか納得できるわ。この前すっごく厳しく叱られちゃいましたから』

『わぉ、自分の恋人にもそうなのか。さすが兄貴、筋金入りだな』

　また二人いっしょに笑い出したときだった。




　ふいに、少し離れた所から苛立たしげな声が聞こえた。

『二人仲良くこんなところでサボリか、楽しそうで結構だな』

　ぎくっとする。声の方に目を向けたチョルヨンが『兄貴』と唸るように呟いた。視線の先には、書類を小脇に抱えて腕組みしたソンウォンが立っていた。いつから見ていたのだろう。

　彼はにこりともせずに、ゆっくりと近付いてきた。

『二人で何を話してるのか知らないが、雑談は休憩時間か業務時間が終わってからにしてもらいたいものだね』

『ヒョン（兄貴）！　ほらまた……。そんな怖い顔ばかりしてるとこの人、がっかりして日本に帰っちまうよ。もうちょっとさ』

『大体、お前は部所が違うだろう。こっちに何の用があって来てる？』

　さっさと行け、とピシリと言い切られ、チョルヨンはやれやれ、といわんばかりに肩をすくめた。

『ほらね、唯さん。言ったとおりだろう？　わかった、わかったってば。そう睨むなよ。それじゃ唯さん、またあとでね』

　いたって気軽に唯に声をかけ、廊下を自動車部の方に戻っていく従弟を渋い表情で見送っていたソンウォンの視線が、次にこちらに注がれ、唯は思わずひやりとした。




『も、申し訳ありませんでした。ちょっとコーヒーが飲みたくなって……。すぐに戻りますから』

　慌てて、飲みかけの紙コップを手に立ち去ろうとしたが、彼が行く手をさえぎってしまった。

「さっき笑っていたね。あいつと長いこと楽しそうに何を話してたんだ？」

「いつから見ていたの？」

「従弟が君の手からコーヒーを取り上げたあたりから、かな」

「それならもっと早く……」

「君の笑顔を見て、つい声をかけそびれてしまってね」

「そんな！　別に……たわいもない話よ」

「……そう？」彼が小さくため息をつく。

「ところで最近子細なミスが多いそうだが、どうした？　疲れたのか？」

　痛いところを突かれ、さらにがっくりきた。日本語の彼にわざとハングルで応える。

『いいえ、大丈夫です。すみませんでした。これからは二倍気をつけます……』

　それから思い直して少し優しく付け足した。

『それにあなたの方がよほど疲れてるみたいよ……。夜、きちんと休んでる？』

　彼の口元にちらりと微笑が浮かび、瞳が色濃くなった。

『毎晩、欲求不満で死にそうになってる。ここのところ、君がずっと隣にいないからだな』

『ほ、本部長！』

『まったく、君には飽きないね……』

　からかうようににやりと笑ってから、彼は真面目な口調に戻るとこう繰り返した。

『唯……。思ってることは何でも話してほしい。言ってくれなければわからないよ』

　彼の指がそっと頬に触れようとした。そのとき向こうから近付いてくる人影が目に入り、唯はあとずさって彼の手をかわしてしまった。

『本部長……あの……』

　少し離れたところから、気まずそうな主任の声が聞こえた。

『今行きますよ』

　仕方ないな、とばかりに舌打ちしたソンウォンは、もう一度気遣うように振り返ると、主任と共に歩き去っていった。




***　***　***




「唯さん！　待っていました！　今帰りですか？」

　会社のエントランスを出ようとしたとき、下手くそな日本語が響いてきた。驚いて振り返ると、ユ･チョルヨンが彼女を追いかけるように手を振って近付いてくる。

『ああ、やだ、もうびっくりした……』

　わざと大げさに呟き彼をちょっと睨む振りをしたが、彼はすぐに笑顔で言った。

『ソンウォン兄、今メチャクチャ忙しいでしょう？　今日は午後から京畿道の工場に行ってるらしいから、戻るのはかなり遅くなりそうだし』

『そうだったんですか……』

　それで姿が見えないのね。納得していると、チョルヨンがとんと胸を叩いた。

『だから、今日は僕が代わりに送ってあげますよ』

『えっ？　ええ？　そんな、毎日通ってるんですし、一人で大丈夫ですよ』

『まぁ、そうおっしゃらず。お腹すいてない？　食事して行きましょう』

『は？　あの……』

『いいから、いいから。兄貴の奥さんになる人なら、僕にとっても姉みたいなものですからね』

　何、この人、急に……。変な人。思わず内心苦笑した。だが、悪い気はしない。それにこの強引さ、やはり彼に似ていると思う。

　どうせ他に予定があるわけでもないのだし、第一、この人はソンウォンの親戚だ。むしろ親しくするべきだろう。気持がほぐれるのを感じながら、唯は彼と一緒に歩き出した。




『唯さん、何か悩み事でもある？』

『え……、わかります？』

『そりゃ、そんな顔されたらね』

『あら、そんな悲惨な顔してるかしら？　友達にも言われたわ。嫌だな』

『悲惨じゃなくて……。ひどく脆そうな、くずれ落ちそうなのを何とか踏みとどまってるような感じかな』

『嘘！　やっぱりひどい顔ですよ、それって』

　信じられない思いで呻くと、彼は笑顔になった。

『そりゃ大げさだけど、ちょっとそんな雰囲気だね』

　二人はにぎやかな繁華街の一角のこじんまりした韓式食堂にいた。ぼつぼつ夕食時に差し掛かっているせいか客足が途切れることはない。

　店内の窓辺の一角に席を占めると、彼は落ち着いてメニューを広げはじめた。

　明日は金曜日、また週末だ。自分の大宝グループ本社滞在期間もあと一週間あまりになっている。今週は飛ぶように過ぎ去ってしまい、目に見えて何の収穫もなかったような気がする。もちろん、一番の目的である共同開発品は順調に仕上がりつつあるけれど。

『カルビタンなんてどう？　もう食べましたか？　うまいですよ。辛くないし外国の人向けだな』

　言われて、手元のメニュー板からチョルヨンへ視線を移した。オーダーのことなどちっとも考えていなかったから、黙って頷いた。チョルヨンが店員にカルビタンとユッケジャンを注文する。

　この人なら、何か知っているかしら。

　唯はずっと心にかかっていたことを、さりげなく口にしてみた。

『チョルヨンさん、キム・テーファさんってご存知？』

『ああ、彼女ね……、もちろん』

　チョルヨンは、その名を聞くなり納得した、と言うように彼女に深く頷いて見せた。

『ひょっとしてそれで何か悩んでるの？　何か気になることでもあった？　確かに彼女、大分前から兄貴にご執心だよね』

『じゃあ……やっぱりずっと、ソンウォンさんとお付き合いがあったっていうのは……』

『うーん、ま、確かにお付き合いかもしれないけど、どう見ても彼女の方から一方的だったね。兄貴の方はさほどって感じだったから、唯さんが心配する必要はないと思う。まぁテーファさん、もう歳も歳だから』

『歳？　おいくつなんです？』

『兄貴と同い歳ですよ』

　なるほど、と唸りたくなった。二十九歳……。確かにご令嬢としてはそろそろ限界線かもしれない。

『今も時々伯父さんの家に遊びに来てるみたいだな。彼女は何せ伯母さんのお気に入りだからね』

　唯は深いため息をついた。テーファとソンウォン母などと言う組み合わせは、考えたくもない。

　運ばれてきたおいしそうに湯気の立ったカルビタンのスープをスプーンで力なくかき混ぜる。

『お母様はもちろん……、ソンウォンさんには、テーファさんのようなお嬢さんと結婚してもらいたがってるわよね』

『ま、そりゃ伯母さんの立場じゃね……』

　そう言いかけて、彼は慌てて打ち消すように声に力を込めた。

『だけど！　心配しなくても大丈夫だよ。あの兄貴が結婚するって伯父さん達にあんなに頑張ってるところは、初めて見たしね。テーファさんのことはいくら勧められても、聞き流してたくらいだ。兄貴の気持は間違いないって』

『ありがとう……』

　胸のつかえが少し取れたような気がした。唯の笑顔を見て、チョルヨンは照れくさそうに頭をかいた。










十八







『本部長の所に行って、これを決裁してもらってくれないかな、池上さん』

　金曜日の午後、唯はアン･スホ主任に呼ばれ薄いファイルを手渡された。主任の意味ありげな目配せと微笑に、少し戸惑いながらそれを受け取る。

　どういうことでしょう、と思わず尋ねたくなった。チンジュまでが並んだモニターの間から亀のように首を伸ばして、目を輝かせながらうんうんと頷いている。

　まったくどういう意味かしら。内心そう呟きながら、仕方なく、と言うよりは大分積極的に、彼女は書類を手にソンウォンのオフィスに向かっていた。

　ここ数日、彼の業務がどうやらピークにさしかかっているらしかった。朝も唯より早く出社し、就業時間後もろくに話もできない。すれ違いばかりの日々が続いていた。

　心得顔の主任の配慮はひどく照れくさかったが、ソンウォンの顔を見られるだけでも貴重なひと時だ。




『本部長、入ります』

　少し緊張しながらノックして呼びかけると、低く返事があった。室内に入るとソンウォンが見ていたモニターの画面からちらりと目を上げた。その顔を見て驚く。やはり相当疲れているようだ。その上どこか思いつめているようで顔色まで冴えなかった。何かあったのだろうか。

　心配になって、ついまじまじと彼の顔を見つめてしまう。お願いだからあまり無理しないで、と無意識に呟いていた。

　唯の表情に気付いたように、彼は少し口元をほころばせた。

『そんな顔してどうした？　君がここに顔を出すなんて珍しいじゃないか。同じ職場にいるのに、こんなに顔も見られないのは何故だろうかと、考えてたところだった。もっとしょっちゅう来ればいいのに。ほら、そこに座って』

『ですが……。まさか用もないのに、来れるはずないでしょう？』

　拗ねてふくれた子供のような彼の言葉にくすっと笑い、

『今もそんなに大層な用件じゃないんですけど……』

　そう控えめに切り出すと、持ってきたファイルを差し出した。

『これを主任からお届けするように言われたんです』

　彼はそれを受け取ると同時に、いきなり空いた方の手で彼女の手首をぐっと掴んでしまった。

『ちょうど君と話がしたいと思ってた。まだ戻るんじゃない。目を通し終わるまで、そこに座って待っていてくれ』

『でも、まだ仕事中よ』

『君はもう少し、融通を利かすってことを覚えるべきだな。構わない。時間を待っていたら、僕が終わる前にまた君がいなくなってしまいそうだ。本部長命令だよ。座って』

　静かだが断固とした口調には、有無を言わせない意志がこもっていた。断われば、今にも机を回ってきて、ソファーに力ずくで身体を押し込まれてしまいそうだ。

　仕方なく黙って腰を下ろした。彼は安心したように、しばらくその書類をぱらぱらとめくっていた。ようやくサインすると彼はそれを手に、傍にやってきた。

『君の明日の予定はどうなってる？』

『え？』

『君のスケジュールさ』

『特に何も……ないわ。わかってるでしょう？　どうしてそんなことを聞くの？』

『最近、君が時間をどう過ごしてるのか、あまり把握できなくなっているからね。昨夜は従弟と出掛けたんだろう？』

　彼の目に皮肉な光が宿った。唯は驚いて目を丸くした。

『ええ、確かにチョルヨンさんと食事をしたわ。その後まだ時間も早いからって映画に誘われて……。韓国の映画は久し振りだったから一緒に観たけど……、だけど、それだけよ！　他には何も……』

　彼が口元を引き締めたのがわかり、思わず違う、とばかりに声が高くなった。

『それだけだって？　そういうのを世間では何て言うか知らないのか？　他にはだと？　もし、それ以上になってみろ……』

『……待っ、待ってよ』

　穏やかならざる口調に、慌てて唯も言い返す。

『そもそも彼はあなたの従弟さんでしょう？　そんなわざとらしい持って回った言い方しなくてもいいじゃない。嫌だわ。第一どうして知ってるの？　夕べのことまで』

『チョルヨンの奴が、ご丁寧に電話で報告してくれたんでね。こっちが奴の首を絞めたくてうずうずしてるとも知らず、いい気なもんだ』

『ソンウォンさん！』

『とにかく！　今後は謹んでくれ。くそっ、こんな話がしたかった訳じゃないんだ。唯、明日の午後、迎えに行くからうちに来ないか。親父やお袋……、皆で食事でもしよう。何、普通の夕食さ。そのままで十分だから』

『まさか……、無理よ』

　唯は首を振った。この前の中華料理店での様子から考えても、あの母親が自分を邸に快く迎えてくれるとはとても思えない。

『そんなことできるわけないじゃない！　それとも、お母様、わたしがお訪ねしてもいいって本当におっしゃったの？』

『いや。だがそんなことばかり言っていたら、あっという間に君の帰国日になってしまうじゃないか。僕はこのひと月を仕事だけで終わらせるつもりは毛頭ないんだ！』

『……でも』

　また爆発しそうになった彼の剣幕に驚き、唯の言葉が宙に浮いた。




　そのとき、机上の電話が鳴った。

　ソンウォンは苛立ったように、乱暴に受話器をとりあげた。途端に意外そうな声を上げる。

『……お母さん？　今は仕事中ですよ。終わってからでもゆっくり……。え、何だって？　明日？　どうしてまた急に？』

　傍らで聞いていた唯もさっと緊張した。彼女の反応に気付いたように、彼は少し声を落とした。だが、すぐにまた高くなる。とうとう我慢できないと言うように怒り出してしまった。

『それについてはお断りだと何度も言ってるじゃないですか！　まったくしつこいですよ、お母さん』

　受話器の向こうで負けじとまくし立てている母親の声が、少し離れた彼女の所まで聞こえてくるほどだった。直に聞いていたら、さぞ耳が痛いことだろう。やがて、彼は根負けしたように、電話でもはっきりと向こうに伝わるほどの深いため息をつき、あきれたように目を閉じた。

『どうして今頃になって、そんな約束をしてくるんだろう。付き合いって、それとこれとは話が全く違うじゃないですか……。結構！　わかりましたよ。行けばいいんでしょう？　今回だけですからね！　その代わり、次は必ずこちらの言うとおりにしてもらいます』

　彼は叩きつけるように受話器を戻した。そして呆気に取られて見ていた唯に困ったような目を向けると、乱れた前髪を乱暴にかき上げた。

『すまない。明日は駄目になった。午後から大韓化成工業の役員達とゴルフのあと、テーファ達と食事だそうだ。何だって今更こんな馬鹿げた真似を』




　唯はことさら表情を変えなかった。静かに「そう、わかったわ」と頷く。

　徐々に彼女にも、おそらくソンウォンの母親が中心になってなされたであろう、そのセッティングの意味が呑み込めてくる。顔がこわばるのを隠すのはかなり難しかった。

　黙りこくった彼女に、ソンウォンは意外そうに目を細めた。

『たったそれだけなのか？　僕がどこで誰と会って何をしようと、君は別に気にも留めないってこと？』

『それは……、もちろんあなたの自由だもの。それにテーファさんとの……いえ、大宝グループの取引先とのお付き合いだって、あなたにとっては大切なお仕事の一つなんでしょう？　わたしなんかに何か言えると思うの？』

　心臓はバクバクと大きな音を立てて唸り続けていたが、唯はしいて機械的にこう答えた。感情を少しでも表に出せば一気に爆発し、ひどく取り乱してしまいそうだ。だが今はそんな時間でも場所でもない。

　ソンウォンがゆっくりと唯の真正面に来た。そのまましばらく無言で彼女の顔を見下ろしていたが、ふいに瞳が生気を失ったように暗くなった。

『もういい。よくわかったよ』

『それじゃ、わたしはこれで……』

　逃げるように書類ファイルを抱え部屋を出ていく唯を、ソンウォンは立ち尽くしたまま引き止めなかった。

　ドアを閉めた途端、彼の部屋から何かを床に叩きつけたような金属的な高い音が響いてきた。




***　***　***




　アダージョの曲が、仄暗いカクテルバーに物憂げに流れている。




『ソンウォン、ユ･ソンウォンってば、ねぇ、わたしの話を聞いてる？』

『いや、聞いてなかった。何？』

『もう、本当に正直な男ね、でもそういうところも好きよ、たまらなく』

　隣に座っている彼女が、さらりと首筋に垂らした髪をかき上げた。

　垣間見えた白いうなじから高級そうな香水の香りが漂う。きつすぎるくらいだ。自分の二の腕に絶えず摺り寄せている豊かな胸。少し開かれたふっくらした唇がすぐ傍にあった。テーファの艶っぽい仕草を無表情に受け止めながら、彼はけだるい倦怠感と酩酊感を味わっていた。また少しグラスに入った琥珀色の液体に口をつける。

　まったく結構な一日だった……。

　内心苦笑を禁じえなかった。頑として譲らない母親に辟易しつつ、大宝グループ理事としての職責と割り切ったが、結果、大韓化成工業の役員も交えたゴルフ会合とその後の接待に丸一日費やす羽目になってしまった。実のところこれには、自分を引き留めようともせず、文句一つ言わない全く可愛げのない恋人への、あてつけめいた動機も含まれていたのは否定できない。

　だが、報いは彼自身に即座に跳ね返ってきた。その会合に同席した母親達は、うんざりするほど調子を合わせてテーファと自分を二人きりにしようと目論み、まるでそのためにお膳立てしたのではないかと思えたほどだ。まったく無駄なことを。テーファ本人は言うに及ばず、この機会を最大限に利用するように、ことあるごとに、彼に寄り添いもたれかかってくる。

　今も、その一日の総仕上げ的に、テーファと二人でこの高級カクテルバーに来ていた。疲弊した肉体がそろそろ安らぎと解放を求めて呻吟しんぎんし始めていた。ソンウォンは隣で喋り続けるテーファに、再び気のない目を向けた。




　彼女もこれくらい自分の気持を率直にアピールしてくれたら、どんなに嬉しいだろう……。

　そう思うと、ため息をつきたくなる。日本人は皆ああなのか。いや、東京の街で見かけた女達はそうでもなかった。彼女は特に読みにくい。そういうタイプなのだろう。

　まただ。また彼女のことを考えている。この数ヶ月、気が付くといつもそうだったように。

　彼は腕時計をちらりと見やった。かれこれ二時間近くこうしている。そろそろいいだろう。もう充分つき合った。彼はテーファをなだめるように腕を引き離すと、指を鳴らして勘定を頼んだ。

『あら、もう帰るつもり？』

『ちょっと累積疲労気味なんだ。ここの所ずっと忙しかったからね』

　ふくれっ面の彼女にコートを着せかけてやると、不満たっぷりに紅い唇を尖らせる。

『家まで送るよ』

『それじゃあなたも一緒に来て。わたしの部屋でお茶でも飲みながら、ゆっくり話しましょうよ』

『もう充分だろう？　今夜は遠慮しておくよ』

『あなた、やっぱり変ったわね、すごく』

　彼女の目に、きらりと強い憤りの色が浮かんだ。その光を見とがめるように彼も飛び切り皮肉な微笑を返す。

『全部あの忌々しい日本人のせいなの？　あなたがこんな風になってしまったのは』

『僕は僕だ。以前も今も別に変ってはいない。君が僕の何を見ていたかは知らないが』




　話しながらバーの外に出た。夜風が身にしみて冷たい。もう冬だ。遊興街のネオン煌く建物の隙間から僅かに見える夜空には、星もほとんど見えなかった。

　彼女は今頃どうしているだろう。電話してみようか。しかしそれも何だかしゃくに触った。

　惚れた弱みだな。悔しいがここまでくると認めざるをえなかった。

　そんな葛藤を覚えつつ、少し離れた場所に待たせておいたリムジンに向かって、並んで歩いていたときだった。

　ふいにテーファが立ち止まり、高い声で『ユ･ソンウォン！』と呼びかけた。何気なく振り返った途端、彼女が胸に飛び込むように駆け寄ってきて、首に腕を回し彼の頭をかき抱いた。

　あっと思った瞬間、彼女の手が彼の頭を後ろから押さえ、熱っぽく唇を奪われていた。




　向こうでフラッシュが二度たかれた。

　彼は荒々しくもがいて、首にツタのように絡みつき自分の頭を締め付けている彼女の白い両手を力ずくで引き剥がすと、先ほどフラッシュが光った方角にさっと目を向けた。テーファが執拗に彼の胸にしなだれかかるように擦り寄ってくる。はっとして彼女を見下ろした途端抱き合うような格好になった。またフラッシュがたかれ、唖然とする。

『待て！』

　テーファを押しのけながら大声で叫び、カメラを抱えて走っていく男を追いかけようとした。だが、その男は、すぐ近くに留め置かれていたバイクに跳び乗ると、慌しくエンジンをかけそのまま車通りを一目散に逃走してしまった。ソンウォンは愕然とした。あれはいったい何だ？

　嫌な予感がした。険しい表情で振り返るとテーファが先ほどの位置に立ち止まったまま、あでやかな笑みを浮かべてこちらを見つめている。

『テーファ……。今のはいったい何だったんだ？　君は何か知っているのか？』

『記者よ。綺麗に撮れてるといいわね。あの写真で、わたし達の記事を書いてくれることになっているの』

『何だって!?』

　ぎょっとして目を見開いたソンウォンに、彼女はまるで宣言するように勝ち誇った声を上げた。

『これでわたし達のことは近いうちに国中で公然の事実になるわ。もう逃げられないわよ、ユ･ソンウォン。あなたのお母様のお知恵に感謝するべきね』

『馬鹿な！　そんなもの、新聞社に電話して即刻差し止めてやる』

『あら、今の記者がどこの社の誰かもわからないのに、どうやって差し止められて？　記事が出たときにはもう遅いわ。無駄ね。あきらめた方が賢明よ。こんな話題性のあるニュース、止められるものですか』

『……今の男に依頼したのは君なのか？　それともお袋か？』

『さぁ、どうかしらね。そんなことどちらでもいいでしょう？　いずれにせよ、あなたの気まぐれの婚約騒ぎもこれできれいに片がつくわ。あなたに相応しいのはこのわたしだもの。あらゆる意味でね。まだ遊び足りないのかと今まで待っていてあげたけれど、今度のことで猶予期間も終りよ。あなたもきっとすぐ、わたしに感謝するわ』

　そう言いながら、テーファは彼の前に立つと、もう一度誘惑するように彼の肩に手を置き、ゆっくりと五本の指を広げた。背筋を伸ばして彼を見上げ顔を近づけてくる。

『今度は、ちゃんとキスしてくれると嬉しいわ、ユ･ソンウォン。あなたを愛しているんだもの。今まで色々あったけど、これで全部水に流して仲直りしましょ、ね』

　彼は頭を少し逸らして、目の前に迫る女の顔をじっと見つめていた。

　何てことを……。先ほどお袋が、真しやかな笑顔で自分達を送り出した裏には、こういう計略があったというのか？

　腹わたが煮えくり返るような激しい怒りに襲われ、震えるこぶしを脇の下でぐっと握り締めた。そうでもしていなければ、咄嗟に何をしでかすか、自分に自信が持てなかったからだ。

　目を細めたまましばらく身動きもせずに、近付いてくるテーファの顔を見つめていた。彼女の腕が再び首筋に絡みつき、その紅い唇が唇に触れる直前、彼は無言で力任せに彼女の両腕を自分から引き剥がすと、その身体を乱暴に押し戻した。テーファの顔が驚きに歪み、痛いわ、とかすれた抗議の声があがる。ソンウォンは彼女から身を振り解くと、執拗に肩にかけようとする手を荒々しく払いのけた。

『こんな馬鹿な茶番を演じても、僕は君のものにはならない。決して！』




　そのままくるりときびすを返した。テーファが大声でヒステリックに呼びとめているのもきっぱり無視し、足早に大通りまで出るとタクシーを拾った。バックシートに座るなり携帯を取り出し電話をかけ始める。とにかく、打てる限りの手は打ってみなければならない。

　唯……、唯！

　無意識に心の中で幾度も繰り返し、その名を呼んでいた。今はただ闇雲に、彼女の顔が見たかった……。









十九







　落ち着かなかった一日が、ようやく過ぎていった……。

　何もする気になれず早めにベッドに入ったものの、なかなか寝付かれない。日本から持ってきた文庫を引っ張り出して読み始めたが、文字は目の前を素通りしていくばかり。

　あきらめて灯りを消して横になったが、常夜灯の小さな光に浮かぶのはキム･テーファとソンウォンが楽しそうに軽口を叩きながら一緒にいるシーンばかりだった。

　その光景を締め出そうとするように唯は固く目を閉じた。胸がまたきりきりと痛みはじめる。せめて、行かないでと言えばよかっただろうか。だがたとえ引き留めても、あの母親を相手に自分に何ができるだろう。彼を困らせるだけではないか。

　認めたくはなかったが、ソンウォンとテーファはとても似合っていた。テーファの捨て台詞ではないが、確かに彼女の方が自分よりずっと彼に相応しいと思える。誰が見てもきっとそう言うだろう。

　今日も彼女はあの勢いでやって来たのだろう。食事の席でもさぞソンウォンにモーションをかけてくれたに違いない。ああいう全てを備えた女性に熱心に言い寄られて、落ちない男性などいるのだろうか。

　思わず頭までシーツを被ってしまった。なんだかマゾヒスティックな気分になっている。ふつふつと沸いてくる嫌な考えを追い払おうと、またぎゅっと目を閉じた。

　苦心の末、ようやく遅い眠りに落ちかかっていた時、部屋のドアに強いノックがあった。




　聞くなり唯はベッドから跳ね起きた。ベッドサイドの明かりをつけて反射的に時計を見る。もう一時過ぎている。このような時間に連絡もなしに来るなんて、これまで一度もなかったことだ。

　薄い寝巻き姿のまま、とにかく駆け寄った。ドアの向こうから、今夜は絶対に会えないとあきらめながらも、密かに痛いほど待ち焦がれていた人の声が聞こえてきた。

『ソンウォンさん！　今夜は来れないと思ってたのに……』

　小さく声をあげながらドアを開いた途端はっとした。目の前の彼はひどく切迫した表情で立っていた。まるで何かに追い詰められているようにも見える。

『来ちゃいけなかったのか？』

　ソンウォンはすぐ様後ろ手でドアを閉めると、そのままもたれかかるようにして、心配そうに見つめる彼女をじっと見下ろした。ほっそりした身体にまとった薄いネグリジェは彼女の身体のラインを隠してはいなかったし、ふんわりとウェーブのかかった髪が胸元までしどけなくかかり、柔らかな照明の光が、彼女をいつもより幼く儚げに見せている。

　はぁ、と一つ大きく息をつくと、ソンウォンは目の前に立つ彼女を荒々しく引き寄せた。突然痛いほど抱き締められて、唯は混乱した。彼の気配がただならない。締め付ける腕の中で落ち着かなく身じろぎすると、動くなと言うように、回された腕にさらに力がこもった。

　薄い寝巻きの生地越しに、合わせた胸から彼の心臓がどくどくと激しく脈打っているのを感じる。大きな身体が少し震えているような気がして、唯はますます戸惑った。

『どうしたの？　もしかして……テーファさんと何かあったの？　ねぇ』

　心配そうに彼の顔を覗きこんだ唯は、強くそう問わずにはいられなかった。その名を聞くなり、ソンウォンは急に突き放すように抱擁を解いて両手で唯の両肩をぐっと掴みしめた。

『……君はどうしてそう平然としていられるんだ？　いつもいつもいつも！　少しは怒るとか、泣くとか、すねるとかすればいいじゃないか！　いつだってこっちが頭に来るくらい冷静で落ち着いて……。何を考えてる？　僕のことを本当に少しでも思ってくれているのか？』

　突然何かがぶつりと切れたように大声を出すと、彼は激情をむき出しにして彼女の肩を強く揺さぶった。こんな彼は初めて見る。

　唯の目に怯えに似た色が浮かんだ。それを認めるなり彼は唯の肩にかけていた手をさっと引っ込めた。顔を背け苛立ったように髪をかき上げると、窓辺に歩み寄りバルコニーへ出て行ってしまった。唯は椅子に掛かっていた厚手のカーディガンを羽織ると、彼に続いた。

　ただ寄り添うように彼の隣に立った。初冬の冷気が刺すように感じられたが、彼は眼下を眺めながらじっと身動きもしない。唯が身震いし「寒い」と呟くと、ようやく腕を伸ばしてしっかりと抱き寄せてくれた。

　晴れた夜空にかすかに冬の星座が瞬き、眼下には地上の星くずのようなソウル市街地が広がっている。無言のまま二人は寄り添い夜景を眺めていたが、やがて彼がぽつりと言った。

『すまない。八つ当たりだった……』

『何かあったのね』

　また沈黙があった。ようやく彼が低い声で答えた。

『……唯、ひょっとしたらひどくまずいことになるかもしれない』

『どういうこと？　テーファさんと関係あることなのね。いったい何があるの？』

　ソンウォンはようやくゆっくりと頭をめぐらせ、緊張している彼女に目を向けた。

『どうなるか、まだわからない……。何が起こっても僕を信じてくれるかい？　欲しいのは君だけだ。サランヘ（愛してる）、唯。心から愛してる。この大空ほど、宇宙ほどに……』

　彼の真摯な表情と言葉に打たれたように、唯は目を見開いて彼をじっと見つめこくりと頷いた。まるでためらうように彼の指が彼女の顎にかかり、ゆっくりと持ち上げた。唇が下りてきて、今の言葉を誓うようにしっかりと重なる。

　そのまま抱き上げられ、ベッドに運ばれていった。




『目を開けてくれ』

　彼が耳に顔を寄せて囁いた。霞みがかった白濁した世界を漂っていた唯の意識に、少し遅れてその声が届く。感覚と共に現実世界がゆっくりと立ち戻ってくる。

　二人はまだ一つになったままだった。ベッドの上で唯は覆いかぶさった彼の腰に、しっかりと脚を巻きつけている。

　彼女のもっとも根源的な部分を深く占領したまま、ソンウォンは彼女の喉元に埋めていた顔を上げ、片手で彼女の片方の腕を引いてぴったりと手のひらを重ね合わせた。

　ようやく開いた彼女の瞳は、たった今達したばかりの悦びの余韻に浮かされたように濡れて色濃くなっていた。覗き込む彼の目に感嘆の色が現れる。唯の汗ばんだ額に乱れてかかる髪を指で梳きながら、半開きになった唇に唇を寄せ、熱意をこめて囁きかける。

『サランヘ……。唯、愛してる。君の口からも聞きたいんだ、どうしても。言ってくれ』

『愛してる……わ、もちろん』

『もう一度……』

『愛してる、愛してるわ……、ああ！　あっ！　駄目……もう！』

『もっとだ！　唯！　もう一度言ってくれ』

　再び激情に駆られたように彼女を責め立て始めたソンウォンは、荒々しく腰を動かし、互いがつながった部分から押し寄せてくる快感をさらに引き伸ばすように高めながら、執拗に問い続けた。耐えきれず身体を弓なりにした唯の喉から悲鳴に似た声があがる度に、まるで子宮の奥深くまで到達しようとするように、彼は両手で彼女の腰をすくい上げ、一層深々と突き込んでくる。

　愛してるのに……。こんなにも。

　どうすれば彼にこの思いを伝えられるだろう。問われる度に彼の望む答えを与え、これ以上できないくらい完全に身体を開いて自らを与えつくしていても、それでも伝えきれない……。言葉がもどかしくてたまらなくなる。彼の方も同じなのかもしれない。




　ソンウォンがようやく身体を起こし、荒い息をつきながら彼女の隣に横たわった。

　彼が離れたその一瞬、唯の前で、砂時計の砂のように時が二人の隙間からこぼれ落ちていくような錯覚を覚えた。はっとする。

　それはふいに沸き起こった奇妙な不安だった。なぜそんなイメージが見えたのかよくわからなかった。唯はそれに抗うように二人の間の隙間を無くそうと、再びぴったりと彼に身を寄せていった。今度は彼女のほうから求めて手を伸ばすと、積極的にもう一度一つになろうとする。彼女の細い指がまさぐるように触れ始めたとき、驚いたように向けられた彼の瞳が、再び熱っぽく翳りを帯びた。

　少し恥じらいながらも、唯は身体を起こした。初めて彼の傍らにひざまずくと、両手に彼自身をそっと包み込み自ら唇を寄せていった。彼が自分に幾度もしてくれたように、彼の全てを口に含み、唇と舌で丹念に愛撫し始める。

　ソンウォンの手がシーツを掴み締め、全身が緊張した。彼は呻き声をこらえるようにしばらくぐっと歯を食いしばっていたが、ついに限界に達したというように声をあげて、ふわりと腹部にかかっていた柔らかい髪を掴むと自身から彼女を引き剥がした。

　戸惑ったように顔を上げた唯の目に困惑の色が浮かんだ。こんなことをすべきではなかっただろうか。だが、それも彼の表情を見るなり吹き飛んでしまう。これまでになく熱い微笑を投げかけると、彼は位置を返して彼女の上にのしかかってきた。

　再び沸き立った情熱を映した瞳が、暗い炎のように輝いている。そしてもう一度、深い口付けから全てが始まった……。




***　***　***




　明け方近くまで幾度も繰り返し愛し合い、とうとう力尽きた唯が死んだように眠っている間に、彼は何も言わずに帰ってしまった。

　翌朝、遅くに目覚めた唯はシャワーを浴びながら、また不安に囚われていた。

　あんな彼は初めてだった……。いったい何があったのだろう。結局何も聞けなかった。




　彼からの連絡をひたすら待ちながら、不安な思いで一人過ごしていた。携帯に何度も電話するが全くつながらない。出かける気にもなれず部屋をうろうろと歩き回り、見ないテレビをつけたり消したりしていた。

　いつか自分が似たようなことをした時のことを思い出し、苦笑したくなる。




　午後になって、ようやくホテルの部屋にノックがあったときは、思わず飛び上がってしまった。

『ソンウォンさん。待って！　今開けるわ』

　ほっとしてドアノブに飛びつくと、そこにはチョルヨンがひどく緊張した顔で立っていた。

　手には丸めたタブロイド版の芸能新聞を握り締めている。

　チョルヨンがここまで来るのは初めてだった。とまどう唯を見て、彼は不器用に強張った笑みを口元に貼り付けた。

『これを届けに来たんだ。迷ったけど、唯さんも知っておいたほうがいいと思ったから。明日会社で誰かから聞かされるよりも……さ』

『どういうこと？　ソンウォンさんに何かあったの？』

　やっぱり！　チョルヨンの緊張した様子に、昨夜のソンウォンの態度を思い出してさらにぞっとした。思わず高い声を上げてチョルヨンに迫る。

『見ればわかるから。今一族中で大騒ぎになってる。たぶん明日は会社でもそうだろう。僕はもう戻るけど、何かわかったらまた明日会社で伝えるよ。前に会った休憩室で仕事の後待ってて』

　唯は震える手でその新聞を受け取った。

『唯さん。ソンウォン兄（ヒョン）、それでも頑張ってるから……。あなたもどうか頑張って』

　最後に力付けるように微笑んで、彼は立ち去っていった。訳がわからないまま、カウチに座ってこわごわページをめくり始める。やがてある写真記事が目に飛び込んできた。




【今注目の熱愛カップル。大宝グループ会長令息ユ･ソンウォン氏と大韓化成工業社･社長令嬢キム・テーファ嬢、熱愛夜のデート現場発見　二人の婚約会見も間近か！】




　芸能欄の【話題の人】と言う紙面に、ソンウォンとテーファが親密に抱き合っている写真が大きく掲載されていた。その横の赤と青の品のない大字の見出しには、こう書かれていた。

　思わず目を閉じてしまった。

　深呼吸して、もう一度おそるおそる目を開き、写真を見つめた。そこに写っているのは間違いなくソンウォンとテーファだった。まさに夜のデート中だ。二人が身体をぴったり寄せ合い抱擁している。彼を見上げるテーファの熱っぽい目を見た唯は、手の震えを必死で抑え、続く記事を夢中で追いはじめた。




【……大宝グループのユ･ソンウォン氏といえば、日本有数の家電メーカーとの韓日合同企画の立役者として、今業界で最も注目されている人物の一人だ。ユ･ビョンハン会長の次男である彼を、ハン･ヨンナム現大宝グループ社長に続く次期社長候補にと推す声が、同グループ理事達の中にも早々と上がり始めている。この縁組は彼とグループ双方にとって強力な後援となるだろう……】




　唯は新聞を畳むと静かに脇に置いた。もうそれ以上読む必要はなかった。

『何があっても、僕を信じてくれ……』

　突然ぐるぐる回り始めた意識の中で、昨夜の切羽詰まった彼の声だけが幾度も虚しくこだましていた。




***　***　***




　ほとんど眠れないまま一夜が明けた。

　月曜日、彼はホテルに唯を迎えに来なかった。それも当然だろう。

　何もかもが、昨日までとは変ってしまった……。もう二度と戻れないような気がする。




　ショックと寝不足のせいで青ざめて見える顔を化粧でごまかし、頭痛を押して出社してみると、案の定、社内のいたるところでくだんの新聞を手に社員達がひそひそ話をしている。家電事業部のオフィスでは、アン主任をはじめ数人のスタッフが切れ間なくかかってくる電話の応対に追われていた。

　唯を見るなり、チンジュが手に新聞を握り締めて駆け寄ってきた。

『あなた知ってたの？　いったいどういうことなのよ？』

　唯は唇を噛んだ。

『……わたしにもわからないの。本部長と昨日から連絡もとれなくて……』

『そんな！　この新聞社に電話して、こんな記事は大嘘だって言いなさいよ！　何ならあたしがしてあげるから！』

　チンジュが憤慨し叫んだ。なだめてデスクについたものの、その日は仕事もろくに手につかなかった。気が付くと本部長室の方ばかり眺めている。

　だが結局、ソンウォンはその日一日、オフィスに姿を現さなかった。




　唯は時間が来るなり逃げるようにオフィスを後にした。アン主任の同情するような眼差しにも耐え難いものがあったからだ。

　チンジュが心配そうについて来てくれる。約束した休憩室にぼんやり座っていると、ユ･チョルヨンが向こうから駆け込むように近付いてきた。

『遅くなったね。先に帰ったかと思ってた……。唯さん、顔色がすごく悪いな。大丈夫かい？　気分が悪いなら……』

『気分なんかいい訳ないでしょ！　あなたいったい誰よ？』

　チンジュがじろっと睨んで尖った声を出した。チョルヨンは唯の青ざめた顔に目を当てて、重々しい表情になった。

『僕はユ･チョルヨン、ソンウォン兄の従弟だ。唯さん、今聞けるかい？　またにする？』

　チンジュに手短に自己紹介するなり、彼は唯に向き直った。唯が激しく緊張しながら頷いても、彼はまだ言いにくそうにしばらくためらっていた。

『どういうことかは、僕にもわからない。とにかく今わかってるのはソンウォン兄は、近々テーファさんと婚約発表の会見をするらしいってことだけなんだ。昨日会長と向こうの社長が話し合って出した結論らしいな』

『何ですってぇ？　それじゃ唯オンニー（お姉さん）の立場はいったいどうなるのよ!!』

　チンジュがチョルヨンの首を締めるように、激した声で叫んだ。チョルヨンは、いてて、苦しい、と言いながら、彼女の勢いに押され二、三歩後ずさった。ようやく首からチンジュの手をはずすと、彼はもう一度唯のさらに蒼白になった顔をじっと見つめた。

『兄貴から、何か連絡はあった？』

　力なく首を振った唯に『そうか』と顔をしかめながら、チョルヨンは唯の隣のパイプ椅子にどっかと腰を下ろした。

『こんなことになっちまって、兄貴もとうとう逃げ切れなくなったみたいだな。大韓工業社の社長、つまりテーファさんの親父さんが、昨日新聞を見るなり相当頭にきて邸に乗り込んできたんだ。この二人、実はかなり前だけど、内輪で結婚話が出たこともあったくらいでね。そのときは兄貴が全然乗り気じゃなくて流れたんだけど、今回は……。テーファさんに好意的な伯母さんが、ここぞとばかりに先頭切って向こうと話を進めてる』

　チンジュがアイゴーと一声大きく唸った。

『あの写真、何かの間違いじゃなかったの？』

『兄貴は偶然の出来事だったし、それ以上の意味は何もないと説明してる。だけど、テーファさんがご丁寧に事実だと公言してくれてさ。結局、事実がどうって問題じゃないんだな』

　彼はフーッと重いため息をついた。

『大宝グループの経営陣は何よりグループイメージへの影響最重視だから。日本電機サービスとの提携商品の完成発表が間近な今は余計に敏感さ。兄貴は企画の推進役だ。スキャンダルは決して許されない。とにかく状況は圧倒的に兄貴と唯さんに不利になってる。いつも寛大な伯父さん、いや、会長でさえ……』

『もういい！』

　それまで押し黙っていた唯が突然大声を上げたので、二人はぎょっとしたように彼女を見た。唯は小さく笑って一瞬目を閉じた。

『もういい……よくわかったから。ありがとう、チョルヨンさん。お蔭で今の状況がとてもよく呑み込めたわ。二人ともそんな顔しないでちょうだい。やっぱりって感じなんだもの。こうなるんじゃないかって、なんとなくわかってたような気がするの。所詮わたしなんかじゃ無理だったのよ。あの人にはテーファさんの方がよっぽどふさわしいしお似合いだって、自分でも思うもの。もう何も言うことはないわ』

『唯さん……』

『ど、どうするつもりなの？』

『とりあえず……、今のホテルを出てもっと安い旅館かどこかに移るわ。ここにいるのもあと一週間だし……』

　チョルヨンと顔を見合わせていたチンジュが、突然声を上げた。

『それじゃ、うちに来なさいよ』

『え？』

『そんな素敵な部屋を期待されても困るわよ。古いし狭いしベッドも一つしかないけど、部屋が一つあいてるの。お布団もあるわ。よかったらそうしたらいい。わたし一人暮らしだから』

『……いいの？　本当に？』

『ほら、ぼさっとしないで！　そうと決まったら、早く行きましょ』

　チンジュがチョルヨンを急きたてた。唯は申し訳なさそうにチョルヨンに向き直った。

『そうさせてもらいます。本当にごめんなさい、心配かけて……』

　チョルヨンはしばらくの間、考え込むように唯を眺めていたが、やがて唇を引き締めると、わかった、と頷き、二人を伴ってオフィスビル地下の駐車場に降りていった。









二十







　ホテルまでついてきたチンジュが、ゴージャスな部屋を見回し、ほうっと憧れのため息をついた。こんなところに一泊でもしてみたいなぁ、と呟く声に思わず苦笑した。

　きちんと整えられたベッドを見ていると、その上で彼と二人熱く絡み合って過ごした夜の記憶がまたよみがえってくる。急いで顔を背け荷作りに没頭した。

　チェックアウトを申し出ると、フロント係が大いに困惑顔をした。

『池上様の御代はユ･ソンウォン様よりすでにお支払済みになっておりますが、今日お立ちとは承っておりませんでした。もしや、当ホテルに何かご不満でもございましたでしょうか？』

　チョルヨンが少なからずほっとした顔になった。唯はさらに複雑な気分だった。自分で払います、と言いたいところだが、現実問題、カードの限度額を超えてしまうかもしれない。彼に甘え、分不相応なホテルに長期間泊まったりするからこういうことになるのだと、激しく自己嫌悪に陥った。




　ホテルを出た三人は、チョルヨンの車で会社からさほど遠くない多世帯住宅街にやって来た。

　最近増えている高級アパート街とは対照的な、ソウル市街地の大部分を埋める昔からの家屋が密集した住宅街の中の一つだ。

　チンジュの指示どおり、大通りからだんだん狭くなる路地に車を乗り入れていくと、やがて道の両脇に非常によく似た三，四階建てレンガ造りの住宅が現れる。びっしりと、ほとんど隙間なく並んだ建物には、各階にいくつかドアがついていて、それぞれの部屋には違う世帯が暮らしている。




　チンジュの部屋はその中の一つだった。狭い階段を上がった二階の突き当たりにあった。

　さっきのホテルなんかとくれぐれも比べないでよ、と何度も念を押されながら上がっていくと、なるほど、そこは決して広くはないがこざっぱりした明るい雰囲気の部屋だった。

　入り口から入ってすぐに小さなキッチンがついている。そこからちょっとしたリビング、閉めた部屋のドアが二つと、浴室が続いていた。

　若い女性らしく全てのドアに小さなイラストの額が飾られ、棚にはフラワーアートの花瓶や小物、ぬいぐるみが置いてある。唯達が通されたのは『アンパン』と呼ばれる箪笥のある部屋で、彼女が床暖房（オンドル）を入れてくれたおかげで、座っていると床がじんじんと暖かくなってきた。

　チョルヨンがスーツケースを運び込んだあと、腹が減ったな、と言いながら、近くの食堂に夕食を注文してくれた。程なくデリバリーで届いたのは、ごく一般的なわかめスープとキムチなどが少し付いた牛肉のトッパプ（どんぶり）定食だ。

　食欲もない唯を彼らしく気遣ってくれているのか、食べろ、たくさん食べろ、とひたすら勧めながら、一番先にぺろりと平らげたのはチョルヨンだった。呆れ顔のチンジュを、何か文句ある？　と言いたげに見返すと、外に出て行ってしまった。

　チンジュがコーヒーの入った大きなマグを手に、しかめっ面で見送っている。




『これからどうするつもり？』

　心配そうに尋ねる声に、唯はようやく強張っていた顔に微笑らしきものを浮かべた。

『色々ありがとう……』

　礼を言いながら、目の前に置かれたコーヒーマグを両手で包み込んだ。今は、この小さなぬくもりが何より嬉しい。

『どうするもこうするもないわ。わたしにできることは残りの期間精一杯勤めて、仕事が終わったら日本に帰る。もうそれだけよ』

『本部長のことは？　話もしないで、このままあっさり別れちゃうつもり？』

　チンジュが信じられないと言う顔をした。唯は力なく首を振る。

『それは……、でも、本部長にもどうしようもないんじゃないかしら。もうすでに、わたしなんかどう頑張っても太刀打ちできない世界の話になっているんだもの。話はしたいわ、もちろん。いくらなんでも、帰る前に会社で会えると思うから、そのときでもいいかなって……』

『本部長に電話したの？』

『何度もかけてるわ。でも彼の携帯つながらないのよ。わたしと話したくないのかもしれない』

『オンニー（おねえさん）ってば！　ちょっと物分り良過ぎ、ううん、はっきり言って馬鹿なんじゃない？　あたしも、咄嗟の勢いみたいにここに連れてきちゃったけど、本部長から連絡があるまで、あのホテルで頑張っててもよかったんじゃないかって思うわよ。本部長の気持をまず聞くべきよ！　そんなの決まってるでしょ！』

　怒るとチンジュも韓国女性の例に漏れず、歯に衣着せずつけつけはっきり物を言う。だがそれで、こちらが傷つくわけではない。むしろその奥の優しさが伝わってくる。

『……そうかもね。でもこれでいいような気がするの。もう、何も言わないで。チンジュさん、迷惑かけてごめんね。それに……本当にありがとう』

　言いながらまた苦しくなってきた。冷えた指先を温めようと、暖かいコーヒーマグをぎゅっと握り締める。




　あの新聞記事……。

　写真も確かに衝撃だったが、それ以上に胸につきささったのは文面のほうだった。

　それは唯がソウルに来て、ユ家の邸の大きな門をくぐった日からほぼ一ヶ月間、ソンウォンの傍で過ごしながらうっすら感じていたことを、はっきり文章化して目の前に突きつけられたようなものだったからだ。

　ユ･ソンウォンが『この国』の経済界でどのような立場に立ち、あるいは今後立っていくべき人物なのか、遅ればせながらようやくはっきりと目を開かれた気がしていた。本当に遅すぎる。そしてそんな彼の隣には、平凡な日本のＯＬ《池上唯》の場所など、どこにもあるはずがなかったのだ。

　彼を心から愛している。だがどんなに愛していても、世の中、愛とか恋という感情だけではどうにもならないことが多すぎる。

　二度とかなわないと思っていたソンウォンとの再会から、僅か二ヶ月足らず。もう彼なしには生きていくのも難しいほど、心も身体もこの恋にのめりこんでしまったあとで、我に返って思い知らされるのは、ただただ厳しい現実ばかりだとは。

　けれど今にして思えば、自分と結婚すると彼が言い出したとき、彼の父である大宝グループの会長が、頭ごなしに反対しなかったのが奇跡だった。母親が息子のために猛反対したのも道理だ。たとえ日本嫌いでなくても、きっとそうしたに違いない。




***　***　***




　チョルヨンが外から戻ってきた。

　いつになく不機嫌な様子で唯の隣にどっかと胡坐をかいて座り込むと、怒ったように何やらぶつぶつ呟いている。

　どこに行ってたの？　と問いかけても『外』と言うばかりではっきりとは答えない。置かれていたカップを取り上げ黙って冷めたコーヒーをすすりながら、何か考え込んでいる。

　そのまましばらく、三人ともじっと押し黙っていた。




　ふいに沈黙を破ったのはチンジュの家のドアベルだった。けたたましい音に唯は思わずびくっと飛び上がった。咄嗟にチョルヨンを見ると、彼は『まったく（チャムナ）』と言いながら、目を細めている。

『本部長!!　ちょっとオンニー！　本部長がいらっしゃったわよ』

　チンジュがあげた驚きの声が玄関から響き渡った。やっぱり……。唯は大きく息を吸い込んだ。傍らに座っていたチョルヨンも何やら意を決したように顔を上げる。

　二人は入ってきたスーツ姿のままの彼の顔を無言で見上げた。途端に唯は、はっと声を呑み込んだ。ソンウォンの憔悴した顔に胸を衝かれる。だが、彼はドアを締めるなり二人の前に立ちはだかるように、黙って二人を睨みつけた。

『どういうつもりで来たんだよ？』

　従兄を見上げたチョルヨンも目を細め、いつになく険悪な雰囲気で声を荒げる。

『兄貴が心配してるだろうと思ったから連絡は入れた。唯さんのことは心配するな、ここには来るなってあれほど言ったのに、来たって訳か。さらに話がややこしくなったら、どうするつもりなんだよ？』

　ソンウォンは、それには応えず唯をまっすぐ見下ろした。

『唯、どうして僕に一言の断わりもなくホテルを出たんだ？　フロントから連絡を受けてどんなに驚いたか。それに……』

　厳しい視線を再びチョルヨンに向ける。

『どうしてお前が一緒にいるんだ!?　チョルヨン』

『馬鹿な兄貴の代わり、さ』

『わたしがお願いしたんです。チョルヨンさんはわたしのトランクを運んでくれただけよ』

　唯が懸命に口を挟む。

『なぜ？』

『本当にこんなことになって大馬鹿だよ！　あのホテルにはいろんな有名人達も出入りしてる。これ以上、彼女があんな人目に立つホテルにいて、兄貴と一緒に出てくるところを万一芸能記者にでも見つかってみろ！　それこそ今とは比べられないくらいのスキャンダルになっちまう。唯さんまでが、いいさらし者になるじゃないか！　考えてみたのかよ！』

　こう怒鳴ってそっぽを向いた従弟に、目を細めたソンウォンからは、強い怒りと苛立ちの波動が感じられた。唯は慌てて立ち上がり、ソンウォンに向き合った。

　考えてもみなかったが、言われてみると今更のようにその可能性に気付き、ぎょっとする。さすがに、チョルヨンも若いとはいえ大宝グループの一員だ。




　黙って奥歯を噛み締めているソンウォンに向かい、チョルヨンは胡坐をかいて座ったまま、初めて聞くような荒々しい声で、さらに食って掛かった。

『俺は……、俺は兄貴と唯さんのことを心から応援したいと思ってた。けど、こんな事態になったからには、もう遠慮なく言わせて貰う！』

『……チョルヨン』

『今までに聞いた話を考えれば考えるほど、事情が難しくなりすぎてるってことだよ。あの写真は百歩譲って兄貴が言ったとおりだとしても、こういう事態になったのを受けて、今グループの理事会では、兄貴とテーファさんとの婚約を機に、むしろ喜んで大韓化成工業との本格提携も視野に入れようと、取り沙汰され始めてるそうじゃないか！　兄貴は当事者であり、理事の一員なんだ。こんなこと俺なんかよりよっぽどよく承知してるはずだろ？　今更どうやってこの結婚から逃げる気だよ？　もう逃げようもないじゃないか。違うのか？　それでよくこの人の前に顔を出せるもんだな？　恥を知れよ！』




　ソンウォンが、かがんでチョルヨンの襟首を掴んだ。チョルヨンも負けじとソンウォンの手首を掴む。唯は声を上げて、睨み合う二人の間に割って入った。そしてぐっと顔をこわばらせたままのソンウォンを見て、言葉を探しながらそっと唇を湿らせる。

『あなたに黙ってきてしまったことは、ごめんなさい。……でも』

　彼は黙ったままだった。

『でもこうするのが一番いいと思ったの。これ以上、ややこしくしないためにも……、チョルヨンさんほど秩序立てて考えた訳じゃないけど、わたしなりに……』

『何があっても信じてくれと言った……。僕の言葉は少しも信じられなかった？』

『いいえ、そういう理由じゃないわ。ただ……はっきりとわかっただけよ』

　唯は唐突に傍らのバッグを掴むと、彼から預かったカード類と携帯電話を差し出した。

『これを、お返ししなくちゃ、と思っていました……』

『あの、コーヒーを』廊下でチンジュの声がする。

『しまうんだ、そんなもの』ソンウォンがかすれた声で言った。

『こんなところでは話し合えない。どこか他に行こう。コートを。一緒に来るんだ』

『もういいのよ！　事情ははっきりわかったから。わたしのことなんか、これ以上気にしないでちょうだい。わたしは誰にも何も言わないから心配しないで。あなたは早くテーファさんのところに行けばいいでしょう！』

『生憎だが、そうは行かないんだ！』

　とうとうヒステリックに叫んでしまった唯に応え、ソンウォンも荒々しい声を食いしばった歯の隙間から押し出すと、唯の手首を乱暴に掴んだ。

『彼女も嫌がってるじゃないか、もうよせよ！』

　止めようとして彼の腕に手をかけたチョルヨンは今度こそソンウォンに殴りつけられ、床にしりもちを付いた。

　あっけにとられたように顎を押さえてソンウォンを見上げるチョルヨンから顔を背けると、彼は唯のコートを取り上げ、彼女を押し出すようにして部屋から出た。コーヒーの盆を手にしたチンジュが仰天した顔で二人を眺めている。唯はそのまま暗い戸外に連れ出され、有無を言わさず彼の車に押し込まれてしまった。




　フロントガラスの前に置かれた彼の携帯が振動している。無意識にそちらに顔を向けたが、彼に顎をつかまれ振り向かされた。

『出る必要はない。放っておくんだ』

『ソンウォンさん……』

『唯』

　その暗い目に魅入られたように見つめ返していると、彼の顔が近付いてきて荒々しく唇を奪われた。思わず目を閉じて彼に唇をゆだねてしまう。こんな事態になっても、彼に抵抗できなかったし、したいとも思わなかった。やはりどうしようもなく彼を愛している。状況が変わったからと言って、思いは何も変わりはしない。

　激しい彼の口付けに同じ激しさで返しながら、唯の目に涙が溢れてきた。

　顔を上げたソンウォンは、唯を抱き寄せ苦々しげに何か呟いた。初めて聞くような強く自分自身をののしる言葉だった。

　いつの間にか雫が頬を伝っていたらしい。彼は指先で唯の頬をぬぐい、泣き濡れた瞳を覗き込んだ。

『本当にあいつの言う通りだ……。反論の余地もなかったな。あの記事のせいで僕の計画は目茶苦茶になってしまった。こんなことになってすまない。泣かないでくれ……。本当にすまなかった』

　彼が何を謝っているのかわからなかった。今の乱暴な行為に対してなのか、記事が出たことに対してか、それとも……。

　これまでの全ての出来事に対しての謝罪のようにも聞こえ、唯は思わず身を引こうとした。だが、彼はなおもしっかりと掻き抱くように彼女の身体を抱き寄せたまま、離さなかった。

　携帯がまたしつこく唸り始めた。彼女を片腕に捕らえたまま、彼は苛立ったように手を伸ばし電源を切ってしまった。

『唯……。こんな事になってしまったが、僕の気持は何も変わっていない。あの写真記事は……、仕組まれていたんだ。テーファとお袋が二人でやったことだ。彼女に会った夜、待ち構えていたカメラマンの前でテーファが突然駆け寄ってきて、抱きつかれた……。僕は何もしていない。誓って』

　苦しそうな声に胸が詰まり、唯は顔を寄せて疲れ切った彼の頬に労わるようにキスした。この二日間、この人は大宝グループと大韓化成工業、そして彼女とわたしとの間に立たされて、どれだけ大変な時間を過ごしたのだろう。唯は彼の背中にそっと腕を回し、抱き締めた。

『あなたを信じてるわ。でも……、もう遅すぎるような気がするの。どうにもならないんじゃないかしら。どんなにあなたを愛していても、現実はあまりにも難しすぎるみたい……。本当のことを言うとね、あなたにプロポーズされた時から、どこか夢のような気がしていたの。やっぱり夢だったのかもしれないわね』

『君って人はどうして……この期に及んで、そんなふうに落ち着いて物が言えるんだ？　僕は嫌だ。夢になんかするものか。きっと……』

　半ば呆れ返ったというように彼は唯の額に額をつけて、目の奥を覗き込むようにしながら呟いた。背中に回された腕に再び力がこもる。離さない、というようにきつく抱かれているのが嬉しかった。

　やがて彼は彼女をそっとシートに戻し、シートベルトを締めた。エンジンをかけながら、いたずらっぽい微笑を浮かべて振り返る。

『どこかに行こう、唯』

『え、今から？　どこに？』

『どこでもいいさ』

　少し戸惑ったが、彼の笑顔を見た途端、微笑み返して頷いた。




***　***　***




『それは初めて聞いたわ。じゃあ、あなたは昔本当は何になりたかったわけ？』

『多くの青少年の例に漏れずサッカーの選手……だったな。中学までは、キャプテンでフォワードだったんだぞ、これでも』

『そっか、元サッカー少年だったのね。どうりで……。わたしも試合の応援に行きたかったな。きっと毎日でも行っちゃったかも……』

　ユニフォームを汗だくにして砂埃のグラウンドを走り、ボールを蹴っている彼なんて、想像するだけでもわくわくする。もしもその頃傍にいたら、絶対練習を見に足しげく通っていただろう。

『そういう君は？』

　くすっと笑って、彼が問い返した。

『わたし？　わたしは……なんだっけ。ああ、そうそう。学校の先生だったわ。国語か社会ね』

『うーん、実に似合いすぎてる。それじゃまったく意外性がないな。もっとこう何か……』

『どうせお堅いとかくそまじめだとか言うんでしょ。そんなのわかってるわよ、自分でも』

　悪かったわね、とプッと膨れると、彼はおかしそうに笑みをこぼした。

『いいさ、そんな君を見ていたいんだから……』




　カーステレオから流れてくるのは軽快なＫ－ポップス。ドライブインで買ったポテトやドリンクをつまみながら、夜のハイウェイを南へ南へと走っていく。どこに行くのかも尋ねなかった。そして暗黙の了解のように二人は今、山積している問題には一切触れなかった。何事もなかったように、ただ思いつくまま喋り、笑い合い、彼の肩にもたれかかって寄り添うように過ごした。それだけの時間がたまらなく愛おしくて、ただただ嬉しい。

　かなり遅くまで走った後、彼はもう限界だ、と言いながら道路沿いの小さなモーテルに部屋をとった。お世辞にもいい部屋とは言い難かったが、今の二人にはベッドがあるだけで充分だった。

　広いベッドで愛し合い、少し眠って目覚め、また愛し合うことを繰り返す夜。唯はこれを最後とばかりに、激しく彼に応え、自分から熱烈に彼を求めていった。




　初冬の朝……。夜明けは遅く、窓の外はまだ仄暗い。

　彼の指が触れるのを感じ、唯はベッドカバーの下でソンウォンのぬくもりにひたりながら、眠そうに目をしばたかせた。

『もう……朝なの？』

『まだ、もう少しあるよ』

　唯を抱き寄せて、ゆっくりとその滑らかな腹部を撫でていたソンウォンの手が止まった。

　ふいに彼は片肘を突いて少し身を起こすと、真剣な眼差しで彼女の顔を覗きこみ、こう問いかけた。

『前から聞きたいと思ってた。唯、僕らの子供は……？　その可能性はあるはずだ』










二十一







　その問いかけを聞いた途端、唯の肩がびくんと大きく揺れた。

　それはこの三週間、幾度も繰り返し愛を交しながら、口には出さなかったがいつもつきまとって離れなかった不安だった。

　もっと早く自分から対策を講じるべきだったのかもしれない。彼の方でもそれを期待していたのではないだろうか。そう思いつつも結局何もしないまま、できる限り考えないようにしてきたのだった。

　二人の赤ちゃん……。彼の子供。

　唯の中で不安と同じくらい強い憧れが、せめぎ合うように存在していた。だからこそ彼に求められるまま応じながら、一番大切な問題を中途半端にしてきてしまったのだ。まるで、どちらに転ぶかわからないギャンブルに賭けているようなものだった。それを今彼がずばりと突いてきた。

　それでは、彼もわかってくれていたのだ。そう知った途端、言葉にできない安堵感が唯を満たした。身体から力が抜け、知らず知らずのうちに目が潤んでくる。

　ソンウォンの真剣な眼差しが、夜明けのうす暗がりの中で、彼女の表情の変化を一つも見逃すまいとするようにじっと見つめていた。彼の手がそっと震える肩を撫でる。

『……心配しなくてもいい。ただ、もうわかっているなら教えてほしいんだ』

　揺るぎない目を彼女に当てたまま、ソンウォンは穏やかな声でもう一度促した。乾いた唇を湿らせ、ようやく答える。

『まだ無理よ……。わからないわ。一ヶ月も経っていないし、わたし……その、ちょっと不規則なほうだから……』

『そう……か』何かを考えるように、彼は身体の向きを変えて天井を見上げた。

『いつ頃わかる？』

　さらにこう問われ、困惑しながら改めて日数を数えてみた。

『多分、あと一週間前後ってところかしら……。普通より性能のいい検査紙でもあれば別だけど。でも……！　もし……、もし、そうだったら？　この状況でいったいどうなるっていうの？』

　何とか平静を保ちたかったが、完全に失敗した。上げた声が激しく震え、そのまま泣き出しそうになって慌てて彼の肩に顔を埋めて表情を隠した。抱き寄せる手にさらに力がこもる。

『もう一度、父を説得する余地は出ると思う。それで駄目なら……最後の手段だな』

『え？』

　意味がわからず顔を上げて問い返した唯にそれ以上は応えず、ソンウォンは愛おしむように微笑んで彼女のこめかみにそっと唇を押し当て、むき出しになっていた滑らかな肩をシーツでくるんだ。

『まだ暗いし寒いよ。もう少しお休み』

『だけど会社の時間が……。今何時かしら。ここがどこだかわからないけど、ソウルまでかなり遠いんじゃない？』

『相変わらずだな、真面目一辺倒の池上唯さん』

　やれやれ、と呟き、彼はいたずらっぽく目を煌かせた。

『今日は自主休暇。二人で一日とことん遊ぶんだ』




***　***　***




　薄い青空を見上げてどこに行きたい？　と尋ねられたとき、最初に浮かんだのは『遊園地』だった。ソンウォンがわざとらしく顔をしかめて子供だな、と苦笑する。

　それじゃソウル近郊まで戻らなきゃな、と言われ心配そうな顔になると、大丈夫さ、と頬をつつかれた。

　二人は車で昨夜来た道を再び戻ってきた。




　高速から降りて街に入ったとき、唐突に服を買いたいと言い出した唯に、意外そうな顔をしながら、商店街の中にあった国内有名ブランド店の前で車を停めてくれる。

　大きくはないがレディース･メンズ共に上品で良質のアウターウェアが揃った店だった。彼に服を見立ててあげるのは、密かにしてみたかったことの一つだ。唯は張り切って売り場に丁寧に並べられたシャツやセーター類を見渡し、似合いそうなものを手に取ってはソンウォンの身体に押し当てはじめた。

『ほらね、あなたなら絶対こういうのも似合うと思ったの。ううん、そういう色よりもこういう色のほうが日本人には受けがいいのよ』

『……なら、これ以上出してこなくてもそれでいいだろ？』

『あらら、意外ね。こういうことではすぐ面倒くさそうな顔するんだ。今までどうやって選んでたの？』

『別に……、ぱっとみて気に入ったのを適当に買ったり、貰うことも多かったし……』

　どうせ女の子にじゃないの？　と思わず目を細めると、彼は少しバツの悪そうな顔になった。

『……そりゃね。過去のことは仕方ないわよね』

　ちょっと意地悪い笑みを浮かべて、一番似合うと思ったモスグリーンのセーターと、黒のシャツを彼の胸にぐいっともう一度押し当てる。

　参ったな、と言うように何やらぶつぶつ呟きながら額の髪をかき上げているソンウォンが可笑しくて、クスクス笑いながらレジへ向かう。合わせて自分のも買った。もちろんキャッシュで。

　その店で、買ったばかりのカジュアルに着替えて、二人はまた車に乗った。




　吹く風は冷たかったが、よく晴れた日だった。平日の昼前だったせいか、訪れた遊園地は程ほどの人出だ。

　大体、韓国人は何事もやるときは徹底的にやる。彼もまた例外ではないようだった。あのソンウォンがジェットコースターの隣で楽しそうに思い切り声を上げているなんて……。会社にいるときの顔とは全く違う。まるで少年のように、心から楽しんで解放されて見える。

　そんな彼がたまらなく可愛くて、愛おしくて。つい何度も涙腺が緩みそうになるのをこらえ、唯も終始明るくはしゃいでいた。

　そういえば、あなたの写真一枚も撮ってない、と言うと、彼が売店で使い捨てカメラを買ってきてくれた。噴水や花壇の前でカメラを向けると、ちょっとふざけたポーズを取ってくれる。通りすがりの人に頼んで、腕を組んだり、肩を組んだりしてツーショットも何枚か撮った。もちろん、彼の携帯でもたくさん撮り合う。




　メリーゴーランドに一緒に揺られ、コーヒーカップで目を回し、バイキング船ではバーにしがみついて絶叫する。ホットドックを食べながら歩き、ドリンク片手にまた一枚パシャリ。

　そして大観覧車に寄り添って座り、風に吹かれてゆっくりと眺望を楽しんだ。そうして、楽しい午後の時間はあっと言う間に過ぎ去っていった……。




　西空が夕映えに染まる頃、帰り始めた人々の中に、二人は空を見上げて寄り添うように立っていた。

　しばらく黙りこくっていた彼が、ふとため息混じりに呟いた。

『この一ヶ月、もっとこういう時間をたくさん過ごせばよかった。馬鹿だな。仕事なんか適当にしておけばよかったのに……』

『あら！　大宝グループのオニの本部長にしては、ずいぶんと……会心したじゃ……ない……』

　茶化そうとしたが、最後まで言うことはできなかった。とうとう目から涙が溢れてどうにも止まらなくなった。彼の肩に顔を押し当てむせび泣いてしまう。

　ソンウォンの腕にぐっと力がこもった。たまらない、と言うように彼女の身体に腕が回され、人目もはばからず抱き寄せられる。彼の吐く息も急に不規則になった。

『ごめん……なさい。せっかく楽しかったのに、泣いたりして……』

　ようやく涙をぬぐって顔を上げると、唯は身体を離しソンウォンに微笑みかけた。

『ねぇ、ソンウォンさん……。あの日買ってくれた指輪……。あれだけずっと持っていたいって言ったら怒る？』

『唯！』

　苦しそうに何か言いかけた彼の唇を、唯の細い指先が何も言わないで、とばかりにそっと押し留めた。

『もう返さないといけないのは、よくわかってるんだけど……』

『馬鹿なことを』

　ソンウォンの大きな掌が、彼女の髪にくしゃっと差し込まれ顔を持ち上げたので、二人の視線が絡まった。きつくなっていた彼の眼が今日一日でかなり和んだように思う。微笑む顔が少し悲しそうに見えた。

『あれは君のものだ。他の誰があれをつけるって言うんだ？　そんなの返そうったって、絶対受け取るものか』

『……よかった』

『唯！』

　たまらない、と言うように彼の両腕が彼女を再び捉え、痛いほど抱き締められた。また溢れてきた涙を隠そうと彼の胸に顔を埋める。間髪入れず真剣な声が聞こえた。

『唯、現状を収拾するには、確かにちょっと時間がかかるかもしれない。だが、僕達二人のことをあきらめるつもりはさらさらないよ。待っていてほしいんだ……』

『………』

　返事の代わりに、唯はさらに強く彼の胸に顔をこすりつけた。

　たとえかなわない夢でも、あなたの今の気持だけで、わたしにはもう十分だから。

　やがて唯は、涙の筋の付いた顔を上げて、ニッコリと微笑みかけた。

　彼に送られ、チンジュの部屋の前に帰り着いたときにはもう夜だった。昨夜ここで車に乗せられたときとは違う、さびしいけれど限りなく満ち足りた気持で、唯は手を振り、笑顔で彼の車を見送った。

　見えなくなっても、しばらくそのまま路傍に佇んでいた。気がつくとまた頬を涙が濡らしていた。




***　***　***




　翌朝。

　いつも通り出勤した唯が残る事務を片付けていると、どこからか戻ってきたアン主任が複雑な面持ちでこちらに近付いてきた。

『池上さん、会長がじきじきに君をお呼びだそうでね。会長室への行き方はわかるかな？』

　心なしか彼はひどく残念そうに見えた。目の前で、チンジュがはっとしたように口に手を当て、叫び声を押し殺している。

　唯もさっと顔色を変えたが、黙って頷いた。




　あの日と同じ、印象派の絵の掛かった大宝グループの会長室。初めてここに入ったのは、ソンウォンと婚約した直後だった。あれからまだたった一ヶ月半しか経っていない。

　だが、二人を巡る状況はその間に目まぐるしく変転し、もはや本人達にもどうしようもないほどの障壁に取り囲まれてしまっていた。

　そして今、再びここに呼ばれた理由は、もうわかりきっている……。

　セキュリティ･チェックを通過し、会長のいる奥の部屋に通される。そこには数人の先客がいた。

　扉が開いた途端、聞き慣れた声がこれまで耳にしたこともないほど激しく言い争っているのが聞こえ、思わずその場に立ちすくんでしまった。

　部屋の奥のマホガニーの机の前に立って、会長と対峙しているのはスーツ姿のソンウォンだった。

　この国屈指の財閥の会長は、頭が痛いと言うように椅子の背にもたれて目を閉じ、息子の言葉に顔をしかめている。同じくグループ理事の一人である兄のソンジョンが、厳しい表情で机から少し離れたソファーに座り、黙って二人のやり取りを聞いていた。会長とソンウォンの間でハラハラしながら、時折いさめるようにソンウォンを制している黒スーツの男は、会長の側近か秘書だろう。

　深刻な雰囲気の男達の中に入っていくには、ありったけの勇気が必要だった。

　ごくりと唾を飲み込んでから、失礼します、とようやく声をかける。途端に、ソンウォンが驚いたように振り返った。

『唯……!?』

　どうして、と言う顔で咄嗟に彼女に歩み寄ろうとした次男を、会長が一声で制した。そして唯に向かって慇懃に来客用のソファーを勧める。ソンジョンが同情のこもった微笑で立ち上がり、ためらっている唯を座らせた。




『唯さん、これまでのいきさつは聞いておられるかな？』

　彼女に対する会長の態度は、あくまで丁重で優しかった。青ざめた、けれどどこか決然とした唯の顔を眺めながら、何やら幾度も頷いている。

　短く『はい』と答えると、そうか、と深いため息をついた。

『できることなら、息子の意思を尊重してやりたいと思っていた。だが、こうなった以上、それもかなわなくなってしまったようだ。長男同様、これの肩にもまた我が大宝グループ全体の信用と未来とが大きくかかっているのですよ。ご理解いただけますかな』

『会長！　それに関しては何度も申し上げていますが……』

　ソンウォンがたまらないと言うようにまた声を上げた。会長は机に肘を付き、顔の前で両手を組むと、決して有無を言わさぬ支配者の貫禄で息子をじろりと一瞥した。

『我々はグループに対する責任を負っている。それは何よりも重要視されなければならん。それこそが経営者の努めというものだ。お前には婚約式の日取りが決まったと言ったはずだ。これは決定だ。もともと誰もが好ましく考えていた話なのだ。お前にとっても何の文句も不足もない相手ではないか。そう好き勝手に逃げ出すことが許されると思うな。もうこれ以上、何度も言わせるんじゃない』

　唯は大きく目を見開いた。歯を食いしばるようにして、ソンウォンはしばらく黙って父を見つめていたが、やがて意を決したように再び口を開いた。

『どうあっても、わたしの意見を聞き入れてはいただけないのですか？　彼女は……妊娠しているかもしれない、とも申し上げたはずです。その可能性があるのに、彼女を一人で帰すことはできません。もう日本電機サービスとの提携事業はほぼ完成の域に達しています。ここまで来ればあとの現場はアン主任に引き継ぐことも可能だ。今度の件でグループに損失を及ぼすというなら……、わたしが一切の責任を取れば済むことではないですか！』

『くどい！　わしに向かってこれ以上の口答えは許さんぞ！　ソンウォン』

　会長が突然、それまで見たこともないほど激した声を上げて、拳で机を激しく叩いた。

　唯はぎょっとして思わず身をすくめた。ソンジョンが顔を強張らせて、弟の肩を無言で引き戻す。机の脇に立っていた会長の側近も慌ててソンウォンに近付き、どうぞ落ち着いてください、と囁いている。

　だがソンウォンは、男をうるさいと言わんばかりに睨み返し、兄の手を乱暴に振り払った。




　唯は激しい衝撃の中で、そんなソンウォンの姿を見つめていた。責任を取るですって!?　それはどういう意味なの？　まさか……。

　意味が呑み込めてくると同時に、口の中がカラカラになる。

　だめよ。彼にそんなことをさせるなんて……絶対にだめ！

　ほとんどパニックに陥りそうになりながら、いけない、いけない、と何度も心の中で繰り返す。

　彼女の目の前で、緊迫したやり取りはなおも続けられていた。




『何度も言わせるな！　ソンウォン。これがわしの最終決定だ。今テーファさんが式の打ち合わせにこちらに向かっている』

『それこそ、絶、対、に、お断りします！』

『ソンウォン！　父さんに対してその口の利き方は何だ！』

　ついに立ち上がった父と激しく睨み合う弟に、兄がたまりかねたように弟を再び強く制した。

　会長はフーッとため息をついて目を閉じ、それ以上聞きたくないと言うように片手を振った。疲れたように再び深く椅子に腰を落とす。

　ふいに、会長が唯を見た。鋭い目に射抜かれぎくりとする。

『本当なのかね？』

　ああ、どう答えれば彼のために一番いいのだろう。

　返答に迷い唇を湿してちらりとソンウォンを見やる。彼の緊張した眼がこちらに向けられた。

　だが、次いで深いため息混じりに会長の呟きが聞こえ、舌先まで出掛かっていた言葉が凍りついた。

『……ならばやむをえん。それなりの処置を取らねばなるまい』

　その瞬間、唐突に心が定まった。唯は声の震えをどうにか抑え、ほとんど機械的とも言える調子でこう答えた。

『そのご心配には……及びません。わたしとソンウォンさんとの間には何も……、いっさい何もありませんでした。こちらでの業務が終わり次第、わたしは日本に帰らせていただきたいと思います』

　傍らで大きく息を吸いこむ音がした。ソンウォンの視線が氷の刃のように唯の身体に突き刺さる。

　ゆっくりと一歩踏み出した彼の顔を見ることができず、目を閉じてしまった。

　それでも、彼の全身から発散される激しい怒りの波動を、唯はひしひしと感じとっていた。










二十二







　二人はともに無言だった。一瞬時間が止まったような錯覚さえ覚える。まるで刃物の上で今にも落ちそうになりながら、かろうじて最後のバランスを保っているやじろべえにでもなったようだ。

　ソンウォンの顔を見ることはどうしてもできなかった。今、見てしまったらおしまいだ。この見せかけのプライドも落ち着きも何もかもかなぐり捨てて、人目もはばからず彼に取りすがって泣き出してしまうだろう。

　いっそそうしてしまいたいという誘惑にも駆られたが、この期に及んで醜態をさらし、彼をさらに追い詰めてしまう結果になるばかりだ。

　この千切れそうな痛みの中でも、まだそう判断できるだけの理性のかけらが残っているなんて……。そんな自分の性格が恨めしかった。

『ここまで来て、また……そんなふうに言うのか、君は……』

　ふいに呟いた彼の言葉が、唯をさらに打ちのめした。それはおそらく一番近くにいた彼女以外誰にも聞こえなかっただろう。低いほとんどかすれた彼の声は、内面に渦巻く激情と絶望にひしがれたように響いて、彼女の心臓の真芯を貫いた。

　急に足元がおぼつかなくなり寒気を覚える。それでも必死になってその場にじっと立ち尽くしていた。

　ソンウォンはまだ目の前にいる……。どんなに堅く目を閉じていても、彼の焼けるような視線からは逃れようがなかった。引き裂かれそうな獰猛な気配。まるで視線で掴み掛かられてでもいるようだ……。




『これはこれは……。お前と違ってなかなか融通の利く、理解力のあるお嬢さんだ。引き際というものを実によく心得ている』

　一瞬の――唯にとっては永遠とも思われた――沈黙ののち、会長が満足そうにこう言った。

　凍りついた二人とは対照的に、周りの男達の気配はあきらかに安堵に変っていた。会長の声からも緊張が解け、問題は全て解決したと言わんばかりの喜ばしさすらたたえている。

　ふいに、荒々しく靴音が響き、視線の呪縛から解放されたのがわかった。力任せにたたきつけるような大きな音をたてて、会長室のドアが閉まる。

　あとに残ったのは、ただ空っぽの虚しい空間だけだった。

　唯がおそるおそる目を開いたとき、すでにソンウォンの姿はどこにもなかった。




　ソンウォンは去ってしまった。

　おそらく自分に完全に愛想を付かして……。

　感覚すら全て麻痺させるほどの痛みだけが、今の唯に残されたただ一つのものだった。

　一刻も早くここから出て行きたかった。全てが終わった今、韓国に居ることにもう何の意味もない。日本に帰りたい。今彼女はそれ以外何も考えられなかった。




『なかなか目端の利く優秀なお嬢さんだ。それでは唯さん、今日の午後の便で東京に帰られるがいい。これからすぐホテルに帰りなさい。甥のユ･チョルヨンとは知り合いだそうだね？　彼に空港まで送らせよう。それからこの期間の出向手当てはもちろん貴社に全額、そしてあなた個人にも必要なだけお支払いしたいと思っている』

　満足そうな会長の言葉に、唯はようやく我に返った。自ら予測し、希望した通りの成り行きにほっとして、まだ震える唇でかろうじて短く答える。

『いいえ……。わたしは何も要りません。以前ソンウォンさんのお母様にも申し上げたとおりです。おっしゃるとおり日本に帰ります。一ヶ月間、大変お世話になりました』

　ノックと共に会長室の扉が再び開いた。スーツ姿のチョルヨンが緊張した面持ちで入ってきた。その場に居る唯と、彼女を取り囲むように立つ男達を見るなり、はっとしたように立ち止まったが、次の瞬間、彼はあらゆる感情を見事に面から消し去った。

『お呼びでしょうか？』

　会長は甥に頷きかけると、唯を空港まで送り所定の飛行機に乗せるよう短く指示を出した。秘書の男がチョルヨンに近付きポケットから取り出した航空券らしき封筒を手渡す。

　チョルヨンは何ともいえない表情になった。真っ青になって倒れそうな唯の顔をじっと見てから手短に問い返し必要なことを確認すると、唯の傍らに近付いた。彼がそっと手を添えて背中を支えてくれたので、ようやく動けるようになる。

　チョルヨンに優しく促され、唯はその場の誰からも目を逸らしたまま静かに会長室を後にした。




　完全に人気のない廊下に出た途端、チョルヨンの腕が唯の身体をさらにしっかり支えるように伸びてきて、ほとんど抱きかかえられるような格好になった。彼は表情を曇らせたまま、労わるように彼女の顔を覗きこんだ。

『唯さん、今にも倒れるんじゃないかと気が気じゃなかった。とにかく早くあの部屋から連れ出さなきゃって、そればかり考えてたんだ……。大丈夫……なわけないな』

　そして唐突に顔をしかめ、彼は横を向いて吐き捨てるように呟いた。

『畜生！　会長自ら無理やり決裁かよ。まったく酷い話だぜ……。グループの長たる大の男が寄ってたかってたった一人の女性に何てことを。うちのグループも先が見えた気がするな。唯さん、歩ける？　真っ青だよ』

　何もかも失った今の彼女に、彼の気遣いは胸に染みとおるほど暖かく感じられた。心配そうにゆっくり傍を歩いてくれるチョルヨンに支えられ、放心したように足を動かしてようやくエレベーターの前までたどり着く。そのときだった。




***　***　***




　ちょうど上がってきたＶＩＰ専用のエレベーターが二人の目の前で開き、一人の女性が降りてきた。途端に、チョルヨンが激しく身体を強張らせた。

『あら、あなた方！』

　その声を聞くなり唯も反射的に顔を上げた。

　襟首と袖口にファーのついた白いカシミヤのコートに、髪はアップに結い上げ耳元に華やかなイヤリングをつけた、いつにも増して着飾ったキム･テーファが、顔に驚きの色を浮かべて立っている。

　唯に寄り添って顔を強張らせたチョルヨンと、唯の青ざめた生気のない顔とを交互に見比べた社長令嬢は、やがて勝ち誇ったようにあでやかな笑みを浮かべた。

『そう。どうやら、やっとわかったようね。それでは彼のことはおとなしくあきらめて、日本に帰るのね。これはもちろん、そういう意味なんでしょう？』

『……あの人のため、です。それ以外の理由なんか……何もないわ』

　完全に放心していたように見えた唯の口から、思いがけずひび割れた声が漏れ、チョルヨンは驚いて彼女を見やった。彼女の目はその瞬間僅かに煌いた。

　ふふん、と鼻先で笑ってそのまま行き過ぎかけたテーファに、チョルヨンが後向きのまま荒々しく声をかけた。

『待ちなよ、テーファさん』

　彼女の足がぴたりと止まる。

『あんたさ。あんな卑劣な方法でソンウォン兄を追い詰めて、生木を引き裂くみたいにこの人との仲を裂いておいて……、堂々と勝ったつもりでいるわけですかね？　それで唯さんに代わって兄貴の横に立って幸せになれると本気で考えてる？　はっ、まったく神経を疑うよ。俺だったらそんな女、死んでも願い下げだな。結婚どころか金輪際口も利きたくないってもんだ……』

『な、何が言いたいのよ？　失礼ね！』




　再びくるりと振り向いたとき、テーファの顔から先ほどの嘲笑は完全に消えていた。美しい唇がわななくように震えている。チョルヨンは目を細めてにやりと笑った。

『それはあんた自身、一番お心当たりがあるんじゃないんですかね？』

　ふいに表面的な微笑を消したチョルヨンが心底怒りのこもった目でテーファを睨みつけたので、彼女もひるんだように一歩後ずさった。それでも社長令嬢のプライドからか、昂然と顔を上げると、もう振り返りもせずさっさと会長室へと歩き去っていった。

『兄貴はいないぜ、おあいにく！』

　チョルヨンはこう吐き捨てると、先ほどテーファが乗ってきて留まったままになっていたエレベーターに乗るよう唯を促した。ドアが閉まるなり腹立ちを隠そうともせず言う。

『さっき言ったことは口から出任せなんかじゃないよ。兄貴はあれからテーファさんと一緒に居ても――いや居ざるを得なくなっても、と言うべきかな――俺が知ってる限りじゃ一言だって彼女と口を利いちゃいない。顔も見てないくらいだ。まるきり無視してる。気丈に見せているけど、彼女も内心相当参ってるんじゃないかと思うな。まぁ、兄貴の気持考えりゃ当然だろうさ。同情はしないよ』

　唯の唇が、かすかに微笑するように動いた。

　一生懸命慰めてくれるチョルヨンの気持が、とにかく嬉しかった。彼がいなかったら、自分は今頃どうなっていたかわからない。




　相変わらず生気のない目で前を見つめたまま、人形のように車のシートに座る彼女を、チョルヨンは心配そうに見つめた。

　唯の目は開いていたが虚ろで何も見えていないようだ。唇だけが今にも泣き出しそうに小刻みに震えている。

　たまりかねた彼は、エンジンをかけようとしていた手を彼女の肩にそっと置くと、ポケットから携帯を取り出し彼女の目の前にぐいと差し出した。

『これで兄貴に電話しなよ。多分出るから』

　唯はピクリと動いてそれを見た。だが次の瞬間、もういい……と言うように黙って首を振った。

『もうお別れは……、昨日のうちに言ったもの……。お願い……。このままチンジュさんの家に行って。……荷物を……』

『唯さん、無理しないで。ここには俺しかいないよ。もう泣いたっていいんだ。泣きたいだけ泣くといいよ』

　彼の優しい言葉が唯の心の最後の防波堤を突き崩した。とうに限界にきていた唯の唇から嗚咽が漏れ、同時に目から涙がどっと溢れてどうにもとまらなくなった。堰を切ったように泣き始めた彼女の背中を、チョルヨンは何事かささやきながら、ずっとさすってくれていた。




『また、何かあったら連絡してもかまわないかな？』

　空港での別れ際、チョルヨンは少しためらいながら唯にこう尋ねた。彼女も今はかなり落ち着いていた。さっき車の中で、これ以上泣けないというくらい泣いたのが効いたようだ。まぶたは腫れぼったかったが、気力は少し戻ってきていた。

『そうね。大分あとなら多分……。だけどソンウォンさんが結婚した、なんて言う知らせだけは、お願いだから勘弁してね』

　唯はちょっと笑ってそう返した。チョルヨンも微笑んで『わかった』と頷く。

　二人はまるで、親友同士のように手を振って別れた。

　彼はしばらくその場に佇んでいた。やがてゆっくりと空港を出て車に向かったチョルヨンの頭上を、飛行機が轟音を上げて飛び立っていった。




***　***　***




　その夜。

　まだ早い時間から、大宝グループの会長夫人ソン･ミンスクは次男のマンションを訪れていた。

　ブルーミンクのコートに身をつつみ息子の部屋のエントランスホールに立ったまま、彼女はこめかみを抑えて大きなため息をついた。

　先ほどから呼び鈴を何度押しても一向に出てくる気配がない。子供っぽい反抗も、もういい加減でやめさせなくては。地下駐車場に彼の車があるのは確認済みだった。

　彼女は携帯からリムジンの運転手に連絡した。今マンションの管理人が鍵を持って上がってくるのを待っているところだ。

　ここ数週間の疲れが、さすがの彼女にも押し寄せてきていた。だがそれでも苦労した甲斐はあったというものだ。あの生意気な娘も今頃日本に帰り着いただろう。もう二度と息子や自分達の前に現れることもない。

　彼女は満足げに微笑んだ。




　もちろん他にも候補はいくらでも居たが、大韓化成工業社の社長令嬢はことのほか彼女のお気に入りだった。

　性格が若い頃の自分に似ているからかもしれない。容姿、家柄共に申し分のない相手として早くから息子の嫁にと目をつけていたので、なにくれとなく世話を焼き、折に触れて息子にも話を持ちかけ続けてきた。

　だが、肝心の本人がどれほど言おうと一向にその気にならない。

　業を煮やし始めていたときに、突然寝耳に水のような今回の婚約騒動が持ち上がり、文字通り仰天させられたのだった。

　その相手はあろうことか、日本の会社勤めのごく普通の娘だという。自分にとって忌まわしい記憶に結びつく日本の、しかも平凡な娘ときては、容認できるはずもない話だった。

　だが、どんなにその一時の思い込みの浅はかさを説き、テーファの良さや彼女と結婚するメリットを説いて聞かせても、息子は頑として譲ろうとせず、逆にこちらをなじるようなセリフで応酬する始末だ。

　おとなしい性格の長男と違い、ソンウォンは幼い頃から活発で何事にも抜け目ない優秀な息子だった。グループに入ったあとの業績も目覚しく、まだ若いながら理事という肩書きのみならず、実際に現場で一部門を引っ張るだけの牽引力をすでに発揮している。

　母親として、もちろん会長職は長男が継ぐことに何の異存もないが、その元で兄と対等な職責を与えてしかるべき期待の息子だった。

　その次男が、よりによって日本の娘と恋に落ちるとは……。いったい自分はどこで何を間違えたのだろう。




　今度ばかりは手こずった。ソンウォンの愚かなまでの頑固さと一途さに腹を立てつつも、二人の互いの思い込みの激しさに強い危惧を感じた彼女は、とうとう知り合いの記者を使って一計を案じた。

　テーファを説いて裏から手を回し、大韓化成工業の社長夫人まで抱き込んでこの計画を実行に移していった。それは見事に成功を収めたように見えた。

　いざとなったらグループの多少の損害も辞さない覚悟だったが、同時に彼女は夫や息子達の性格や考え方も十分にわきまえていた。

　準備周到でやり手の次男も、さすがにそこまでは考えてもみなかったようだ。ことは首尾よく進み、新聞を見てかなりの剣幕でやってきた向こうの社長に、すかさず同意を示して宥めると、息子にも今度こそ逃れる機会を与えず、ここぞとばかりに既成事実を突きつけ追い込んでいった。

　これまで結婚は本人の意思に任せてはどうか、と次男にことの他甘かった夫も、こと会社の信用問題に関わる事態に及んで、とうとう折れた。

　そして今、あの邪魔な娘は日本に帰っていった。もう二度と大宝グループに関わるようなポジションには付かせないよう、夫の秘書が向こうの会社に言い含めているはずだ。

　今こそ絶好の機会だった。すべてが似つかわしい相手との結婚を、それでも頑なに拒否し続ける息子に、今夜こそ母の権限で言ってきかせるつもりで来たのだ。

　また打ち合わせをすっぽかされた、とテーファが泣きながら電話してきたのは、その日の昼前のこと。優しく慰めて落ち着かせ、何としても納得させるからお待ちなさい、と安心させて電話を切った後、さっそくあれこれ準備した。

　今夜と言う今夜は、はっきり納得させてやろうと決めていた。運転手と共にようやく上がってきた管理人を、遅い、とばかりにじろりと睨みつける。




　ドアを開けると中は真っ暗だった。一歩入った途端、むせるほどのアルコール臭が鼻をついた。

　息子は普段それほど飲むたちではない。驚いて持って来た包みも取り落とし、ソンウォンの名を呼びながら奥に入っていった。返事はない。

　明かりをつけながらリビングまで来ると、足元に転がっていた何かにつまづいた。床を見るとかなりの本数の空の酒瓶が、そこここに無造作に転がっている。ウィスキーの瓶がテーブルの上で横倒しになり、琥珀色の水溜りが床まで滴り落ちていた。

　ぎょっとしておそるおそる息子の寝室を覗いた途端、悲鳴をあげた。床にガラスの破片が散乱している。壁の鏡が割れ、飛び散ったガラスの破片と血痕で、部屋はすさまじい有様だった。

　目を見張っておびえたようにひたすら息子の姿を探した。ベッドの陰に伸びた黒っぽいスラックスから、素足が覗いている。

『ソンウォンや！』

　真っ青になって駆け寄ると、ぶるぶる震えながら息子の名を幾度も呼んだ。彼の手が血に染まっていることに気付き、再びぎょっとする。着ているカッターシャツも血で汚れていた。泥酔しているのか完全に意識を失っている。文字通り前後不覚になって倒れ込んだらしい。

　うつ伏せになった頭を持ち上げてみると、顔には血の気がなく脈拍まで弱り始めているような気がした。その両手は傷だらけだった。自ら素手で叩き割ったと思しき鏡の破片が彼の周囲に散乱している。

　切り傷からなおも噴き出す血が、彼の手を赤黒く染め続けていた。咄嗟にハンカチを取り出し傷口を縛ろうとするが、手が震えておぼつかない。




　運転手とマンションの管理人が悲鳴を聞いて部屋に駆け込んだとき、ミンスクは嗚咽しながらぐったりした息子の頭を抱きかかえ、ガラスの破片のただ中に座り込んでいた。

『お前……、お前、どうしたって言うの。いったい何だってこんなことに……』

　医者だ、いや救急車だ、と慌てふためく男達の間で、彼女は毛皮のコートが汚れるのも構わず、息子を抱き締めながら幾度もそう繰り返していた。










二十三







　都内の自宅ワンルームに戻った唯は、トランクを置いて明かりをつけるなり、放心したようにベッドに座り込んだ。

　午後からほとんど何も口にしていないのに、空腹さえ感じない。一ヶ月近く不在だった部屋は暖気もなくひどく寒かったが、それすらわからないほど感覚全てが麻痺していた。

　しばらくぼんやりと壁際の本棚を眺めていたが、ふと思い出してバッグを取り上げ、遊園地で写して現像した写真を引っ張り出した。多少ピントボケしているものもあったが、おおむねよく写っている。まだほんの昨日の出来事なのに、あれから随分時が経ってしまったような気がした。

　どの写真にも、おどけるような表情を浮かべて、あるいは優しく自分に向かって微笑みかけるソンウォンがいた。

　あの人のこういう顔を見た人は、そう多くはないはずよね。呟きながら写真の彼に微笑み返すと、お気に入りの一枚をゆっくりとフォトスタンドに入れる。

　さよなら……ね。

　だけど愛しているから。わたしの思いはこれから先も絶対に変わらないから……。

　心の中で幾度もそう繰り返し、そっと写真に唇を押し当てる。

　また涙がこみ上げてきた。手の中のフォトスタンドに雫がこぼれ彼の笑顔がぼやけた。ぬぐってもぬぐってもどうしようもなくぽろぽろと溢れてくる涙を、それでも手の甲でぬぐい続けながら、今日だけ、今だけ、と自分に必死に言い聞かせる。

　とうとう涙も出尽くしたとき、彼女は顔を上げてそっと腹部に手をやった。

　そう、わたしにはまだこの子がいる。もう泣かない。砕け散った恋を思って泣くのはこれでおしまい。いつまでも、めそめそしてなんかいられない。お腹のこの子のためにも、これからもっと強くならなくては。




　……きっといる。

　わたしと彼が交した愛のかけがえのない結晶。

　きっとここに息づいているから……。

　それは、あの時彼を傷つけてまでも守りたかった、自分に残されたたった一つの希望だった。




　唯は涙をぬぐうと立ち上がり、フォトスタンドを本棚に置こうとした。

　ふいに、右手がずきんと激しく痛んだ。あっと思った途端持っていたそれが手の中から滑り落ち、フローリングの床の上でカシャンと小さな音を立てた。写真を覆うガラスが砕け、周りに細かい破片が散っている。

　慌てて拾い上げた彼女の表情が曇った。とても嫌な胸騒ぎに心がざわめくのを感じながら、スタンドの中で微笑む彼をもう一度まじまじと見つめる。

　そのとき、部屋の電話が鳴った……。




***　***　***




　燕世大学付属病院、集中治療室（ＩＣＵ）前。

　治療中の赤いランプはもう一時間以上ずっと灯されたままだった。がっちりと閉ざされた重い扉の前に並ぶ堅い椅子に座ったまま、ソン･ミンスクは怯えたように身動きもできずにいた。

　リムジンの運転手から知らせを聞いて、まず長男のソンジョンとその妻のヘヨンが、とるものもとりあえず駆けつけてきた。少し遅れてチョルヨンとその母親が到着する。皆、着替えもそこそこに急いで来たようだ。事情を知るものはひどく苦い顔で、知らないものは驚きの色を浮かべて、ＩＣＵの表示ランプを見上げ、それから力なくうなだれているミンスクに目を移した。チョルヨンの母親が、『お義姉さん、大丈夫ですか……』と呼びかけながら彼女の隣に座り、ただ励ますように堅く手を握りしめる。

　ソンジョンも黙って母の前に腰を下ろした。今日の昼間、弟と交した嫌な言い争いが記憶に鮮明によみがえる。

『お義母様、いったい何があったんです？　あのソンウォンさんが一体どうしてこんなことに……？』

　何も知らない彼の妻が驚きを露に義母に尋ねた。ソンジョンはピクリと動いて彼女の肩を押さえ、『何も言うな』と目顔で示す。それまで彼らから少し離れた所に立って、ジーンズのポケットに手を突っ込んだまま押し黙っていたチョルヨンが、とうとう我慢しきれない、というように荒々しく声を上げた。

『くそっ、こんなことになるまで、誰もソンウォン兄（ヒョン）達の気持が本当にわからなかったんですか？　無理に引き離せば終わると思ってたんでしょう？　その挙句がこの有様じゃないですか！』

　ソンジョンがはっとしたように母親を見て、牽制するような眼差しを十歳下の従弟に投げた。

　チョルヨンの言葉にミンスクはびくっとしたように顔を上げると、やりきれなさを露にして自分を睨みつけている甥を、改めて見直すように見つめた。彼女の唇がまるで泣きそうにわななきはじめる。




『ご子息は急性アルコール中毒症です。切創からの出血もかなりありますが、何より短時間で急激に体内にエタノールを摂取し過ぎている。すでに昏睡状態に陥っており呼吸も弱って非常に危険です。現在人工呼吸を行いながら輸液と胃内洗浄を行っています。とにかく全力を尽くしましょう』




　手短にこう告げた医師が重い扉の向こうに姿を消したあと、恐怖の冷たい手に心臓を掴まれたままこの椅子に座りこんで、もうどれくらい時間が過ぎたのだろう。大切な息子を失うのではないかと、恐ろしさに身がすくむばかりだった。ここが病院の待合室でなければ、我が子の名を喉がかれるまで喚き叫んででも正気に返らせてやりたい。

　彼女は何か言いかけたが、結局美しい顔を歪めただけでまたふいっと横を向いてしまった。チョルヨンは、伯母のミンクのコートに血が付いていることに気付き、目を見張った。

　また複数の足音が聞こえ、一堂がほぼ同時に顔を上げた。来たのはキム･テーファだった。固い表情で娘に付き添う母親と、大韓化成工業社の社長秘書が一緒だ。

『おば様……』

　化粧気のないテーファの顔は、その場に集まった誰より青ざめていた。目にいっぱい浮かんだ涙が見る見るうちに溢れて、頬を伝いはじめる。

　彼女に完全に腹を立てていたチョルヨンでさえ、少し同情的な気分になるほど、テーファは衝撃を受けて打ちしおれていた。今の彼女にいつもの驕慢さはどこにも見えない。

　テーファの母親は娘の涙を見て、たまらないと言うように呻き、彼女をミンスクの左に座らせた。ソンジョンが状況を来たばかりの三人に説明し始める。皆言葉もなく思い思いに何か考え込んでいた。時間ばかりが刻々と過ぎ去っていく中、ソンジョンが時折父親に電話し、現状を短く伝えている。

　不意にチョルヨンはその場を離れ、ひと気のない階段を上がって行った。誰もいない踊り場に立つと、やおら携帯を取り出し国際電話をかけはじめた。

　自宅は東京都内だと言っていた。多分もう着いている頃だろう。

　彼女にこそ知らせなければ。今ここに集まっている誰よりも、ソンウォン自身が一番見たいはずの相手だ。




***　***　***




『ああ、チョルヨンさん……、こんばんは』

　一瞬、ソンウォンからの電話かと思った。ためらって取り上げた声が緊張にかすれる。

　けれど受話器の向こうから聞こえてきたのは、チョルヨンの声だった。失望感が胸を衝く。

　馬鹿ね、何を期待していたの。そう自分をきつく戒めながら軽く深呼吸した。思いを隠すことに必死になっている唯は、チョルヨンの声の切羽詰った調子にもなかなか気付かない。

『ええ、もちろん無事に帰り着きましたよ。荷物？　いいえ、まだそのままだけど……え？』

　チョルヨンが低い声で淡々と告げたその事実を耳にしたとき、唯は一瞬世界が傾いたのではないかと思った。突然身体が激しく震え出す。心の中で、嘘！　嘘！　と何度も叫んでいた。危うく受話器を取り落としそうになり必死で持ち直すと、両手できつく握り締めた。手のひらがじっとりと汗ばんでくる。

　あの人がそんなこと……。まさか、信じられない！




　思わず呟いたのが向こうに届いたらしい。彼はさらに急いた口調になった。

『本当なんだ。俺だって最初聞いたときは信じられなかったよ。いや俺だけじゃない、伯父さんも伯母さんもソンジョン兄も、皆青天の霹靂さ。今、燕世大付属病院のＩＣＵに入ってる。なかなか出てこないんだ。唯さん、聞こえてるかい？』

『え、ええ……、き、聞こえてます……』

『……どうするつもり？』

　じれったそうに迫られ、ごくりと唾を飲み込むと、彼女は夢中で壁の掛け時計に目を走らせた。だめだ。今日の便はもうない。でも、明日の朝一番の飛行機に乗ることができれば、午前中にソウルに着ける。

『とにかく、明日の朝一番の飛行機でそちらに行きます』

　夢中で答えると、チョルヨンの声がほっとしたように少し軽くなった。

『病院の場所はわかる？』

『燕世大付属病院……。名前は聞いたことがあるわ。金浦空港からでもタクシーに乗れば、何とか行きつけると思うから』

『わかった。明日、こっちに着いたら俺の携帯に電話をくれる？　それじゃ、待ってるから』

　通話が切れた後も唯は、しばらく電話を手に震えていた。

　呆然としながら今の電話内容を幾度も反芻する。急性アルコール中毒ですって？　ＩＣＵですって？　いったいどうしてそんな無茶なことをしたの？

　途方に暮れたように頭を振ると、とにかく航空会社に電話を入れようとした。だが手が震えてプッシュボタンすらまともに押せない。何度目かでようやく成功すると朝一番のソウル行きの便を予約しようとした。だが空席がないと言われ、やむなく次の飛行機になる。どう頑張ってもソウルに着くのは明日の午後だ。

　急にくらくらして倒れそうになった。電話台にもたれかかりやっと持ちこたえる。何も手につきそうになかったが、ようやくクローゼットの奥からキャリーケースを引っ張り出すと、トランクから必要最低限のものだけ詰め直し始めた。

　ソンウォンの家族達はきっと、自分の顔を見るのも嫌がるだろう。会わせてもらうのも一苦労かも知れない。チョルヨンだけが頼みの綱だ。唯は唇を噛み締め、怯みそうになる心に鞭打った。たとえどんなに嫌がられようと、今度だけは行かなければ。

　無事なソンウォンの姿を一目でも見なければ、これからの日々を暮らしていくことなど、到底不可能だった。




***　***　***




　治療中の赤いランプが消え、集中治療室の扉が開いたときは、もう夜半も過ぎていた。

『ソンウォンや！』

　反射的に大声を上げて次男に駆けよろうとしたミンスクが、看護師の一人に止められ『静かに』と注意を受ける。まだ意識なく横たわったままのソンウォンは身動きもしなかった。両手に包帯が巻かれ、腕には点滴が施されている。看護師の言葉に幾度も頷きながら、ミンスクはまだ泣きそうな顔で息子の入る特別室までぴったりと付き添っていった。テーファとその母親がその後ろから付いて行く。テーファは呆然と目を見開いて、血の気のないソンウォンの顔をじっと見つめ続けていた。




『危険な状態からは脱しました。もう大丈夫ですが、完全にご回復されるまでにはあと何日かかかるでしょう』

　出てきた医師がまだ緊張しているソンジョン達に、ほっとしたようにこう告げたとき、その場に残った一同の顔に、ようやく心からの安堵の色が浮かんだ。大きなため息をついたソンジョンの目尻に涙が光った。彼は医師に深々と頭を下げると、即座に父親に報告を入れた。

　チョルヨンが病室に来たとき、従長兄がミンスクを抱えるようにして、別室に連れて行くところだった。究極の緊張が解けたせいか、普段気丈な彼女も足がもつれ、今にも倒れそうになりながら取りとめもなく何事か呻いていた。複雑な表情でその姿を見送り、チョルヨンは室内に入って行った。

　ソンウォンの意識はまだ戻らない。テーファとヘヨン、そして自分の母親がベッド脇に立って彼を取り巻き、まだ不安そうに見守っている。

　気でも狂ったのか!?　何だってこんな真似をしたんだよ、ヒョン（兄貴）……。

　チョルヨンはベッドに横たわるソンウォンに向かって、心の中で激しく悪態をついていた。




　全身がやけに重くてだるい……。

　まったく身動きが取れない。まるでがっちりと羽交い絞めにされているようだ。

　自分で自分の身体をコントロールできない。いったいどうなってしまったんだ？

　彼女が立ち去ろうとしている。

　追いかけて捕まえなければ、また見失ってしまうのに……。

　ああ、もうどうとでもなれ……！　ひどく疲れた――

　捨て鉢な感情が勢いよく伸びるつる草のように、背後から全身に絡みつき、あらゆる意志の力を急速度に奪っていく。

　再び混沌の中に引きずり戻され、心地よい暗闇が一切を呑み込もうとするのに身を任せる。

　いっそ、このまま何もかも忘れて、堕ちていってしまおうか――。

　彼女の顔が、ふいに目の前に浮かんだ……。

　涙を零すまいと目をきつく閉じたまま、ただ黙って唇を振るわせている。

　どうしてそんなふうに、今にも泣き出しそうな顔をしてるんだ？

　わかってる……。君の気持は手に取るように。

　だからこそ、心の底からやりきれなかった。

　君にそんな顔をさせているのは他でもない、途方もなく間抜けなこの僕自身なのだから……。




『気がついた。ああ、ソンウォンや』

　泣き笑いめいた母親の声が聞こえ、同時に周りから軽いどよめきが起こった。

　ぼんやりと開いた目が天井の白い光に射られ、彼はまぶしそうに目をすがめた。

　瞬きしながらゆっくりともう一度目を開く。真っ先に泣きながら覗き込んでいる母の顔が映った。その手が労わりをこめて頬に触れ、それから彼のしかめた顔中をかまわず撫で回す。

　その隣には忙しいはずの父･会長までがいた。さらに口々に何かを呟きながら、代わる代わる覗き込んでくる親族達の顔。

　今置かれている状況が呑み込めず、ソンウォンはいぶかしげな表情になった。手を動かそうとして何故か激しく痛み、また顔をしかめる。両手にはしっかりと包帯が巻かれていた。

　さっきまで漂っていた夢の中と同様、全身に全く力が入らなかった。ただ、ひどく喉が渇いてたまらない。

　すぐに医師と医療器具を積んだワゴンを押した看護師が病室に入ってきて、彼の腕に血圧測定器を巻きつけ診察を始めた。

　彼の蘇生を喜ぶ周囲の顔をぼんやり眺めていたソンウォンは、やがて力なく目を閉じた。

　君はいない……。本当に、行ってしまったんだな。




***　***　***




　ソンウォンはほとんど口を開かなかった。

　午後になってはっきりと意識が戻った後も、何か考え込むように無言でじっと天井を見上げている。

　父もそんな息子に何も問わなかった。深いため息をつくと、ただ『しばらくゆっくり療養しろ』と言い置いて本社に戻って行った。

　親族達が安心したように引き上げていった後も、ミンスクは息子のベッド脇に付きっ切りだった。水が飲みたくないか、何か食べられそうかと、無理に笑みを浮かべてやたらと問いかけてくる。そんな母に『僕は大丈夫ですから、休んでほしい』と言ったきり、彼は無表情に口をつぐんでいた。




『ほら、テーファさんが来たわよ。彼女にもどんなに心配をかけたことか。少しは話してあげなさいな』

　彼の意識が戻ったという知らせを聞いて、すぐさまやってきたテーファの顔は、まだ青ざめこわばっていた。化粧でごまかしているが、確かにあまり眠っていない目をしている。

　彼女の疲れた顔を見たとき、ソンウォンの中に奇妙に優しい感情が湧き起こってきた。生死の境を彷徨ったあと、彼は自分の中から母親やテーファへの怒りが完全に消え去っていることに気付いていた。 

　彼はベッド脇のボタンを押すように頼むと、ベッドの上体を少し起こして三十度くらいの角度で横になれるような姿勢をとった。テーファが持ってきた蘭の花籠を見て『綺麗だ』と微笑む。

　そしてソンウォンはあの日以来、初めてまともにテーファの顔を見た。

　ほっとしたように夢中で見つめ返してくる彼女に、彼は表情を和ませた。

　だが、次に出た言葉は穏やかだがきっぱりとしていて、迷いはどこにも感じられなかった。

『キム･テーファ、君にもとても心配をかけてしまったんだな。本当にすまなかった。そしてこれまで君に、はっきりと言わなかったすべてのことに対しても……。僕は今の仕事が終わったら、大宝グループを出るつもりだ。……僕は君とは結婚できない。どうかわかってほしい』

『な、何を言い出すの！　お前は突然に……』

　傍らで看病人が切った果物を取りわけていたミンスクが、ぎょっとしたように手を止めて息子を見た。フルーツ皿が派手な音を立てて床に落ちる。

　テーファはすすり泣くような声を漏らすと、両手に顔を埋めてしまった。

『ソンウォンや……、今日ここで何もそんな話をする必要はないじゃないの……。お前はまだ病気なんです。まともに物が考えられるような状態じゃないのよ。またすっかり直ってから、ゆっくりと……』

　そういう彼女の声も震えていた。

『いや、僕の頭はこの上なく正常に働いていますよ、お母さん……』

　彼は驚くほど穏やかに母親を見返し、静かにこう答えた。

『今話すのは、もうこれ以上結論を長引かせて時間を無駄にする必要はないからです。僕の中ではとっくに出ていた答えでしたから……』

『唯……さんのこと？　お前はまだあの娘にこだわっているの？　あの日本人ならとうに日本に帰ってしまったわ。もう二度と会うことはないのよ』

『それとこれとは……、まったく別の問題です』

　淡々と答えながら、彼は痛みをこらえるように目を閉じた。手の傷がまたずきずきと疼き始めている。




『まぁ、伯母さん。先のことはそうはっきりと言い切らないほうがいいと思いますね』

　唐突にチョルヨンの声がして、三人が一斉に振り返った。

　特別室のドアがいつの間にか半分開いていた。入り口から身体半分だけ覗かせたチョルヨンが、振り返って誰かを促している。

　少しためらいながらも、目に固い決意を帯びて病室に姿を表したのは地味なこげ茶のタイトスーツ姿の唯だった。

　彼女を見た途端、ソンウォンの両目が驚きに大きく見開かれた。

『唯！』

　唯もまたその部屋にいる他の誰の姿も目に入らなかった。彼女はただひたすら、ベッドに病院の寝巻き姿で横たわるソンウォンだけを見つめていた。

　次の瞬間、持っていたバッグを投げ出すようにして、泣きながらベッドに駆け寄った唯を、ソンウォンは傷ついた両手で力いっぱい抱き締めていた。










二十四







　そのとき、二人は互いしか見ていなかった。

　迷わず彼に飛びついた後、唯は、しばらくすすり泣きながらソンウォンの腕の中にいたが、やがて少し身体を起こすと涙で濡れた顔をぬぐいもせずに、片手で彼の顔をそっと辿り始めた。

　ソンウォンのぬくもりが今自分をしっかりと包み込んでいる。彼が無事でいてくれた。こうして両腕で自分を抱き締めてくれている。もうこれ以上欲しいものは何もない。

　そう思ったとき、彼の手が動いて背後から唯の頭を押さえた。黒い眼が計り知れない深い色をたたえて目の前に近付いてくる。やがて、二人の唇がしっかりと重なった。

　二人の傍で、椅子を引く、きしるような音が聞こえた。

　今にも泣きそうに顔を歪めて立ち上がったのはテーファだった。慌てて制止するミンスクの声も聞かず顔を背けると、そのまま部屋から駆け出していく。その後ろ姿を気の毒そうに見送ったチョルヨンは、参ったな、とばかりにベッドから目を逸らしたまま、ぽりぽりと頭を掻いた。




『あ、あ、あなた、あなた……とっくに日本に帰ったはずじゃ……、いったいどうやってここに……、それに何の権利があってわたしの息子にそんなふうに触れるの……。とにかく息子から離れなさい！　さぁ早く！』

　ヒステリックに響く声に、唯がはっと我に返ったように顔を上げた。

　ミンスクは息をあえがせながら二人に近付くと、ソンウォンに身体を預けている唯に激しく手を伸ばしてきた。一瞬彼に回した唯の手が離れそうになる。

　そのとき彼女の身体を片腕でさらにしっかり抱きかかえたソンウォンが、残る片手で母親の手を押し留めてしまった。

『お母さん、お願いです……』

　目に無言の、だがゆるぎない意思をはっきりと湛えながら、彼は穏やかに母を見つめた。その声はどこか哀しそうに響いた。

『どうかこれ以上はやめてください。僕はもう、あなたの手から与えられるものばかり食べていた九歳の子供じゃない。僕が自分の人生に必要だから、この人を選んだんです。テーファでも、他の誰でもない、まして会社のためでもありません。お母さんの気持に背くのは心痛いが、何と言われようと僕の気持はもう変わりません』

『だって……、だって、お前……、会社の……理事会の決定はどうするの……、あの記事のことだって……大韓化成工業が……』

　まるでわらにもすがるように、ミンスクの口から立て続けに支離滅裂な抗議の文句が飛び出した。だが、それさえも目の前の二人を見ているうちに次第に弱々しくなっていく。




　とうとう『アイゴー』と絶望的な呻き声をあげると、彼女はその場にへなへなと膝をついて座り込んでしまった。顔をゆがめ泣き出した伯母に、チョルヨンが慌てて近付いてくる。

『そんな嫌な話、今する必要もないでしょう。伯母さんはひどくお疲れで、興奮してるだけなんですよ。昨夜からあまり眠ってないんだから無理もないな。少し別室で休んだらまた気分も変わってるんじゃないですかね』

　こう言いながら彼は看病人の女性に合図した。ミンスクは意外にも何も言わずに従った。本当に今までの疲れが一気にどっと溢れ出た、と言うようにぼんやり放心した顔つきになっている。

『それじゃ、唯さん、あとはよろしく』

　二人の婦人に続いて退出しながら、チョルヨンはドアを閉める前に振り向いてウィンクした。




***　***　***




『まいったな……。これでしばらく、あいつに頭が上がらなくなった』

　部屋から出て行く三人を見ながらソンウォンが苦笑した。唯は途方に暮れたように目の前のソンウォンを見つめた。今わたしは一体何をしたのだろう？

『何だか今……、ものすごく無茶苦茶してしまったような気がするけど……』

　彼の腕に半ば抱かれている今の状態に気付き、唯は思わず呆然として呟いた。そもそも弱っている彼に、さらに負担をかけるような姿勢など言語同断なはずなのに。

　そう気付いて、慌てて身体を離そうとしたが、結果は彼の腕にさらに力がこもっただけだった。

『僕は嬉しかったな』

　唯に傍らに座るよう促し、彼女の身体が落ち着く位置まで引き寄せながら、ソンウォンはその困惑顔を覗きこんで、にやりと笑った。

『わかってる？　君の方から、あんなふうにまっすぐ僕に向かって飛び込んできてくれたのはこれが初めてだった。突然入院してみるのも、たまにはいいかもしれないな』

『ばっ、馬鹿なこと言わないで！　一歩間違えれば、死んでたかもしれないって言うのに！』

　かっとした拍子に、唯は彼の頬をピシャリと思い切り叩いてしまっていた。

『どうしてこんなことしたのよ！　電話でチョルヨンさんから話を聞いて、わたしがどれだけびっくりしたと思う？　本当に息が止まるかと思った。あなたの顔を見たたった今まで、生きた心地もしなかったのよ。たとえお母様達に何と言われようと、どうしてもあなたに会うんだってそればっかり考えて、必死になってここまで来たのに、そんな冗談事みたいに笑ってるなんて……何よ！　あなたにもしものことがあったら、わたし、わたし……どうすればいいのよ！』

　普段の彼女に似合わぬきつい口調で矢継ぎ早に言いながら、唯もまた昨夜からの緊張が一気に解けたように激しく身震いした。また泣き出しそうになって、それを隠そうと彼の喉元に顔を埋めてしまう。そんな彼女を、たまらないというようにしっかりと抱き締めたまま、彼もしばらく黙って堅く目を閉じていた。




『我慢できなかったんだ、何もかもに……。お袋にテーファに親父に理事会、君を泣かせてしまったこと。そしてこんな馬鹿な羽目に落ち込んだ挙句、脱け出ることもできずにただもがいているだけの非力な自分に、何よりも腹が立ってたまらなかった。全て忘れてしまいたいとさえ思った……』

　最初淡々としていた声が、次第に吐き捨てるような荒々しい口調に変わっていく。その言葉の奥にこもった彼の苦悩の深さが垣間見え、唯は一瞬息を呑んだ。

　その手を取ろうとしたとき、初めて彼の両手を覆う真白の包帯に気付いた。左は手の甲だけだが、右は甲から各指の半ばまで巻かれている。

『これ、どうしたの……？』

『……殴ったんだ』言いたくなさそうに、彼は途切れ途切れに答えた。

『……鏡に映った自分を力いっぱい殴りつけた……ところまでは覚えてる。……手に刺すような痛みが走った。……それでも殴り続けた』

　意識が戻ってから初めて、ソンウォンは自分の両手をつくづくと眺めた。

『入りすぎた酒のせいで、歯止めがきかなくなっていたみたいだ。自分を叩き壊してやりたかったような気がする……』

　唯は彼の情の激しさを改めて見たような気がし、今更ながらに驚いていた。新聞沙汰になったことでどれだけ彼が自分を責めていたか、そして切羽詰っていたかを思い知らされ、とっさに言葉も出ない。

『とにかく……、本当によかったわ、無事で……。もう二度とこんな無茶はしないでね。お願いよ』

　言えるのはこれが精一杯だったので、代わりに唯はもう一度彼の身体を柔らかく抱き締めた。

『戻ってきたんだな、唯……。もうどこにも行くんじゃない。傍にいてくれ……、ずっとここに』

『わかったわ』

　彼が眠りやすいようにシーツと枕をきちんと整えてからベッドの姿勢を元に戻す。唯が傍らの椅子に腰を落ち着けると、ソンウォンは安心したように微笑んで、すぐに眠ってしまった。まだ体力が戻っていないのだろう。

　その穏やかな寝顔を見つめながら、彼女の心は彼への思いでいっぱいになっていた。そして同時に深い悲しみもこみ上げてくる。

　今度はいつまで、この人の傍にいることができるのだろうか。




***　***　***




　だが意外にも、唯がソンウォンに付き添っていることに、表立って異議を唱える者は誰もいなかった。

　その日の夕方、兄のソンジョンが病室に顔を出したとき、ソンウォンはまだ眠っていた。

　弟の傍にいる唯を見て、彼は一瞬驚いたように目を見張ったが、すぐにむしろ安堵の表情に変わっていった。彼もまた、細かいことは何も言わなかった。ただ、いつここに来たのか、と尋ねられたので、三時間ほど前です、と答えると、そうかと頷いた。そして、昨日の会長室での出来事には微塵も触れようとはしなかった。

　彼は弟の寝顔をしばらく黙って眺めていたが、やがて唯を振り返り、『弟をよろしく頼みます』と穏やかに言い置いて帰っていった。もちろん今の看病を、と言う意味に違いない。だがその言葉の持つ含みに、唯は一瞬頬がほてるのを感じていた。

　ミンスクは、と言えば、やはりそれほど簡単ではなかった。それでも、もはや表立って唯を非難することも追い出すこともできないようだった。

　ソンウォンの傍に付き添っている唯に、彼女は露骨に不快な顔をして見せた。そして面会時間以外はホテルに帰れと言って譲らなかったので、唯も逆らわず、面会時間の終わる夜九時以降はチョルヨンの紹介してくれた近くのホテルで過ごしていた。

　だが息子の手前、それ以上は言えないらしく、せいぜい顔をしかめているのが関の山だった。そして彼女自身も一日中息子に付き添うのはやめて、数時間ほどで引き上げていくようになった。

　ミンスクがいる時は、唯が一時席をはずすこともあった。だが、ソンウォンが彼女を眼の届かないところにやりたがらなかったので、大抵は目立たないように少し離れて控えていた。

　母親に接する彼を見ているのもなかなか楽しかった。ソンウォンが確かに変わったと思う。その態度から、ハラハラするようなとげとげしさが消え、相変わらず小学生相手のように世話を焼こうとする母親にも忍耐強く接している。その様子は微笑ましいくらいだった。時々噴出しそうになるのを口に手を当ててこらえていると、ソンウォンから、あとで覚えてろよ、と言わんばかりに睨まれた。

　そして最も気がかりだったキム･テーファは、あの日以来一度も病院を訪れて来なかった……。




***　***　***




『明日からは彼女に全て任せてくれればいいですよ。あなたへの手当はもちろん全額支払います。どうぞ気をつけてお帰りください』

　母親が息子のためにと、彼が断わっても断わってもよこしていた看病人の婦人を、ソンウォンがとうとう苛立ったように強引に追い返してしまったので、その日の午後、めずらしく病室には二人きりだった。

『ああ、そろそろ気が狂うかと思ったな』

　ソンウォンがため息をついて、ヤレヤレと言うようにベッドの上で大きく伸びをした。見た目にも、もうほとんど完全に回復していて、寝てばかりいるのがひどく退屈そうだ。

　唯は花瓶の花を生け直しながら、そんなソンウォンを見てくすくす笑った。

『そんないかにも邪険にしたら気の毒だわ、あの人だって仕事なのに。悪いと思わない？』

『なに、向こうだって喜んでるさ。そんな話はもういいよ。それより唯……、ドアに鍵かけてきてくれないか』

『え？　でも、看護師さんが来ると思うし……』

『さっき来たばかりだから、あと三時間くらいは来ないさ。いいから』

　しつこく促され、訳がわからぬままドアをロックすると、用心深くベッドを振り返った。

『唯、おいで、ほらこっちに。早く……』

　彼がじれったそうに彼女に向かって、来いよ、と言うように親指でくいっと合図したので、唯は警戒するような表情を浮かべて、おそるおそるベッドの傍に戻った。

『どうしたの？　急に……。変な悪ふざけみたいなことしないでね』

　今の彼、まるでいたずらっ子みたいだわ。

　含み笑いをしながら彼の横に立った途端、ベッドの上に起き上がっていた彼が思い切り身体を引き寄せた。あっと思う間もなく、唯は寝台に倒れこんでしまっていた。

『ソンウォンさん！　まさか本当にやるなんて……、悪ふざけはやめてちょうだい！　いくつなの？』

　まず驚き、ついで少し怒ったようにこう言いながら、慌てて上体を起こそうとしたが、すかさずベッドに仰向けに返され、彼の両腕で身体を押さえ込まれてしまった。

『お袋と君のおかげで、完全に赤ん坊に戻った気分だ』

　冗談めかした口調とは裏腹に、黒い目が怖くなるほどの熱をたたえて、唯の瞳を覗き込んでくる。ようやく彼の意図がわかるや、心臓がバクバクと一層大きな音を立て始めた。

「だめよ！　ソンウォンさん！　こんなところでなんて、信じられない！」

　焦ったせいで思わず日本語になってしまった。目にも言葉にも非難をこめてみたが、彼はにやりとするだけだ。

『「だめ」じゃない。今は僕ら二人だけだ。今すぐ君が欲しい。ずっと辛抱してたんだぞ。もう限界』

「だって、あなたまだ身体が！　そんなことしちゃ身体に触るわよ！　だめだったら」

『もうすっかり大丈夫さ。今見せてやるよ』

　そう言うが早いか、もがく唯に飢えたような唇が襲いかかってきた。あっという間に、閉じていた唇を割って舌が彼女の口内に入りこみ、触れるあらゆる部分にめらめらと火をつけていく。




　そんな……。いつ誰が来るかわからないのに……。

　呼び覚まされたぞくぞくするような熱い感覚とまだ残る理性とが、激しく唯の中で拮抗する。

　ソンウォンが僅かに顔をあげたとき、唯は彼に飲み込まれまいと両手で懸命におおい被さっている肩を押し除けようとした。だが、彼はかすかに微笑んだだけでびくともせずに、唯の頭を片手で押さえ込むと、なおいっそう深々と口付ける。舌が絡まり合い互いをむさぼるようなキスに代わっていった。

　とうとう抗議とも催促ともつかぬ呻き声が唯の喉から漏れた。完全に降参だ。押しのけようと彼の肩に当てていた両手が、その首筋を辿るように這い上がり、彼の髪に潜りこむと、その頭をしっかり抱き締めた。

　彼の唇はさらにじらすように喉へと降りていき、吸い付くような感触とともにのけぞった敏感な首筋にぴりっと痛みが走った。指に包帯をしていない左手で荒っぽく唯が着ていたジャケットのボタンがはずされ、クリーム色のセーターと下着がもどかしげに一緒に押し上げられる。その下から現れた滑らかな腹部をそっと労わるように撫でてから、彼はおへその周りに円を描くようにゆっくりと丹念に舌を這わせ始めた。

　思わず「やめて」と呟いたが、さらに服を押し上げられただけだった。丸い形のよい胸を包むブラジャーにぶつかった途端、彼がひどくじれったそうに唸る。

『どうして、こんなにたくさん着てるんだ……？』

　不満そうな声が可笑しくて、唯は熱に浮かされたような目を半ば開いてにっこりと笑いかけた。彼がはっと息を呑み、さらにもどかしそうに彼女の背中の留め具を引っ張る。とうとう胸元が解放され、楽に息がつけるようになると、彼はその形の良い丸みの柔らかさを味わうように指で弄びながら、唯が身をのけぞらせて身もだえするまで、敏感な先端を吸い上げた。

　押し寄せる快楽の波が、たちまち荒々しいうねりに変わっていく。波頭に押し流されるように、与えられる悦びをもっと得たいという切実な欲求以外、何も考えられなくなってくる。やがて、彼の手が足首に移り、ストッキングの上からゆっくり足を遡り始めたときだった……。




　部屋のドアにノックの音がして、二人の動きがぴたりと止まった。

　がちゃっとノブを回す音がした。さらにいらいらしたように二度、三度、四度……。

『開けなさい！　いったい何してるの!?』

　怒ったように叫ぶミンスクの声とともに、だんだん激しくなっていくノックの音。とうとう誰か来てちょうだい、と人を呼ぶ声まで聞こえてきた。ソンウォンが声を殺して激しく悪態をつく。

　唯も頭から冷水を浴びせられたように、ぱっと目を見開くとソンウォンの身体を今度こそ力いっぱい押しのけた。あきらめたように唯の上からごろりと身を返した彼は、高ぶっていた欲望をどうにか静めようと、荒い息をつきながら目を閉じている。

　がばっと跳ね起きた唯は、急いで乱れた衣服を調えて壁の鏡に駆け寄った。頬が紅潮し目が潤んで唇も……、ああ、これでは何をしていたか絶望的にばれてしまいそうだ。ブラシで髪を整えながら、泣きたくなる。

　唯がようやくドアに駆け寄るのと同時に、外からドアが開いた。

『何も異常はありませんよね？』

　無表情に確認する看護師になんとか頷き返す唯を、ミンスクはじろじろと激しくにらみつけていた。だが、口をへの字に曲げただけで何も言わずに通り過ぎると、ベッドにヒールの音も高く歩み寄った。

　唯が振り返ったとき、ソンウォンは頭までシーツを被ってしまっていた……。




***　***　***




　そして、大事をとって入院していた彼も、無事全快し退院する日を迎えた。

　もちろん、手の切創はまだしっかり残っている。幾針か縫った深い傷は定期的な消毒を欠かせない。

　日曜日、もう見慣れていた寝巻き姿から、あらかじめ届けられていたタートルセーターとスエードのジャケット、黒のスラックスに着替えた彼はやはり堂々として気品があり、いかにも育ちのいい財閥御曹司に見えた。とっくに見慣れたはずの唯でさえ、心密かにときめいてしまうほどだ。

　担当の医師達に挨拶し、競って退院を祝う看護師達の花束とため息を笑顔で受け取ると、入り口付近に待ち構えていたコメントを求める記者達は一切無視し、ソンウォンは唯を伴ってリムジンに乗り込んだ。リムジンで待っていた母の渋面も完全に無視し、しきりに遠慮する唯を、強引に横に座らせてしまう。

　黒の高級車が走り出し、やっと人心地着いた。唯は、先ほどの情景を思い返して小さく息をついた。かなりな騒ぎだったような気もするが、経済界の寵児のいわくありげな入院とあってはやむを得ないのかもしれない。

　極力端のほうに緊張して座っている唯をちらりと見やってから、ミンスクは改めて息子に言った。

『キム社長とテーファさん達が、今日のお昼食におみえになるそうですよ。お前が元気になったのなら、さっそく会って話がしたいとおっしゃってね……。お父様もお待ちかねです』

『そうですか。わかりました』

　短いが落ち着き払った返事と共に、ソンウォンは心持ち背筋を伸ばした。唯がびくっとしたのが伝わったらしい。無言のまま彼の手が彼女の手をしっかりと包み込んでくれる。そのぬくもりは優しさと力に溢れていた。

　とにかく、彼はもう大丈夫だ。これで自分も安心して東京に帰れるだろう……。









二十五







　落ち着き払っているソンウォンの隣で、唯は思いがけない成り行きにひどく当惑していた。

　まさかもう一度あの邸に行くことになるとは予想もしなかったから、相応しい服装も何もあったものではない。

　リムジンがユ家の邸の大きな黒塗りの門を通ると、駐車場と庭の向こうに煉瓦造りの洋館が見えた。いつ見ても圧倒される豪邸だ……。




　それでも季節は確実に巡っていた。庭の芝は寒気に当たって青さを失い、裏手の丘のまばらな落葉樹もすっかり裸木となって、北風に白い枝をさらしている。

　ミンスクが先にさっさと邸内に入ってしまった後、二人はゆっくりと車から降り立った。

　ソンウォンがためらう唯の背中を押すようにして、共に中に入っていく。




「いらっしゃーい!!　唯さん、待ってましたよ」

　いきなりへたくそな日本語が聞こえ、二人は同時に声のする方に目を向けた。チョルヨンが階段の下で唯達に嬉しそうな笑顔を向けている。まるで敵地で旧知に会ったようにぱっと明るくなった唯の顔をちらりと眺め、ソンウォンは無言で運ばれてきたキャリーケースを持ちあげると、彼女を伴い二階に上がっていった。

　階段を上がりきったところで、少し皮肉な顔で振り返る。

『君とチョルヨン……、いったいどういう関係なんだい？　横で見ていると少し複雑な気分になってくる……』

　唯は驚いたように彼を見返し、小声でくすくす笑い出してしまった。

『やだ、どういう意味？　だって、チョルヨンさんはあなたのお従弟さんでしょ。それにわたしにとっても、大切な韓国でのお友達よ。間違いなくこっちで一番お世話になったもの。もしチョルヨンさんがいてくれなかったら、わたしまだソウルに戻ってきていないと思う。それどころか、あなたの急を知ることさえなかったわ、きっと。……そうしたら、どうなっていたかしら、わたし達……』

　頷きながらソンウォンも、真面目な顔で黙り込んでしまった。

　二人を繋ぐ歯車が、もしどこかで一つでも狂っていたら、今頃お互いどうすることもできないほど、遠く離れてしまっていたかもしれない。その可能性は充分にあったのだ。そう思うと、こうして一緒にいる今が、まるで奇跡のように見えてくるほどだ。




***　***　***




　通されたのは、二階の一番奥の部屋だった。

　それは、とても居心地のよさそうな寝室だった。柔らかい生成りのカーテンを通して日光が差し込む大きな窓から、裏の丘が見渡せた。中央には一目で男性用とわかるクラッシックな模様のカバーをかけた大きなベッドが置かれ、壁際にはシャープなデザインのクローゼットとテーブル、くつろげそうな椅子が二客、さらにオーディオセットなどが、どれもきちんと整頓されて置かれている。

『素敵ね……。ここ、あなたのお部屋でしょう？』

　唯が、熱心に部屋を見回しながら嬉しそうに尋ねた。返事がない。振り返るとソンウォンは黙って手を腰にあてたまま、こちらをじっと見つめていた。目が合った途端どぎまぎして、また視線を逸らしてしまう。

　だが背後から聞こえてきたのは、いつも通りの彼の声だった。

『そう、子供の頃から使っていた僕の部屋だ。今はここに帰ってきたときだけだな。……唯、やっとリラックスしたみたいだな。車の中でずっとかちかちになっていただろう？』

『そりゃ、ここに来るのよ？　緊張せずにはいられないわ。だけどチョルヨンさんもいてくれるし、ちょっと安心したわ』

『ゆ、い！』

　聞き捨てならないぞ、と警告する彼からわざと目を逸らし、唯は壁にかかった三段つながったフォトフレームを指差した。

『この男の子、あなたよね？』

　三つのフレームにはいずれも同じ活発そうな少年の写真が入っていた。真ん中と一番下は、紺のズポンにグレーのブレザースタイルだ。この笑顔は今も変わらない。そう思いながらしげしげと見つめる。

『学校は制服だったのね』

『ああ。それは中･高校時代の写真だな』

『うん、確かにあなただわ。でも今より遥かに素直そうでかわいい。このブレザーもなかなか似合ってる。かっこいいわよ』

　ふいにソンウォンの手が背後からウエストに回され、くるりと向きを変えられた。え？　と思った途端胸に引き寄せられてしまっていた。彼の男らしい香りに満たされ、唯はそれを吸い込むように引き締まった暖かい胸に一瞬顔を埋める。

『ソンウォンさん……？』

　問いかけるように顔を上げると、待っていたと言うように唇が降りてきた。彼の舌先が促すように優しく触れると、唯はすぐさま唇を開いて滑らかな侵入を喜んで迎えた。しばらく二人は互いの味を確かめ合うことに、全てを忘れて没頭した。

　とうとうソンウォンが顔を上げて大きく息をつくと、唯を腕に抱いたまま傍らのベッドにやや乱暴に座り込んだ。彼に寄り添う唯の息も、激しいキスのせいで少し上がっている。

　首筋に両手を絡めてきた唯の熱っぽい表情を見下ろし、彼は優しく微笑んだ。もう一度深く口付け、二度と離さないというようにしっかりと抱き締める。




『今はここまでだな……。下でみんなが待ってる』

　やがて残念そうに抱擁を解くと、ソンウォンは唯の頬を撫でて立ち上がった。困ったように目を伏せた彼女を促し窓辺に導くと、外に広がる薄い青空を見上げて呟いた。

『いいな、君がここにいる感じ……。ずっと想像していたけどそれ以上だ』

　彼女は少しためらったが、ようやく尋ねる勇気をかき集めた。

『ねぇ、わたしがここにいても本当に大丈夫なの？　今からキム・テーファさんと大韓工業の社長ご夫妻がお見えになるんでしょう？　もう、失礼した方がいいんじゃないかしら？』

　聞くなりソンウォンは、またか、と言わんばかりに一瞬目を閉じてしまった。

　だって……と見上げる唯の肩を唐突に掴むと、『まったく、君は！』と苛立たしげに揺さぶる。

『耳が聞こえないのか？　それとも目が見えていないのか？　どうしてここまで来て、まだそんなことを言うんだ？　いい加減、もう少し自分に自信を持てよ!!　もし、君がテーファのことを気にしてるなら心配は全く不要だ。彼女には君が病院に来る前に僕からはっきりと断わった。今日何を言いに来るつもりかは知らないが、何を言われようが僕の答えは変わらない。親父だってもうわかっているはずだ。君はもっと自信を持つべきだ。そんなに僕を信用できないか？　それとも自分を……なのか？　いいか？　唯、男ってものは……』

　こう言いながら、ソンウォンは唯の背中に両腕を回し、再び力いっぱい抱きすくめてしまった。

『自分が一旦決めたことは、誰に何と言われようと、てこでも動かずやり通すもんだ。それほど簡単に意思を曲げたりしない。もうそろそろ、君にもわかっていい頃だぞ』

『ほ、ほんとに……そうよね……。ただ時々……、そのやり方には大きな疑問も感じるけれど』

　少しとがめるように言いながら微笑もうとしたのに、何故かまた涙がぽろぽろと零れてしまった。泣き虫だな、と呟きながら包帯の手が目元をぬぐってくれる。その指先は信じられないほど優しかった。




***　***　***




　二人がようやく食事の場に降りていくと、他の家族はすでに全員テーブルについていた。細長いテーブルの一番上座に会長がつき、その左側にミンスク、次いでソンジョン、ヘヨン、そしてチョルヨンもしっかり端に座っている。それでも最初の日のようにソンウォンの叔母達の姿は見えないところを見ると、本当に内輪だけなのだろう。

　会食用のテーブルの上には食器類がきちんと並べられ、いつ料理が運ばれてもいいように整えられている。

　ソンウォンはまず父親に向かい、心配をかけたことを率直に詫びた。しばらく目を閉じて沈黙していた会長が、仕方のない奴だ、と言うようにため息まじりに頷いた。それでも息子を見上げた眼差しは穏やかで深い情愛に満ちていた。思わずほっとした途端会長の目が今度は、後方の唯に向けられた。

　鋭い目にぎくりとする。だが会長が座りなさいと言うように彼女に向かって、『ここに』と声をかけたので、ソンウォンは即座に唯を会長のすぐ隣の席に座らせた。座った途端彼女はミンスクと面と向かう羽目になっていた。

　いかにも嫌そうな眼を向けられ、食欲も一気に消え失せる気がした。それでも今この場に自分が同席することに、彼女でさえ一言も文句を言わないことに気付き、驚く。これは、いったいどういうことだろう？

　会長は相変わらず難しい顔をしていたが、唯を見る眼には元通りの好意が感じられるほどだった。




　それは、ソンウォンの一歩間違えれば死に至りかねなかった突発的な行動がもたらした衝撃の大きさと深さを物語っているのかもしれない。それでも当の本人は至極あっけらかんと座っている。唯はどう考えればいいか、よくわからなかった。これも家族の持つ絆なのだろうか……。




　やがて大韓工業の社長夫妻とテーファの三人が入ってきた。

　一同が立ち上がり和やかに客人を迎えた。会長夫妻が社長夫妻と笑顔で握手を交している。だが、テーファの顔を見た途端、その変貌振りに胸が痛くなった。誰も何も言わないが、全員驚いているのは明らかだ。

　彼女は見るからにやつれて顔色も悪かった。唯の方は見ようともせず、ソンウォンだけをむさぼるように見つめると、そのまま黙って席に着く。

『実は……、娘の方から今回の話はなかったことにしたい、と言い出しましてな』

　食事をいただく前に……、との前置きと共に、キム社長が厳粛な面持ちで会長に向かって切り出した内容に、唯もソンウォンも、その場に居た誰もが皆、さらに驚いてしまった。

『例の新聞記事についての詳しいいきさつを、娘から全て聞きました……。いやはや、事実であれば何とも申し上げようがない話ですが……』

　ふいにチャリンと高い音を立てて、ミンスクのスッカラ（スプーン）が床に落ちた。

　キム社長が言葉を切って彼女に強い非難のこもった眼差しを向けたので、ミンスクは誰もがわかるほど激しく動揺し始めた。

　ソンウォンは黙ったまま、意外な成り行きに唇をぐっと引き締めている。チョルヨンも無言で目を見開いてじっと耳をすませていた。ピクリと動いたきり身じろぎもせず座るテーファを見ながら、キム社長の言葉は続いた。

『わしも家内も、娘とソンウォン君の婚約の話を非常に喜ばしく思っていたのです。事実、待ち望んでいたと言っても過言ではない。このままうまくまとまってくれればと、どれほど願ったかお解かりいただけますまい。だがソンウォン君にはすでに決まったお相手がみえるとか……。残念ですが、そういうことであれば、この話が白紙に戻るのもやむを得ないのではないかと……』




　会長は無言で動揺している妻の顔をじっと見つめた。今やミンスクは完全に顔色をなくし椅子から転げ落ちんばかりだ。その姿は真実を物語っているも同然だった。

　夫の視線に気付くと、彼女は泣き声ともうめき声とも付かぬ声を上げて椅子を蹴倒すように立ち上がった。そのまま足早に部屋から出て行く妻の後姿を見ながら、会長は黙って首を振り深々とため息をついた。

　そのまましばらく目を閉じて何か考えを巡らせていたユ会長が、再びキム社長に向かって口を開いた。

『……一番の問題は、ご令嬢の名誉を損なわず、いかに先日の記事を単なるゴシップとしてもみ消すかでしょう。逆手にとって会見でもしますかな。さらにそれを上回る好印象を与える方策をも考えねばなりますまい。やれやれ、それはこちらで至急検討してみましょう。だが、それでも……、企業の提携は我が社と大韓工業双方企業間のプロジェクトとして大いに有益な話なのだし、そう急いで結論を出す必要もないことです。今後とも時間をかけてじっくり話し合っていきたいものですな。丁度次男も今関わっているプロジェクトがまもなく終わります。次はそちらを担当させるのもよい方策かもしれません』

『お父さん！』

　ソンウォンが驚きの声をあげた。その場の一同も皆呆気にとられた顔をしている。

『おお、それがかなえばこちらも願ったりです。ソンウォン君の手腕は我々も常日頃高く評価しておりますのでな』

『……と言うわけだ、ソンウォン。聞いたな。社を辞めるだのたわ言を言う暇に、さっさと体調を完全に元に戻すがいい。お前は部署替えだ。また一からみっちり叩き直してやる。来年早々から忙しくなるからそう思えよ』

『……はい』

　ソンウォンが驚きとも喜びともつかぬ表情で返答した。まだ何と言っていいかわからないという様子だ。唯も今の会話を正しく理解したのか心許ないという有様で、ソンウォンと会長の顔を何度も見比べてしまった。

　ソンジョン達もほっとしたように笑顔になった。チョルヨンは言うに及ばず、喜色満面だ。

　料理が運ばれてくると、ソンジョンが立ち上がり、ワインを掲げて乾杯の音頭をとった。

『それでは今後の両社の発展のために、乾杯！　食事にしましょう』

　その後の食事会は、大層なごやかにすすんだ。




　帰り際、ソンウォンと並ぶように立っていた唯に、テーファが声をかけてきた。寂しそうな、けれどどこかすっきりした表情で彼女は唯を見た。

『あの日、病室に入ってきたあなたを見た瞬間のソンウォンの顔が忘れられないわ。見た途端負けたと思った。ソンウォンがわたしをあんなふうに見てくれたことは、今まで一度もなかったんですもの。束縛して愛を得ようとしても、心まで拘束することはできないということね。よくわかったわ。どうかソンウォンとお幸せに』

　この人も、あの日の自分と同じようにどれほど泣いたのだろう。彼女もまた本気でソンウォンを愛していたのだ。今更彼を譲ることはできないが、微笑み返しながら胸が痛んだ。

　ソンウォンがテーファにコートを着せ掛けた。一瞬見つめ合ったあと、彼は無言で微笑み、ありがとう、と言うように彼女を抱き寄せ、軽く抱擁して手を離す。

　テーファも涙ぐみながら微笑み返すと、両親に促されて去っていった。




***　***　***




　そして、邸内は再び家族だけになった。

　皆のいる応接間に戻ると、会長が次男をじろりと見て、にこりともせずにこう言った。

『唯さんは、籍を入れるまではここで暮らすように。お前もくれぐれも先走って、親を脅すような真似はするな。今後は二度と許さんからそう思えよ。結婚式の計画はこれから立てることにする。こうなってくると、以前お前が言っていたとおり、我が社と日本電機サービスとの合同企画と、お前達の結婚話を絡めて打ち出すと、かなり大きな宣伝効果が見込めるかもしれんな。お前もなるべく効果的なプランを企画してみろ』

　話に付いていけない……。

　唯は仰天し、まじまじと会長の顔を見つめてしまった。

　ソンウォンが笑顔で『わかりました』と頷いたので、ますますぎょっとする。会長は咳払いすると、今度はソンジョンと何やら話し始めた。

『一時はどうなることかと思ったけど、結構な展開じゃないですか！　これで晴れて唯さんも我が家族の一員だね！　よかったよかった！　このチョルヨンも頑張ったかいがあったな』

『何を頑張ったって？』

『ヒョン、ちょっとちょっと！　そういう言い方するんですか？　酷いなぁ。あ、それじゃあ唯さんに今のご心境を一言……』

『もう酔ってるのか、お前は』

　果物の皿を手に上機嫌のチョルヨンをちらりと眺めて、ソンウォンがにべもなくこう言ったので、彼はちょっとふてくされたが、すぐまた気を取り直し、唯に食べろとしきりに勧め始める。

　だが今の唯は、果物どころではなかった。ほとんどパニック状態になりかかっていた。

『ねぇ、待ってちょうだい！　さっきの話、会長は本気でおっしゃられたの？』

　やれやれ、と言うようにソンウォンが彼女の手を取り傍に引き寄せた。父の許しを得て解禁になった今、唯が抵抗を感じるほど家族の前でも堂々と振舞っている。

『あとでじっくり説明してやるよ……。チョルヨン、お前にも色々世話になった。本当に感謝してる』

『なんの、僕も唯さんが大好きですからね。惜しいなぁ、ヒョンのお相手じゃなかったら僕にも可能性が……』

　もうそこら辺にしておけ、と言わんばかりにソンウォンは彼の肩をぽんと叩くと、唯を連れて再び二階に上がっていった。

　二人きりになるや、唯は彼の手を振り解き、怒ったように向き直った。

『勝手に決められても困るわ……。今回はあなたの顔を見たらすぐ帰るつもりで何の準備もしていないのよ。早く日本に戻らなくちゃならないのに。会社の仕事も何もかも放り出したまま、こっちに来ちゃったんですもの……』

　そこで、はた、と気付いたように肩をがっくりと落とした。

「無断欠勤が一週間以上になってる……。もう、とっくにクビかもしれないわね……」

　ソンウォンが声を上げて笑い出したので、何が可笑しいの、と言わんばかりに睨みつける。




***　***　***




　唯の寝室を整えたと家政婦が伝えてくるや、抵抗の言葉も虚しく唯はその部屋に連れて行かれた。美しい家具もベッドも、あいにく今の唯の目には入らない。頭の中には、先ほどの会長の言葉だけがぐるぐると渦巻いていた。




　『大宝グループと日本電機サービスとの提携事業への宣伝効果』って何よ？　冗談でしょう？

　なおもそう言い募っていると、とうとう飛び切り呆れた目を向けられてしまった。

『何が冗談なんだ？　まったく往生際が悪い人だな。僕は最初からそのつもりだった。これほど効果的な宣伝がまたとあるかい？　それに僕の家で結婚まで一緒に暮らすのがそんなに嫌なのか？』

　気を悪くしたようにムッとしている彼に、唯は唖然とした。

『だって、考えても見なかったもの。あなたは慣れてるのかもしれないけど、わたしは単なるＯＬでそういう立場に立ったことは一度もないのに、どうしたらいいの!?　第一、わたしがこの家で暮らすって、あなたのお母様がお許しになるはずがないわよ……』

『さっきの言葉を聞いていたんだろう？　親父が僕達の結婚を認めてくれたんだ。お袋だって今度こそ承知するさ。たとえしぶしぶでもね』

　さらに言い返そうとした途端、じれったそうに唇を奪われしばらく言葉が途切れる。そのままソンウォンの手が唯のセーターの下に潜りこみ、平らな腹部を優しく辿った。

『あれから、とっくに一週間以上過ぎてる。もうわかる頃じゃないのか？』

『そう言えば……』

　初めて思い出したように唯は目を見張った。生理が遅れている。もう五週目だ……。

　そう呟いた途端、彼の眼がさっと輝いた。

『よし！　明日にでも病院に行こう。すぐ確かめてみないと』

『だから、待ってったら！』

『……これ以上何を待つ必要があるんだ？』

　彼の目が、唯の目をまっすぐに捉えた。

『籍だけ、すぐにでも入れてしまえばいい。弁護士によれば、まず日本で婚姻申告を済ませ、それからこっちでする方が手っ取り早いそうだ。だから君が帰るとき僕も一緒に東京に行くよ。東京についたら、真っ先にその手続きを済ませてしまおう。ちょうど君の会社にもこのプロジェクトの締めくくりと挨拶がてら行く必要があったところだ。君はそのとき退職すればいい。それから君のご両親にもお会いして……』

「ちょっと、お願いだから……！」

　矢継ぎ早に出てくる言葉を聞いているうちに、頭がくらくらしてきた。

　とうとう悲鳴に近い声をあげると、唯は彼の腕の拘束を解こうともがいた。混乱のあまり、もう日本語しか出てこない。

「そんな……一度に言われても無理よ、絶対に！　わたしまだ会社にも親にも、あなたとのことを何も話してさえいないのよ！」

『だから、君の家にも会社にも、僕が一緒に挨拶に行くって言ってるだろう？　ご両親への贈り物は何がいい？　後で一緒に考えよう。……それで？　まだ何か言いたいことがあるのかい？』

　一瞬開いた口をまた閉じた唯を見て、彼が皮肉っぽく問いかけた。

『まさか、この期に及んで考え直すとでも言うつもり？　もう完全に手遅れだと思うけどね』

　ああ、この御曹司にかかったら、到底かなわない。

　そう、出会ったあの日からずっと、振り回されっぱなし……。きっとこれからも……。

　唯はとうとう呆れたように、大きなため息をついて微笑んだ。

「ほんと……、韓国の男の人って手に負えないのね。どうしようもないわ」

『そうさ。今頃わかったのかい？　随分と時間がかかったんだな』

　ソンウォンは笑ってこう言うと、もう一度彼女を抱き寄せ、熱いキスで唇をふさいでしまった。










エピローグ







　日本電機サービス東京本社、総務部総務課。




　東京を包む師走の慌しい空気が、確実に増える仕事量となってここにも押し寄せていた。

　その日も、始業からずっと伝票整理をしていた木原愛美は、部屋に戻ってきた後輩の言葉を聞くなり信じられない、と言うようにモニターから目を上げた。




「寿退社？　また急な話ね。ウチの部所に今、そんな対象になってる人いたっけ？　この一番忙しい時期にいったい誰よ？」




　ボーナス時期の仕事は特に猫の手も借りたいほど忙しい。それなのに、中の一人が欠けたらどうなるか。

　だが、コピーした書類と一緒に総務部最新ニュースを持ってきたくだんの若い女子社員は、まるで毒気を抜かれたように、うらやましげなため息をついている。




「池上さんですよ、池上唯さん。ほら、ハングルができるってうちから販促部の吉岡部長に引き抜かれて、ソウルの大宝グループ本社まで出向してたじゃないですか」

「唯？　彼女、帰ってきてるの？」

　訳がわからないと言うように眉をひそめる。まだ帰ったという連絡すらないのに、いきなりどういうこと？

「はい。さっき部長に呼ばれてお客様にお茶を出しに行ったんです。そしたらそこに池上さんも同席されてたんですよ。その時耳に入った情報をまとめるとどうやらそういうことみたいで。うーん、うらやましいなぁ……」

「それ、ほんとなのっ!?」

　思わず驚きの声を上げてから、愛美は周りを見回してしーっと指で自分の唇を制した。

　年配の女性係長が厳しい目付きでこちらを睨んでいる。お愛想笑いを浮かべて声を落とすと、再び眼の前の後輩にひそひそ問いかけた。

「それじゃ唯が『寿』ってわけ？　そんな話は一度も聞いたことなかったのに。はーん、さては向こうの会社のオトコでも捕まえたとか？　それってつまり……韓国？」

　冗談でしょ、というように両手を広げて見せたのに、相手は意外にも至極大真面目に頷いている。それこそ二度ビックリだった。

「ほんとなの？」

「だって、お相手があの方なら、先輩だって理解できますよ。あんな彼氏がいたんじゃ池上さん、その辺のオトコになんか見向きもされないはずですよね」

「えっ、見たの？　相手もここに来てるわけ？」

「はーい。たった今、常務やうちの部長達とお話してみえました。いえ、話していたのはそのお相手の方ですけど」

「どういうこと？　それじゃうちの会社にも関係ある人なわけ？」

「ほら、数ヶ月前、ここにいらっしゃった日本語の上手な大宝グループのイケメンさん、覚えてません？　先輩だって池上先輩をうらやましがってたじゃないですか。ハングルできて役得だって」

　愛美よりも早く、周囲がいっせいに頷いた。今や誰もモニターなど見ていなかった。いつもうるさい係長までが、耳をそばだてている。いつの間にか、日本電機サービス総務部総務課の全ての耳目は、愛美のデスクに集中していた。

　一呼吸置いて、彼女はやれやれ、とばかりに深く息を吐き出した。

「もちろん覚えてる。なるほどね……。やっと納得がいったわ」

「すごいですよねぇ、ということはあれからずっと遠恋やってたんでしょうか、あのお二人」

「うーん、聞いたことなかったけどな、そういうことだったのかぁ……」

　これは後で捕まえて、洗いざらい白状させねば、と愛美が心中深く決意した時、相手は更にこう付け加えた。

「それで、今日はお二人一緒に挨拶に来られたそうですよ。池上さん、すぐにも退社して韓国にお嫁に行くらしいです」

「すごいじゃない！　ある意味英断ね」

「ほんとですよねー。でも、お相手があの素敵な大宝グループの御曹司さんだったら、わたしだって二つ返事でついて行くと思うな。まさに玉の輿ですよ！」

　周り中いたるところから、羨望のこもったため息が聞こえてきた。しばしの沈黙の後、電話が鳴る。ようやく再びキィボードを叩く音が聞こえ始めた。

　まるでそれを計ったようなタイミングで、総務課のドアが開いた。




***　***　***




　総務部長の後ろから噂の唯が、少し申し訳なさそうな表情を浮かべて部屋に入ってきた。奇妙な顔をして座り直す部下達を見渡して、部長はこほんと一つ咳払いした。

　さっきまで二人の話に聞き耳を立てていたその部屋全体が当の本人達を注視する。

「えー、すでに聞いている者もいるかも知れないが、池上君が今週付けで退社することになった。急なことで驚いたとは思うが、今日明日で引継ぎを頼む。と言っても主たる問題は販促部の方だな。とにかく後任の田所君によく引き継いでおいてくれたまえ」

　部長が出て行きドアが閉まると、唯は周りから「おめでとう」の声を浴びながら、控えめな笑顔で後輩の隣についた。自分がそれまでやってきた仕事は、不在のうちにそっくり彼女に移ってしまっている。どんな人材でもいなくなれば代わりが入るだけのこと。企業とは所詮そういうシステムだ。時は未来に向かって確実に流れている。

「唯、何よ。このわたしに一言も教えないなんて水臭すぎるじゃない？」

　上司が立ち去ってしばらくすると、背後から少しすねた友人の声がした。振り向き、ディスクを手にした愛美にちょっと照れたように答える。

「だって……、報告するようなことなんて、つい先日まで何もなかったんだもの、本当よ」

「ふーん、それでいきなり寿になるわけ？　それってかなり電撃なんじゃない？」

　問い詰めてくる愛美を困ったように見上げ、そんなオーバーなと呟いたとき、係長からまた、私語は慎むようにときつい声が飛んだ。二人は首をすくめて仕事に戻った。




　ランチ前に再びドアが開いた。

　部長に続き珍しくこの部屋に入ってきたのは常務だった。そしてその二人から何やら説明を受けながら、本社には見慣れぬ長身の端正な顔立ちの男が続いて顔を覗かせた。

　ピシリと見るからに高級そうなオーダーメイドのスーツを完璧に着こなしたその男は、傍らの管理職達より一回り以上確実に若いにもかかわらず、身についた気品と余裕の風格とで二人を圧倒している。

　彼は総務部総務課デスクについた三十五名の視線の一斉攻撃をものともせずに受け止めると、場を見渡し軽く会釈した。

　その黒い瞳が部屋の真ん中近くで、彼らにも気付かずＰＣモニターに見入っている唯達に注がれた。彼の表情がふいに和む。

　隣の席から指でつつかれ、唯がようやくドアの方に顔を向けた。彼と目が合った途端はっとしたように戸惑いの色を浮かべる。困ったように壁の掛け時計を見た仕草で察したのか、彼は一つ頷くと総務部長に向き直った。

「では後ほど、またお伺いします」

　深みのあるはっきりした声で発音された日本語は、文句なくきれいだった。

　愛美は詰めていた息を一気に吐き出した。これは、ランチのときが楽しみだわね……。




***　***　***




　ようやく唯が書類とモニターから解放された時には、やはり五時を回っていた。

　頑張ったかいあって、引継ぎは無事に完了した。ソンウォンから連絡が入ったので、皆に別れを告げオフィスを後にする。明日金曜日は、仕事の後で緊急の送別会を開いてくれるらしい。




「ごめんなさい！　大分待たせたんじゃない？」

　会社のロビーで待っていたソンウォンに駆け寄って唯が謝ると、彼はいや、と微笑んだ。慌てて着込んだために曲がっていた唯のコートの襟を、さりげなく直してくれる。

『唯がここでしっかり頑張っていたんだと、改めてわかってよかったよ。辞めさせて、恨まれてなければいいけどね』

『あら、あなたらしくもないこと言うのね。どうしたの？』

『久し振りに来て、ちょっと感傷的になってるかもしれないな』

『あなたが？』

　いや、と微笑して、彼はまた日本語に戻った。

「それで、全部無事に終わったのか？」

「多分大丈夫だと思うわ。もともとソウルに行く前にかなり引き継いであったし……」

　そこで、立ち話をしている二人を眺めていく人々や、振返って彼を見ながら歩いて行く女性の視線に気付き、急にばつが悪くなる。急いで「出ましょう」と、地下駐車場へのエレベーターのボタンを押した。

　何気なく立っているだけでも、この人は目立つ。唯は改めて彼の存在感を実感していた。




　師走の都心はいつにもまして華やかに彩られ、アーケード街には人波が溢れている。

　運転する唯の隣で助手席から見えるクリスマスのイルミネーションを眺めていたソンウォンが、ふと思い出したように話しかけてきた。

『この通り、前にも通っただろう？　覚えてるよ。だけど今の方がクリスマスらしくて賑やかで、いい感じだな』

　突然、強い既視感に襲われ、唯は思わず瞬きした。

　別れて以来、ここを通る度に彼と交わした会話を思い出し、胸をえぐられるような痛みに耐えてきたのだ。いつしか、この道は避けて違う道路を使うようになっていた。もう二度とこの人と一緒に来ることはないと本気で思っていた。

『どうした？　泣いてるのか？』

　信号で停車したとき、そっと指先で目頭をぬぐった唯の仕草に、彼が驚いたように問いかけた。

　黙って尋ねるように見つめられているのがわかる。

　何でもないの、と無理に微笑もうとしたが、そのそばからまた涙が溢れてきて、次第にどうしようもなくなってくる。

『車を止めるんだ、唯』

　そのとき、有無を言わさぬ低い声でこう命じられた。慌てて次の角を曲がってすぐの路肩に停車させる。

『……やっぱり国際免許証が必要だな』

　彼がやれやれ、と呟く。確かに危なかった。もう涙で視界が完全にぼやけている。うっかり前の車にかすったりすれば一大事になるところだった。

　口に手を当て嗚咽をこらえている唯の肩を彼が抱き寄せた。ぬくもりが身に滲みて、とうとう彼の肩に顔を押し付け、泣き出してしまう。

『馬鹿だな、急にいったいどうしたんだ……。泣くことなんかもう何もないはずだろ？　それとも、会社を辞めるのがそんなに辛いのか？』

　少し途方に暮れたように諭す優しい声と共に、彼の大きな手が頭を撫でてくれる。

　違うの、と激しく首を振ってから、ごめんなさい……、と手で頬をぬぐいながら、唯は切れ切れに言葉を探した。

「ずっと……、もう二度と、あなたとここに来ることなんかない、と思っていたの……。なのにここを通るたびに……、いつも思い出すのはあなたのことで……。もうどうしようもないのに、辛くて……苦しくて……、ただ気持をもてあましていたわ……。だから今……あなたと本当に一緒にいるんだって思ったら、なんだか……。馬鹿よね……ほんと、こんな」

　肩を抱き寄せる手に強い力がこもった。全て言い終わらないうちに顎を押し上げられる。

　本当に馬鹿みたいに支離滅裂になって泣き濡れている自分が恥ずかしくて、両手で顔を覆い隠そうとしたが、彼の手に押さえられてしまった。

　覗き込む彼の瞳が黒々と輝いている。そう思ったとき、唇が重ねられていた。

　それは過去の全てを焼き尽くすようなキスだった。

　そして、互いの思いを確認し、再び誓いあうための熱いキス……。

　ようやく唇を離したとき、その顔には優しさと労わりが浮かんでいた。心なしか声がかすれている。

『僕も苦しかった。だけど、そんな風に君のことも苦しめてしまっていたんだな……。あれから、僕には少し考える時間が必要だった。まだ出会ったばかりなのに、君への思いが自分の中でどうなっているのか、自分でも収拾がつかなくなってて……。お陰で……』

　彼は腕の中に閉じ込めた唯の身体を、そっとゆさぶった。

『僕も、君が今言ったのと全く同じ思いを味わってきたよ。いや、きっと君の何倍もそうだったんじゃないかな。夜も昼も、大事な会議中でさえ、不意に君を思い出しては胸が締め付けられる。時が経つほど忘れるどころじゃない。ますますひどくなる一方だ……。だからもう一度君に会えるとわかった時、心底安堵した。これでようやく決着がつけられる、ってね』

「ソンウォンさん……」

『プライドの問題だったのかもしれない……。僕は多分、途方もなく頑固だったんだ』

　ソンウォンはこう呟いて、一瞬目を閉じた。唯は愛する人を見つめ、にっこりと微笑みかけた。いつの間にか涙は止まっていた。

『ソンウォンさん』

『ん？』

『……そんなあなたを愛してるわ。そして、本当にありがとう』

　唯を見下ろす彼の表情に、嬉しそうな笑みが広がった。

『そうさ。そうやって、いつも僕だけを見て思いを率直に伝えてくれればいいんだ。でも確かに変ったな、唯』

『多分……。これがあなたの国で、このひと月の間に学んだ一番大きなことかもしれないわね』

『よーし』

　ふいに彼の声が活気付いた。

『それじゃ今夜、それをしっかり見せて貰おう』

「えっ？」

『今夜は、例のスイートを予約してあるんだ。今君が言ったその成果、今夜一晩たっぷりと試してやるよ』




　例のスイート？

　それはもしや……、かつて初めての夜を過ごした、あの……スイートルーム？

「食事に行きましょ！」

　突然がばっと身を引くなり、真っ赤になってエンジンをかけ始めた唯に茶目っ気たっぷりの微笑を投げかけて、ソンウォンは再びシートに身を沈めると、楽しそうにクリスマスソングを口ずさみはじめた。

　走り出した車の後を、陽気な十二月のメロディが通り過ぎて行った……。










完　
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メディアチューンズがお届けする
大人の女性のための電子書籍レーベル


http://venusbooks.jp

電子書籍ストアにて好評発売中！
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恋のメロディをもう一度　〈ララ・エンジェルス〉シリーズ１

著者　ココ・セシル






ジル・コリンズは３人組ガールズバンドのリードボーカル兼ギタリスト。

ウエイトレスのアルバイトをしながらメジャーデビューを夢見るジルの前に敏腕プロデューサーのサイモン・シーザーが現れる。

サイモンは伝説のロックバンド〈ハイパーチャージ〉の元ベーシスト。

ヒットメーカーのサイモンにスカウトされ、念願のメジャーデビューを果たしたジルだが、やがてサイモンをめぐってバンド仲間のジュリアナとぎくしゃくする。

恋と友情のはざまで悩むジルがとった行動とは？



ロサンゼルスを舞台にしたエンタメ系ロマンス〈ララ・エンジェルス〉シリーズ第１弾！
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Love Island

著者　カワムラユキ






リゾートを舞台に、男女それぞれの目線で描かれたラヴ・ストーリー。



（HOMME）美貌のトップ・モデルを多数抱えるエージェンシーのエクゼクティヴ、シュウは、看板モデルの大手芸能事務所移籍により、走り続けてきた人生に立ち止まるきっかけを得る。秘書から渡されたリゾートへのエアチケット、それは彼が本当の自分に出会う旅へと繋がってゆく。KRUGとハーヴ・リッツを愛する男に訪れる本当の愛とは？



（FEMME）カリスマ・ネイリストとして順調にキャリアを重ねているユカ。ある日、有名女優の広告撮影のため、海外ロケに訪れる。撮影は早々に終了し、時間を持て余した彼女は、先輩より近くのリゾート島への旅を勧められる。偶然にホテルで出会った美しい女性に導かれるまま、真夜中のパーティへと迷い込んでゆき、そこで彼女は未知なる愛の景色を見つけてしまう。
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君が見たいから（一）

著者　上月美青






池上唯はハングルが堪能なことから、会社の韓国企業との提携プロジェクトに抜擢された。その夜、仲間と行ったラウンジで、見知らぬ韓国男性と出会い、一夜を共にしてしまう。呆然としながら逃げるように帰った翌日、会社に迎えた相手企業代表の顔を見て、唯は言葉を失った。避けようとする彼女にぐんぐん接近してくる彼には、何か理由が……？

韓国財閥御曹司と日本人ОＬの激しい恋を描いたドラマティック・ラブロマンス！
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君が見たいから（二）

著者　上月美青






ソンウォンと婚約し、彼の父、財閥会長が待つ部屋に入った唯。続く食事会中、彼の計画を聞かされ驚く。期待と不安を胸に、唯は再びソウルに向かう。だが二人の前に思わぬ壁が立ちはだかった。結婚に猛反対する彼の母親、ソンウォンに急接近する社長令嬢、唯の心は揺れ続ける……。

韓国ソウルを舞台に、財閥御曹司と日本人ＯＬとの激しい恋を描いた、ドラマティック・ラブロマンス、波乱の第二部！
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シーズン～巡り合い～

著者　一悟

イラスト　高橋伸輔






高校時代サッカー選手として県内で名を馳せた恵介だったが、サッカーは高校までと決め、

大学は推薦を断って幼馴染の一弥と一般入試で同じ大学に進学した。

しかし入学式当日、高校時代の先輩吉田と再会し、サッカーはもうやらないと何度も断る恵介だったが吉田が主将を務めるサッカーサークルにしつこく勧誘を受ける。

新歓コンパに連れて行かれた先で恵介はマネージャーの沙織に一目惚れしてしまう。

しかしその沙織とまさかの大ゲンカをし、話の流れで恵介の入部が決まってしまう。

サッカーを再開するきっかけになった沙織と仲直りし、恵介は学内サッカーサークルの優勝を目指して奮闘する。

弱小だったチームも努力を重ね、ついに決勝進出を決める。しかし突然チームに悲劇が降りかかった・・・。
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